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転生したら２秒で火刑!?




モブ悪女Ａに生まれ変わりましたが、イケメン国王（推し）がなぜか溺愛してきます









［著］臣桜

［イラスト］深山キリ














　もくじ






序章　転生したらまさかの火刑！




第一章　目覚めたら火刑になったはずの悪女Ａになっていました

第二章　なぜか推しが、モブ悪女Ａである私を愛してくるのですが？

第三章　呪われた国王の過去

第四章　対峙するモブ悪女Ａわたしと、モブ悪女Ｂと悪役令嬢

第五章　過去と嫉妬と悪女と魔女




終章　蘇ったモブ悪女Ａは、幸せなエンディングを辿る




















序章　転生したらまさかの火刑！












　私の名前は柚木ゆずき玲奈れな。二十六歳。デザイン会社で働いている下っ端だ。

　顔立ちは一重に見える奥二重に低めの鼻、瓜実うりざね顔と言えば聞こえがいいけれど、顔の幅が細い上に、それぞれのパーツが主張していないので〝顔が貧相〟と言われる。

　おまけに体型も痩せ型で胸も慎ましやか。

　睫毛は短くて薄く、眉毛も細く、髪も猫っ毛で少ない。

　上司からは『存在感がなくて幽霊みたいでびっくりするから、もう少し元気を出してほしい』と言われ、先輩からは『柚木ちゃんって風が吹いたら飛んでいきそうだよね』など謎の言葉を向けられる。

　一部の意地悪な人には、名前の頭文字をとって〝幽霊ちゃん〟と呼ばれていた。

　そんな私だけれど、毎日なんとか食らいつくように働いていた。

　でも、その存在感のない外見が理由で、人から舐められる事も多い。

　きちんと要望通りのデザインを納品したというのに、クライアントからは『柚木さんならお願い聞いてくれるよね？』とリテイクを要求される。

　他の人に聞けばそんな態度を取られた事はないらしいので、明らかに足元を見られている。

　結果、デザイナーの先輩からは睨まれ、上司からは怒られ、板挟みになっては毎日胃薬を飲む始末だ。

　そんな私は、読んで描くタイプのオタクである。

　通勤時間に電子書籍で漫画や縦スクロールコミックを読み、課金しまくっている。

　私は流行の異世界転生ものや聖女、悪女ものが、ドンピシャに好きだった。

　不幸だったヒロインが美人に生まれ変わり、報われる物語は見ていて気持ちがいい。

　聖女もいいけれど、私は悪女、悪役令嬢ものが特に好きだ。

　強気でゴージャスな美人が、言いたい事をズバッと言って、思うままに振る舞う姿を見るとスカッとする。

　最もハマっているのは、『アイスト』と呼ばれている、『転生したら氷の悪役令嬢アイス・デビルと呼ばれ、なぜかヤンデレ騎士王にストーカーされています』という作品だ。

　銀髪の悪役令嬢シルヴィと、そんな彼女が唯一タジタジしてしまう、騎士王アルベールの関係が非常に尊い。

　普段は氷の女王と言っていい、美しくもクールで魔術の腕も一流なシルヴィたんが、悠然としたアルベールの前でだけ、年相応になってしまうギャップが堪らない。

　そしてアルベールもまた、金髪碧眼でザ・白馬の王子様という外見をしていながら、蓋を開けてみればシルヴィたんにだけ（ここ重要）ストーカー気質で、いざという時は冷酷な面があるのが非常にいい。

　私はその二人の妄想イラスト、漫画を描くのが大好きで、それで生かされているといっても過言ではない。

　私は人に強くものを言えないし、流されるままに生きている。

　そんな自分が嫌だからこそ、シルヴィに強く憧れるのだった。









（あーあ……、今日も残業だった……）

　私はコンビニおにぎりを食べながら、トボトボと帰路につく。

　行政指導を受けないよう定時にはタイムカードを切っているけれど、そのあとについては『残業……するよね？　ね？　まさか帰らないよね？』という無言の圧がある。

　私みたいな下っ端が『定時に帰ります』なんて言ったら翌日なんと言われるか分からない。

　だから頑張って働き、家に帰ったあとの僅かな時間や休日に趣味の絵を描いて過ごしていた。

（帰ったら絵の続きをやろう……）

　疲れ切ってシャワーを浴びるのも面倒だけど、漫画と創作に生かされているところがあり、好きな事のためなら多少しんどくてもやっていける。

（がんばろ……）

　そう思った時、渡ろうとしている信号が点滅している事に気づいた。

　慌てた私は走って横断歩道を駆け抜ける。

　――と、カシャンッと音がした。

　嫌な予感がして振り向くと、横断歩道の中ほどにスマホを落としてしまっていた。

「やばっ！」

　慌てて駆け戻った時、左手からヘッドライトが迫ってくる。

（すみません～！　すぐどきますから！）

　信号は点滅しているものの、ギリギリ青だし、車は停止してくれるものと思っていた。

（え……？）

　けれど車の走行音は勢いを失わず、嫌な予感を抱いて顔を上げた時――。

　ドンッ！　と衝撃があったかと思うと、私は混乱したまま宙を飛ぶ。






　もう一度全身に強い痛みを感じたあと、私は意識を暗転させた。
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「う……、ん……」

　遠くから大勢の人がワアワア言っている声が聞こえる。

　歓声というより、怒りや恐怖、憎しみを叩きつけている声だ。

　……というか、熱い？

　不思議に思った私は、いう事をきかない体に鞭打って薄目を開けた。

「え……？」

　目に入ったのは西洋風の建物だ。

　私はヨーロッパ調の建物が建ち並ぶ街の一角にある広場で、――――火刑にされていた!?

（ちょっと待って!!）

　手は丸太の後ろで縛られ、足も自由が利かない。

　足元には乾燥した小枝が積まれ、そこから煙がもうもうと立ち、火も燃えている。

（服ーっ！　服が燃えちゃう！）

　私は生成きなり色のシンプルなワンピースを着ていて、裾は今にも燃えてしまいそうだった。

（その前に、煙！）

　私は必死に酸素を求めて口をパクパクさせる。

　足元が熱いのは確かだけれど、それより窒息が怖い！　でも熱い！

　ジタバタする私を見て、周りにいる人たちが侮蔑の言葉を投げつけてきた。

「王太子殿下を殺そうとするなんて！　やはり〝烈火の魔女〟は極悪人だ！」

　ちょっと待ってってば!!　情報量が多すぎる！

　私はどこかの王太子を殺そうとして、火刑にされてるの？

　それで〝烈火の魔女〟って私の事!?　魔女になった覚えなんてないんですが！

　というかこれっていわゆる異世界転生!?　……だとしたら、何かのバグじゃないのかなぁ！

　知りたい事が沢山あるのに、私はこれから死のうとしている。

　せっかく転生したのに、目が覚めたら火刑に処されるなんて酷い話だ。

「殿下に謝れー！」

　男性の怒鳴り声がしたかと思うと、体にベチャッと腐ったトマトが投げつけられた。

（……異世界にもトマトあるんだ……）

　人は混乱しきっていると、どうでもいい事に目がいってしまうのだろうか。

　私は熱さを堪え、煙でゴホゴホと咳をしながらも、涙目で周囲を窺った。

　集まっている人たちは、中世ヨーロッパを彷彿とさせる異世界の服を着ていた。

　歴史や服飾史に詳しくないから、厳密にどの時期のものか分からないけれど、現代の感覚で言えば完全にコスプレ扱いされる服だ。

　こういう時代は肌を出す姿ははしたないとされていたと思うけれど、いま周りにいる女性たちは、そこそこ胸元を露出した服を着ていた。

（やっぱり異世界転生かなぁ……）

　私は咳をしながら、酸欠でボーッとした頭で考える。

（……あれ？　これって悪役令嬢の断罪イベント？）

　だとしたら、私は念願の悪役令嬢に生まれ変われた訳で……。

（待って？　じゃあ柚木玲奈としての私は死んだって事？）

　疑問に思って自分が死んだ瞬間を思いだそうとしたけれど、煙を吸い込みすぎたのかうまく思考が働かない。

（待ってよ……。待って。これって死に戻りできるパターン？　生まれ変わったのにすぐに死ぬなんていやーっ!!）

　私は死の恐怖に怯えながら、助けを求めて周囲を見る。

　でも煙に燻されて涙がボロボロ零れ、あまりクリアに見る事ができない。

　それに……。

「死ねーっ!!　魔女!!」

「死んで殿下に詫びろ!!」

　周りにいるのは罵声を浴びせる人ばかりだ。

　助かったとしても、こんなに憎まれた状態で穏やかな生活など送れるはずがない。

　そう思うと、とても悲しくなった。

（なんでこんな目に遭わなきゃいけないの？　一生懸命働いて、ささやかな楽しみのために生きてきただけなのに……っ）

　煙による涙だけでない、新しい涙が溢れ、私の頬を伝っていく。

（誰か助けて……っ!!）

　強く願ったけれど、酸欠になった頭はブラックアウトし、何も考えられなくなってしまった――。
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　体はぬるま湯のような、心地いいものに包まれている。

　視認できているのか分からないけれど、周囲は一面の闇だ。

　あらゆる感情から解き放たれた私は、胎児のように体を丸めてまどろんでいた。

　その私を、寄り添うようにして抱き締めている女性がいる。

　目を開いて見た訳じゃないけれど、女性だと感覚で分かる。

　加えて彼女がとても美人なのも感じた。

　その女性ひとは豊かに波打った長い黒髪をしていて、優しく細められた目はルビーのように赤い。

　黒髪に真紅のドレスが映え、豊かな胸が引き立つスタイルは、女性の自分から見てもとても魅力的だ。

『お前は生きるんだ』

　彼女の声を聞いて、私はぼんやりと『美人は声まで美しいんだなぁ……』と感じていた。

『私の力を与える。だから、お前はもう一度生きなさい』

　そう言った女性から、温かく力強いエネルギーが注ぎ込まれているのが分かる。

『……そして、……できる事なら彼を救ってやってくれ』

　彼女の言う〝彼〟が誰なのか分からないけれど、こんな美人にお願いされるなら聞いてもいいなと感じていた。

　けれど眠たくて、とても心地よくて、それ以上思考をうまく働かせられなかった。

















第一章　目覚めたら火刑になったはずの悪女Ａになっていました












「んぁ……」

　眠りの淵から意識が浮上し、ハッとすると共に「ふがっ」と鼻を鳴らす。

　自分で立てた音にビクッとして起きた私は、ショボショボする目を開けた。

（あれ……？）

「どこ……？　ここ……」

　ベッドに寝かされているのは分かったけれど、周囲はカーテンのようなもので覆われ、そのせいで薄暗い。

　左右を見るとベッドサイドには脚の高いガラスの器があり、その上にはフルーツがこんもりと盛られていた。

　その隣には美しい模様が施された銀色の容器があり、中には水の入ったデキャンタが見えた。恐らく、ワインクーラーのように中に氷があるんだろう。

　それを見た途端、喉の渇きを覚えた。

　思いだすようにして空腹も感じ、グゥ……とお腹が鳴る。

（お水……、飲ませてもらおう）

　ゆっくり起き上がろうとすると、頭に鋭い痛みを感じた。

「いたっ！」

　何が原因かと思えば、自分の髪を手で押さえつけてしまったみたいだ。

（えぇ……？　私、こんなに髪長かった？　……いや、ちょっと待って？）

　私は物凄くだるい体を一生懸命起こす。

　すると……！　胸が！　Ａカップの私にあるまじき、物凄いボリュームの胸がある！

　目をまん丸に見開いた私は、思わずそっと手を這わせて揉んでしまう……。

「目覚めたのか？」

　その時男性の声がして、ベッドの周りにあったカーテンが開いた。

　姿を現したのは、金髪碧眼のまさに王子様！　というビジュアルの男性だ。

（カッコイイ……）

　自分の好みドンピシャの彼を見て呆けたと同時に、「ん？」とある事に気づく。

（私、彼を知ってる）

　勿論、こんなイケメンの知り合いなんていないし、外国人と話せるほど英語が堪能な訳でもない。でも、知っているのだ。見た事がある。

（どこで……）

　必死に思いだそうとしていると、男性はアイスブルーの目を細め、表情をクシャッと歪ませた。

「えっ？」

　まさか男性を泣かせてしまうとは！

　オロオロしている私の前で、彼は顔を赤くして俯き、横を向く。

　少ししてから、彼は絞り出すように「神よ……」と呟いた。

（この人、誰だっけ？　絶対知ってるはずなのに……。それに私はどこにいるの？　しかも巨乳になってるし！）

　そこまで考えてから、自分が胸を揉んだまま固まっていたのに気づいて、赤面してパッと手を放す。

　考えながらも、私は彼になんと声を掛けるべきか迷っていた。

　二十代後半の男性の泣く姿を見るのは居心地が悪い。

　男性は漫画でよく見る衣装――金糸で繊細な模様が刺繍された濃紺のジュストコールを着て、首元には白いクラヴァットを巻いているけれど、これは王族、貴族の服装だろう。

　彼は胸元にクリスタルのペンダントをつけていて、一瞬キラッと光ったそれに目を奪われた。

　それはともかく、彼は身なりが整っていて明らかに上流階級の人なのに、私ごときにこんな顔を見せていいんだろうか。

「あの……」

　こんな反応を見せているのに黙っているのは冷たい気がしたので、とりあえず声を掛けた。

　すると、伸ばしかけた手をしっかりと掴まれる。

「えっ……」

　驚いて少し身を引いた時――、彼に思いきり抱き締められた。

「オルガ！　会いたかった!!」
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　その名前を聞いた瞬間、私の頭の中でパチッと符号が合った。

「あーっ！」

　理解した瞬間、私は大きな声を上げる。

　そして驚いた表情で私を見つめる男性に向かって、ブルブルと震える手で指さした。

「アルベール!?」

「ずっと、あなただけを待っていた……っ！」

　知っていると思ったら、彼は私が〝前世〟で読みふけっていた大人気作品『転生したら氷の悪役令嬢アイス・デビルと呼ばれ、なぜかヤンデレ騎士王にストーカーされています』略して『アイスト』のヒーロー、騎士王アルベールだ。

　どうしてすぐ気づかなかったかと言われると、二次元の存在である彼が実在すると思っていなかったからだ。

　それに彼は漫画の中では勿論〝絵〟だったけど、今はリアルなＲＰＧゲームの美形主人公みたいな容姿で、そのギャップで気づかなかったのもある。

（ていうか、オルガって……）

　夢に見た異世界転生のパターンではあったものの、私はヒロインの悪役令嬢ではなかった。

　オルガとは、彼らの行く手に立ちはだかる〝烈火の女公爵〟だ。

　ざっくり言えばモブ悪女Ａ。

　勿論オルガは敵キャラで、色んな人を味方につけたシルヴィにこてんぱんに叩きのめされ、投獄される運命にある。

（……詰んだ……）

　真顔になった私の頭の中で、チーンと音が鳴ったのは、漫画脳だからだろう。

　アルベールは呆然とした私を抱き締めて「会いたかった」と言っているが、魂が抜けた私はされるがままになるしかなかった。

　……悲しい。

　最推しが肉体を持って目の前にいるというのに、私は自分がモブ悪女Ａになったショックで、喜ぶタイミングを失ってしまった。
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　私はオルガとして異世界転生した訳だけれど、何かの理由で非常に具合が悪く、床に伏したままだった。

　症状として言えば、高熱に体の痛み、倦怠感など。咳やくしゃみ、鼻水がないのは幸いだ。

　寝て過ごすうちに気づいたけれど、私の胸元にはアルベールがつけている物とそっくりな、クリスタルのペンダントがあった。

　六角柱の結晶型のそれを見ると、中に何かのエネルギーが込められているのか、ときおり中心部が揺らめいて見えた。

（この世界の人は、クリスタルをお守りにしているのかな）

『アイスト』は魔法が存在する世界だから、原作にはないアイテムだけど、お守り的な物かもしれない。

（しかし、悪役令嬢になってみたいとは思っていたけど、シルヴィになれずにモブ悪女Ａオルガになるなんて、どこまで運が悪いの……）

　作中のオルガは五十歳手前だけど、若々しく美しく描かれている。

　文字通り女性ながら公爵の座についている人で、王族の血筋ではないけれど、独立した力を持っている。

　舞台となるラングレン王国の皆は、ご意見番である彼女を怖れていた。

　それにオルガは強力な火の魔術を使える上に、男顔負けの豪胆さがあり、苛烈な性格をしている。

　だから彼女には〝烈火の女公爵〟という二つ名がつけられていた。

　口調も『私はオルガだ』という厳めしさと威圧感がある。

　彼女とアルベールは師弟関係にあり、最終的に『あなたがこんな事をすると思わなかった』と悪事を暴かれて見捨てられてしまう。

　とはいえ『アイスト』は全年齢向けの漫画なので、後味が悪くならないよう、オルガが具体的にどんな最期を迎えたかは描かれていない。レーティング大事。

　でも追い詰められたオルガが顔面蒼白になり、投獄されてしまったのは確かだ。読者は「ざまぁ」を欲するものだからね……。

（私がそのオルガになったとして……、今は物語のどのあたりなんだろう？）

『アイスト』は第一部がすでに完結し、その人気ゆえに第二部の連載中だった。

　アルベールに友好的に接せられるところをみると、まだ第一部の序盤なんだろうか。

　身の回りの世話をしてくれるメイドたちは、私を見てとても怯えていた。

〝烈火の女公爵〟だから、気分を害せばどうなるか分からないと思っているんだろう。

　そんなつもりはないと伝えたくて、努めて優しい声で「いつもありがとう」と声を掛けるけれど、彼女たちはビクビクしたままだった。

　アルベールは頻繁にお見舞いに来てくれ、私を気遣ってくれた。

　どうやら寝かされているのは、王宮にあるＶＩＰ待遇の人のための客室らしい。

　彼は「いつまで休んでいてもいいから」と優しく言ってくれるけれど、私はアルベールの側に正ヒロインのアニエスや、結ばれるべきシルヴィがいないのが落ち着かず、自分ばかり構われているのが申し訳ない気持ちになるのだった。









　しばらく経ったある日、私の前に一人のメイドと執事が現れた。

「オルガ様……っ！」

　ベッドの前で泣き崩れたのは、二十代後半の赤毛の女性だ。

　美形だけれど強気な雰囲気があり、前世の感覚でいうと元ヤン系だ。私の姿を見て泣いてくれているので、親しい人……なんだろう。

　後ろに立っている執事は六十代の白髪イケオジで、右目に眼帯をしている。

　ガッチリとした体型をしていて、このキャラデザだけで一部のイケオジ好きが発狂しそうだ。

　彼は胸に手を当て、私に向かってうやうやしく頭を下げる。

「ご無事でなによりです」

「……ありがとう……、ございます」

　お礼を言った私を見て、彼らは何とも言えない表情をして顔を見合わせた。

　……あれ、やばい。元のオルガとキャラが違うって思われたんだろうか。でも演技するのは苦手だ。唯一舞台に立った小学生の学芸会でも〝木Ｃ〟だったのに。

（多分この人たちは、もともとオルガに仕えていた人なんだろうけど……）

　そう思っていたら、アルベールが現れた。

「王宮のメイドとは合わないだろうから、急遽ラクロワ宮殿から彼らを呼んできた。慣れている者のほうが都合がいいだろう」

「ありがとうございます」

　もしかしたら、いつものメイドたちから「オルガが怖い」と聞いたのかもしれない。

　事実を告げずに陰ながら解決してくれるアルベールに、強い好感を持った。

「しかし、よくぞ復活されましたな。魔法使いでも死者を蘇らせるのは難しいのに……」

　眼帯イケオジの言葉を聞いて、私は目を丸くする。

「死者って……。…………あぁー……」

　そこで、何度も夢に見た火刑のシーンを思いだした。

　あれって……、夢じゃなかった……？

「もしかして私、……火刑になった？」

　おずおずと尋ねると、三人とも重々しく頷く。

「はぁー……？」

　私は呆けた声を上げ、目をまん丸に見開く。

「あれ、夢じゃなかったんだ……」

　やっぱり私は柚木玲奈からオルガとして転生し、すぐに火刑されて死んでしまったのだ。では、柚木玲奈としての人生は前々世になる。

　そして何らかの力が働き、私はオルガとして復活してここにいる。

　でも、いくら魔術がある世界とはいえ、死んだ人間が復活したなんてでたらめすぎる。

　本当ならもっと驚くべきなんだろうけど、『アイスト』の世界に転生しただけでも信じがたいのに、火刑された上に蘇った？　ついでに巨乳美人の悪女Ａになってるし、推しから友好的に接せられ、イケオジ執事や美女メイドに慕われ……。

　何にどう驚けばいいのか、感覚が麻痺してしまっている。

　とりあえず、一つ納得した。

（……そりゃあ、メイドたちだって怯えるわ……）

　彼女たちがただ〝烈火の女公爵〟に怯えていたのではないと知り、安心したようなそうでないような……。

「……あの、質問があります。あなた達は？　それから、私が火刑になった経緯と、今の状況について教えてください」

　私の問いを聞き、彼らは複雑な表情をする。

　三人で窺うように視線を交わしたあと、アルベールが口を開いた。

「もしかして記憶がないのか？　どことなく雰囲気や口調が違っていると思ったが」

　尋ねられ、私は気まずいながらも頷く。

　だって〝私〟は柚木玲奈だ。

　本当のオルガの魂がどうなったのか、私には分からない。

（正確には記憶喪失とは違うんだろうけど、別の世界から漫画の世界に転生したなんて言っても、きっと彼らは信じない。それに自分たちが作られた存在だと言われたら、不愉快だろうし怒るかもしれない）

　私自身、この世界がなんなのか分かっていない。

　本当に『アイスト』の世界なら、漫画家の先生が作った世界になる。

　けど〝私〟にはしっかりとした意識、意志があるし、誰かに操られていない。

　それに目の前にいるアルベールたちだって、とてもリアルだ。

　自分の頭で考えて話しているし、セリフを言わされている感はない。

　彼らの感情だって、顔を見ていれば心からのものだと分かる。

（……この人たちはちゃんと生きてる。見れば分かるもの。……なら私だってこの世界を『漫画の中の世界』と思わず、現実世界と思わなきゃ）

　そう思った私は、記憶喪失について誤魔化しておく。

「一度死んで蘇ったからか、まだ曖昧なところがあるみたいです」

　苦しい言い訳をしたけれど、三人はすんなりと受け入れたみたいだ。

　イケオジ執事が自己紹介をする。

「私はフランソワと申します。オルガ様の居城、ラクロワ宮殿にて身の回りのお世話をさせていただいておりました。こちらはメイドのドロテ。気が強くて問題児でしたが、あなた様を敬愛しています」

　フランソワに紹介されたドロテは恥ずかしそうに微笑むと、軽く膝を折ってお辞儀をした。

　二人の自己紹介のあと、アルベールが口を開いた。

「改めて、俺はラングレン王国の国王、アルベールだ。あなたには幼少時、魔術を教えてもらっていた」

「……よろしくお願いいたします」

　師匠としてオルガを慕っていたなら、私が目覚めて喜んだのにも納得できる。

　小さく頷いた時、フランソワが言った。

「オルガ様が亡くなられてから十年の月日が経ちました。現在、オルガ様の妹君のディアヌ様に婿入りした、エリク様が公爵となられています。恐らくディアヌ様たちもいずれ挨拶にいらっしゃるでしょう」

「……もしかして彼らは、私が再び公爵になりたがると思って心配していますか？」

　尋ねると、フランソワは片目を眇める。

「その可能性はないとは言い切れませんが、それよりも純粋に肉親として心配されているのだと思います。以前のオルガ様は豪胆な方ではありましたが、とてもお優しい方でしたし、私の目から見て、ディアヌ様との仲も良好でした」

「……そうですか。妹夫婦は心配しているかもしれませんが、私は公爵に戻るつもりはありません。今の私は公爵がどんな仕事をしていたのか分かりませんし、ラクロワ宮殿に戻っても、城の方々に気を遣わせ、迷惑を掛けてしまうと思います」

　言葉の通りで、異世界で公爵がどんな仕事をしているかなんて、私には分からない。

　王族に次いで力があると言われている公爵を、私などが務められる訳がない。

「……それにしても、十年……」

　その数字を聞いて驚いてしまった。

　火で炙られた時の苦しさ、熱さはリアルに思い出せる。

　なのに、あれから十年も経っていたとは……。

「あれが実際にあった事だったなんて……」

　呟くと、アルベールが手を握ってきた。

「助けられずすまなかった。俺はあのとき高熱を出して意識を失い寝込んでいた。あんな事になっていたと知ったなら、体を引きずってでも助けに行ったのに……」

　彼の声は微かに震えていて、深い悔恨にまみれているのが分かる。

「……アルベール様のせいではありません。火刑になった時の記憶がうっすらありますが、私はあなたを害そうとして処刑されたようです。むしろ責められる立場にあるのに、そんな事を言わないでください」

　そう言った途端、ドロテが声を張り上げた。

「いいえ、違います！　あなたが王太子殿下を殺そうとしたなんてあり得ません！　あなたは誰より愛情深く、弟子として殿下を深く想っておいででした。側にいた私たちから見れば、オルガ様が殿下を殺す動機なんて一つもありません。なんの旨みもないんですから！　絶対王妃……、いや、王太后陛下に嵌められたに決まっています！」

　そばかす顔の彼女は、青い目を潤ませて懸命に私を擁護してくれる。

「王太后陛下はオルガ様を嫌っていました。時に自分より権力があるように振る舞うあなたを忌避していたのです。あいつは何か後ろ暗い事をしているに決まってる。それでなかったら、オルガ様と懇意にされていた殿下に一言も説明せず、急いで処刑する訳がありません！」

　ドロテの訴えを聞き、うっすらとオルガ周りの人間関係が分かってきた。

　原作にもアルベールの継母イヴォンヌは、モブ役として登場していた。

　作中では影の薄いキャラで性格もあまり分からなかったけど、どうやらこの世界の彼女は私を嫌っているらしい。

　けれどアルベールとの関係は良好で、私はこの通り周りの人にも慕われていた。

　もう少し詳細な事情を把握したいと思った私は、彼らにもっと尋ねようと思った。

「……私は十年前に処刑された事になっていて……、あれ？　いま何歳？」

　途中で尋ねると、三人とも複雑そうな顔をし、アルベールが答えた。

「当時のあなたは三十八歳で、俺は十九歳だった。それから十年経ち、本来ならあなたは四十八歳だが……」

　そこまで言い、アルベールはドロテに視線をやる。

　すぐに彼の意図を汲んだ彼女は、ベッドから離れ、すぐ手鏡を手にして戻ってきた。

（地味に、今の自分の姿を見るのは初めてかも）

　受け取った純金の手鏡を見て、私は静かに目を見開いた。

（やっぱり〝オルガ〟だ。しかも若い！）

　鏡に映ったのは、『アイスト』の正ヒロインアニエスとも、悪役令嬢シルヴィとも異なる、勝ち気な雰囲気の美女だ。

　アニエスは可愛らしい感じでシルヴィはクールな雰囲気の女性だ。

　それに対し〝烈火の女公爵オルガ〟は真紅の薔薇が似合う、毒っ気のある大人の美女だ。

（……確かに悪役令嬢みたいな、派手さのある美女になりたいとは思っていたけど……）

　その美貌を見て、思わず溜め息を漏らす。

　でも自分の美しさに感嘆したというより、どうしたらいいか分からない溜め息だ。

「……確かに、三十八歳にも四十八歳にも見えませんね」

　そうなのだ。鏡に映った〝私〟はどう見ても二十代半ばにしか見えない。

「俺が初めてあなたに出会った時の姿そのままだ。俺は七歳の時に二十六歳のあなたと出会った。……なら、今では俺より年下だな」

　アルベールが嬉しそうに微笑んだのを見て、ドキッとしてしまった。

（まさかこの人、私に好意を抱いてたりしないよね……？　だってアルベールはシルヴィと結ばれる運命だし、それ以前の正式なパートナーはアニエスだし……。周囲から怖れられているモブ悪女Ａが相手なんて……、ないない！）

　私は自分に言い聞かせようとする。

　けれど国王であるアルベールが蘇ったオルガを囲って日に何度も顔を見にくる状況に、違和感を抱いていた。

　魔術を教わった恩師だからという気持ちは分かる。

　火刑に処された人が蘇った訳だから、手厚く看護したい気持ちも理解する。

　……けど、忙しいはずの国王が頻繁に顔を見せ、かつての執事とメイドを呼び寄せるほど親身になるものなの？

　アルベールは格好いい国王で、彼の〝相手〟になりたいと望み、当て馬として散っていく女性キャラは多かった。

（私もその一人のはずだったのに……。どうしてこんなに優しくされるの？）

　困惑していると、アルベールが微笑んだ。

「あまり話して負担になっても困るな。今日は二人を紹介したかっただけだ」

　改めてアルベールがフランソワとドロテを紹介すると、二人はうやうやしくお辞儀をした。

「オルガ様、何かありましたら、なんなりとお申し付けください」

「私の事は手足とお思いください」

「……ありがとうございます」

　フランソワとドロテにおずおずと礼を言った私を見て、アルベールが微笑みかける。

「まだ己が定まっておらず不安だと思うが、ここでゆっくり体を癒してほしい」

「ええ」

　話がついたあと、アルベールは「執務があるから」と言って去っていった。

　復活してまだ体のあちこちが痛く熱もある私は、疲れて横になる。

　ドロテが世話を焼いてくれるというので、ありがたく水を飲ませてもらい、頭に固く絞った冷えた布をのせてもらった。

（それにしても、私が〝烈火の女公爵〟じゃない事がバレなきゃいいけど。魔術なんて使えないし、性格だって全然違う。王太后が私を嫌って火刑にしたなら、へたしたら同じ運命を辿るかもしれない）

　もう二度と火刑になんて処されたくない。

　死に戻りする異世界転生ものは沢山読んだけれど、『アイスト』はそういうストーリーではなかった。原作そのままの運命なら、私の人生は普通に一回しかない。

（慎重に生きないと……！）

　幸い、ゆっくり療養できるから、その間に色々考えてみよう。






　自分に言い聞かせ、とりあえず体力温存のために眠る事にした。

















第二章　なぜか推しが、モブ悪女Ａである私を愛してくるのですが？












　その後、療養メインで過ごし、調子のいい時は歩行訓練を行った。

　この世界では魔術が当たり前に存在していて、ドロテは体を清める魔術や色んな便利な魔術を使ってくれた。

　でもお風呂に入ると入らないのとでは気分が違うので、隣室まで歩けるようになると、ドロテに手伝ってもらって入浴を楽しむようになった。

　お風呂は魔術が施されてジェットバスのようにもなり、入浴剤によって泡風呂にもハーブ風呂にもなる。加えてシャワーや打たせ湯もあって極楽だ。

　髪もドロテが洗ってくれ、お風呂から上がったあとはドライヤーのような、風の魔術が掛かった道具で乾かしてくれた。

　ヘアオイルなどもあるし、生活レベルは現代となんら遜色ない。

　そのままゆっくり回復して、いずれこの城から出されるのかな……と不安を抱いていたけれど、とんでもない事が起こった。









「そろそろ体力的に安定してきたと思う」

　ある晩、アルベールはいつものように私の部屋を訪れ、ベッドの横にある椅子に座り微笑みかけてくる。

　フランソワとドロテは別室に控えていて、部屋には私とアルベールの二人きりだ。

「あなたの体内で魔力がうまく循環できていないように思える。それが原因で体の不調が出ているのだと思う」

「医師もそう言っていました」

　毎日部屋を訪れている医師の説明では、魔術を扱える人は、体内で血液のように流れる魔力をうまく外に発散しているようだ。

　魔力は大気に漂っている酸素のようなもので、魔術を扱える人は自然と体に取り入れる事ができるのだとか。

　私は魔力を取り入れてばかりで、発散ができていない状態のため熱を出し、体調を崩したままになっているらしい。

「俺なら君の体調を整えられると思う。医師にもできる事だが、君の了承なしにへたな事をするなと命じておいた」

「そうなんですか？」

　少しはマシになったとはいえ、ずっと不調なままだったので、少しでも良くなるなら願ったり叶ったりだ。

「治療してもいいだろうか？」

「はい、勿論」

　治療してもらえるなら万々歳だ。彼だって早く回復したほうがいいと思っての提案だろう。なのに、なんでこんなに慎重に確認してくるんだろう。

　疑問に思っていると、アルベールは私の手をとって手の甲にキスをしてきた。

「へっ!?」

　驚いた私はうわずった声を上げ、目をまん丸にして固まる。

「……そういう反応をすると思っていたから、一応断りを入れたんだが」

　クスッと笑ったアルベールは、椅子から立ちあがるとベッドに腰かけた。

　う……。なんかこの雰囲気は……。

　ベッドの枕元にクッションを集めて寄りかかっていた私は、少し身を引いた。

「最初に言っておく。オルガ、俺はあなたが好きだ」

「…………っ」

　私はこれ以上なく目を見開き、アルベールを凝視する。

　……あの、私、正ヒロインでないばかりか悪役令嬢でもなく、倒される運命にあるただの悪女Ａなのですが……。

「……ナンデ……」

　私は訳が分からず、目を点にしたまま片言で呟く。

「『なんで』と言われても、俺は幼い頃からあなたに憧れていた。美しく強く、堂々としていて何者にも屈しない、唯一無二の存在だと思い惹かれた。だから大人になったら、一人の男として見てもらいたいと願い続けていたんだ」

　あぁ……、そういう感じか。年上の女性への憧憬……。

　しかも二人は師弟関係にあったから、師匠への憧れもあったのかな。

（とはいえ〝私〟はオルガじゃないから、その純粋な想いは受け取れない！）

　十年以上もの想いが込められていると思うと、彼の微笑みが眩しいし重い。

（私にはその笑顔を受け取る資格はありませーんっ）

　心の中で絶叫してジリジリと逃げようとするも、ベッドの幅には限りがある。

　しかも歩行訓練をしているとはいえ、スタコラサーと逃げられるほど体力が回復していない。

「……オルガ、これから行う〝治療〟は俺への信頼感が重要になる。受け入れてくれるか？」

「え？　……ひ、必要なら……」

　信頼するだけならできるけど……。

　私としてもこの体力ゼロに等しい状態から、早く脱したい気持ちはある。

　だから素直に頷いたのだけれど……。

　アルベールは私の返事を聞いて、ニコォ……と笑った。

「じゃあ、目を閉じて」

「……は、はい……」

　魔法の治療がどういう行為なのか分からない私は、素直に目を閉じた。

　すると頬に温かい手が添えられ、少し顔を上向けられる。

（ん？）

　不思議に思って薄目を開けると――、アルベールが端整な顔を近づけてくるところだった！

（キス!?）

　推しの綺麗な顔をどアップで見る羽目になった私は、極度の緊張で硬直してしまう。

　そこにフワッと彼の唇が重なって、優しく私のそれをついばんできた。

「ん……っ」

　キス……、なんてした事がない。

　自慢じゃないけれど〝私〟は筋金入りの喪女だ。

　キスや愛撫やその先の事なら、大人向け漫画で浴びるように読んで、知識だけなら普通の女性以上に（余計な知識まで）あるだろう。

　でも実践はといえば、何勝何敗なんて言える戦歴もなく、不戦勝で二十六歳まで勝ち上がってきた。喪女トーナメント決勝戦ぐらいまでいってるんじゃないだろうか。

　そんな私が見目麗しい男性にキスをされ、うまく応じられるはずもなかった。

「…………」

　私はピキーンと固まったまま、アルベールのキスを受け続けていた。

　まな板の上の鯉どころか、表情も込みで言えばハニワだ。

（あぁ……、推しにキスされるなんて、こんな幸せがあっていいの？　もしかしたらこのあとすぐに死亡ルートがあって、二回目の死があってもおかしくない）

　呆然としていると、半開きになった私の唇の間に、ヌルッと温かな舌が入り込んできた。

（んーっ!!　大人のキス!!）

　もう、どうしたらいいか分からない。

　大人向けの漫画やアニメだったら、リップ音を立てて舌を絡ませているところだけど、私にはそんなテクニックはない。

　……ていうか……、これは、恥ずかしい。ものすごっく恥ずかしい！

「～～～～っ、ま、待って……！」

　私は必死に手を突き出し、アルベールの胸板を押し返した。

「……どうした？」

　唇を濡らした彼は、アイスブルーの目を興奮に彩らせて私を見つめ、妖艶に笑う。

「…………こっ、……こっ、……こんな事で治るんですかっ!?」

　言葉を詰まらせつつ尋ねながらも、私はカーッと赤面していた。

　我に返って「気持ち良かったかも……」なんて思ってしまっている自分を殴りたい。

　彼は悪役令嬢シルヴィと結ばれる運命なんだから！

　推しと推しがイチャつくのを、壁か床、もしくは部屋の備品になって見守るのが私のスタンスでしょおおおお!!

　あらゆる意味で真っ赤になってプルプル震えていたからか、アルベールは私を見てフハッと力が抜けたように笑った。

「本当にあなたは記憶を失ってしまったんだな。こんな可愛い反応を見られるなら、もっとキスしたい」

　そう言ってアルベールは、ベッドの上に私を押し倒した。

「んっ……、ぅ……」

　そして上から覆い被さるようにして深い口づけを落とす。

　今度は唇を押しつける時間は短く、すぐに舌が入り込んでくる。

　滑らかで温かいそれに口内を蹂躙されるうちに、頭がボーッとしてきた。

　彼が舌を蠢うごめかせるといやらしい水音が立つ。

　全身から力が抜けてしまいそうで恐怖を覚えた私は、必死に彼の服を掴み、縋った。

「オルガ、怖がらなくていい。体の力を抜いて」

　少し唇を離したアルベールは囁くように言い、再び口づけてきた。

　おまけに彼は肩から二の腕へと、触れるか触れないかの力加減で優しく愛撫してくる。

　それだけで全身がゾクゾクしてしまい、私は未知の感覚におののいて吐息を震わせた。

　空気を求めて口を開けば、息を吸うのも許さないと言わんばかりにぬめらかな舌が入り込んでくる。

　結局、私は苦しげな呼吸を繰り返し、アルベールに唇を貪られてしまう。

　彼は片手で私を抱き締め、もう片方の手でネグリジェ越しに体に触れてくる。

　局部に触れられている訳ではないのに、心臓が口から飛び出てしまいそうに騒いで仕方がない。

　私は抵抗しようとしてアルベールの肩や胸を押すけれど、頑強な男の人の体はビクともしない。

　首に手を掛けて縋ってしまった時、ツンツンしたシルエットに反して、とても柔らかくサラサラとした髪が指の間を通り抜けていった。

　――気持ちいい。

　服越しに男性の体に触れるだけで、こんなにも胸がドキドキして、気がおかしくなってしまいそうになるなんて。

　――私が私でなくなってしまう……！

「～～～～っ、駄目……っ！」

　とうとう私は我慢できなくなって、両手で思いきりアルベールの肩を押してしまった。

（拒絶して、傷つけたらどうしよう……）

　一瞬そんな後悔に襲われたけれど――。

「…………ぇ……」

　彼は今まで見た事のない、とても色っぽい表情で愉しげに笑っていた。

　その表情を見て、心臓がドキンッと大きく高鳴る。

　そのあと、ドッドッドッ……と鼓動が速まり、全身が火照るように熱くなっていく。

　――こんな顔、知らない。

　――私の知っている〝アルベール〟は、カリスマ性があるいっぽうで氷のように冷たく、シルヴィの前でだけヤンデレと可愛らしいところを見せる男性ひとで……。

（それは漫画の中の話でしょ）

　心の中でもう一人の私が呟く。

　目を見開き、息を荒げて固まっている私を見て、アルベールはとろけるように笑うと最後にもう一度、触れるだけのキスをしてきた。

「可愛い」

　そう言ってアルベールは私の髪を梳き、上目遣いに見つめながら毛先にキスをした。
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（えっっっっっ………………ちだ…………）

　もう、アルベールから目が離せない。

　彼の一挙手一投足、すべてに神経が集中し、全身が「彼をもっと知りたい」と叫んでいた。

「～～～～っ、なん……っ、――――この……っ」

　私はワナワナと全身を震わせ、真っ赤になったまま言葉にならない何かを口走る。

「怒った？　とても気持ちよさそうだったけど」

　悪戯っぽく笑ったアルベールが、さらに色っぽく見える。

（何なのこの色気の塊はーっ!!）

　私は両手で顔を覆ってもんどり打った。

　この場に壁があったら、おかしなテンションのあまり頭を打ち付けていたかもしれない。

「…………ずるい、…………です」

「え？　ずるい？」

　けれど彼は予想外の言葉を耳にし、目を瞬かせる。

「こんなにドキドキするなんて……っ！　キスなんてした事ないから……っ！」

　私がポロポロと涙を零して泣き崩れたからか、アルベールはさすがにやりすぎたと思ったようだった。

「……すまない、オルガ。あなたの事が愛しくて、つい……。嫌だったか？」

　でも「嫌だった」なんて言えない。

　あんな気持ちいい事、生まれて初めてだった。

「…………っ」

　真っ赤になりながら首を左右に振ると、アルベールは安堵したように「良かった」と微笑んだ。

　彼は枕元に重ねてあったクッションを整え、そこに私を寄りかからせる。

　そして自分はもとのようにベッドの端に腰かけ、優しく笑いかけてきた。

「一応、今のは治療だったんだ。先ほどより体調が良くなっていないか？」

「え？」

　言われて、当初の目的を思いだした私は、改めて自分の体の調子を鑑みる。

「……あれ……。……体調、良くなってるかも……」

　先ほどまでは、例えるなら四十度近い熱を出している時の体のだるさ、重さ、関節の痛みがある状態だった。

　けれど今は激烈な体の痛みがマシになっている。

「……ありがとう……、ございます……」

　私は狐につままれたような気持ちになりながらも、アルベールにお礼を言った。

「じゃあ、これから毎日キスしよう！」

　私のお礼を聞いたとたん、アルベールはにっこりといい笑顔で言いのける。

「えぇっ!?」

　聞いてない！

「ちょ……っ、待って？　どうしてキスする事で体が回復するんです？　こっちの世界ではキスが治療なんですか？」

　混乱したあまり、「こっちの世界」と口走ってしまったけれど、アルベールは特に気にしていないようだった。

「まさか。医師にキスされると聞いたら、世界中の患者が逃げ出すよ」

　そう言ってアルベールは楽しそうにクスクス笑う。

　……うん。原作漫画の通り、割とお茶目なところもあるっぽい。

「これは俺があなたに施す特別な回復術だ。先ほども言ったが、あなたの体の中は正常な流れ方をしていない魔力が熱を生んでいる。だからキスをして俺の魔力を注ぎ、整える」

　……言いたい事はなんとなく分かるけど……。

「キスじゃないといけない理由は？」

　真顔で尋ねると、アルベールはあからさまに動揺した。

　視線を泳がせ、何か言いかけては考えるようにまた別のほうを見ている。

「ちょっと……、あの、もしかして。キスしたいがために嘘ついてません？」

　眉間に皺を寄せ、むーっと彼を見つめると、アルベールは「あはは！」と笑って白状した。

「やっぱりあなたには通用しないな。……確かに、こうやって触れるだけでも魔力の流れを整える事はできるけど」

　そう言って、アルベールは両手で私の手を握る。

　すると言われた通り、彼が触れたところから、体の中に何か清涼なものが流れていくのが分かった。

「じゃあ……っ！」

　からかわれたと思って、私は真っ赤になり彼を睨む。

　でも、アルベールは笑ってごまかす……と思いきや、困ったように微笑んで私の手を握る両手に力を込めた。

「……俺とのキスは嫌だった？」

　色を込めた目で見つめられ、私は気まずくなって視線を逸らす。

「……嫌じゃ……、なかった……、けど……」

　ボソボソと答えると、彼はそれはいい笑顔になる。

「じゃあ、いいじゃないか」

「……でも、私たち……」

　そこまで言ったあと続く言葉が見つからず、私は口を閉ざす。

　原作漫画では、アルベールは正ヒロインであるアニエスと結ばれる……、はずが、悪役令嬢のシルヴィに惹かれる。

　王国に巣くっていた問題もシルヴィがズバズバッと解決し、アルベールを手助けしつつ彼の信頼を得ていくのだ。

　原作のオルガは、お気に入りの弟子がシルヴィと結婚すると聞いて激怒する。

　二人は十九歳差で、作中のアルベールはオルガを異性として見ていなかった。

　逆にオルガのほうが、弟のように思って深い愛情を注いでいたアルベールが悪役令嬢に夢中になった事に猛反対して、モンペみたいになってしまうのだ。

　私が転生したこの世界は、明らかに漫画の流れと違う人間関係になっている。

　――私はこの世界のアルベールとオルガの過去を知らないのに、知ったような口を利いていいの？

　分からなくなって黙っていると、アルベールが私を優しく抱き締めてきた。

「俺はあなたが好きだ。魔術を教えてくれた恩師で、いつか超えたい存在でもあり、男を相手にしても引けを取らない堂々たる態度とそれに見合った実力がある。尊敬する気持ちが成長すると共に大きくなり、あなたの愛情深いところに魅力を感じ、異性への愛を抱くようになった」

　彼の気持ちを教えてもらった私は、とりあえず頷く。

「あなたも俺を好意的に見てくれていると思っているが、どうだろうか？　……俺の性格はさておき、見た目ならそう悪くないと思っているが」

（あなた以上のイケメンはいません！　推し中の推しです！）

　少し自信なさげなアルベールの言葉を聞き、私の心の中でオタク魂が燃え上がった。

　私の表情はさほど変わっていないけれど、目が爛々と輝いていたらしい。それを見て、彼はクスッと笑った。

「恐らく、今のあなたは俺に好意を抱いている」

「……はい……」

　これはもう、嘘をついても仕方がない。

「なら、キスをしても不利益はないじゃないか」

「……うう……」

　丁寧に解説され、私は困り切ってうなってしまう。

「キスをして困る事があるなら言ってごらん。納得したら諦めるから」

「～～～～もぉお……。ずるい……」

　私はうめくように言って、両手を上げた。

「ん？」

　アルベールは私が何を言いたいのか分かっていながら、わざとらしく尋ねてくる。

「…………降参、です。……キス、…………してもいいです……」

　自分から「キスしていい」って言うなんて、恥ずかしすぎる……。

　というかこんな美味しい役割、本当にいいんだろうか？　死亡フラグが立たなきゃいいけど……。

「言質はとったよ、オルガ」

　私の胸中を知らないアルベールは嬉しそうに微笑むと、私を抱き締めてチュッとキスをしてきた。
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　それからも私は歩行訓練やその他運動療法をこなしながら、一日に五度くらいは現れるアルベールにキスされる生活を送った。

　国王である彼の側には、もちろん侍従や護衛の騎士などがいる。

　場合によっては宰相やその他貴族が同行している時もあり、恐らく宮殿の中で私はそれなりに噂の的となっているはずだ。

　しかも宰相は王太后イヴォンヌの父らしく、彼からの視線が痛いったら。

　原作では二人とも影が薄かったので、こうなるとまったく私の知らない物語になる。

（……城の皆は、私の事をどう言ってるんだろ……）

　キスのお陰で着実に回復した私は、きちんとダイニングテーブルで食事をとり、高級ホテルの料理もかくやという、見た目も味も最高な料理に舌鼓を打ちながら悶々と考える。

　国王が独身なら、自分の娘と結婚させたがる貴族が多いはずだ。

　彼の事を狙っている女性だって多いはずだし、何よりシルヴィとアニエスがいる。

（彼女たちって今どうしてる？）

　疑問に思った私は、フランソワに聞いてみる。

「ノヴェール侯爵令嬢シルヴィ様や、ルモニエ伯爵令嬢アニエス様を知らない？」

　すると、有能な眼帯イケオジ執事は、彼女たちの基本情報を教えてくれる。

「お二人とも舞踏会で殿方の目を集めている美女だというお話です」

「オルガ様には敵いませんけどね！」

　ドロテが「はんっ」と鼻で笑って付け加えてくる。……ありがとう……。

　どうやら彼女はあまり宜しくない環境で育ち、下町で盗みや詐欺を繰り返しているうちに十五歳で投獄されてしまったらしい。

『殺すなら殺せ！』と牢獄で喚いている時に、オルガに喝を入れられて改心したようだ。

　以降、罪を償ってオルガを姐さんのように敬い、メイドとして働いた……らしい。

　フランソワはもともと貴族の三男で騎士だった。

　四十歳で騎士を退役したあとはのんびり暮らしていたけれど、公爵領の端で魔物が出た時に嬉々として戦っていたら、オルガの目に留まったらしい。

　そして〝戦える執事〟として雇用され、今に至る。

　普段は寡黙かもくながら実直なダンディ執事だけれど、熱いところがあるみたいだ。

　二人ともオルガが女公爵になった時に使用人となり、彼女を〝生涯の主〟として慕っているので気が合うのだとか。

　……という話を彼らに教えてもらった。

　話は戻って。

「そのお二人が、陛下と仲がいいという話は？」

　さらにフランソワに尋ねたけれど、彼は顎に手をやり目を閉じて首を傾げる。

「私は一介の執事ですので、華々しい社交界の事は分かりかねます……」

「オルガ様、そいつらの事が気になるなら、いっちょ締めてきますか？」

「やめて……。お願いだからやめて……」

　ドロテのノリが良すぎてたまに怖くなる。

「それはともかく、どうして他の女を気にするんです？　陛下絡みなら直接お聞きしてみればどうです？」

　ドロテは色恋に疎いイメージがあるのに、ズバッと核心を突いてくる。

「そうね……。この三人で相談し合っていても仕方がないものね」

　頼もしいメイドの助言を聞き、私はその日の夜にアルベールに質問する事にした。
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　一日の執務を終えたアルベールは、ほんの少し疲れを滲ませている。

「オルガ、癒してくれ」

　彼は微笑んで言うと、ソファに座っている私の太腿に頭を乗せた。

「今日も一日、お疲れ様です」

　私は彼の金髪を撫で、微笑む。

　アルベールは寝返りを打つと、私のお腹に顔を押しつけて腰に抱きついてきた。

「もう……」

　恥ずかしいけれど、素直に甘えてくれて嬉しくはある。

　ゆったりとした時間を過ごしたあと、私たちはいつものようにキスを交わす。

　今度は私がソファに押し倒され、髪を撫でられながら、じっくり愛でられる番だ。

「ん……、あぁ……」

　たっぷりと口内を舌でまさぐられ、艶冶えんやな吐息をついた私の唇から銀糸が引く。

　アルベールは妖艶に笑い、濡れた己の唇をペロリと舐める。

　とろけるようなキスが終わったあと、心地よさのままに眠ってしまう前に、いくつかの質問をしておく事にした。

「それ……、綺麗なクリスタルのペンダント。私のとお揃いですね」

　アルベールの胸元を指すと、彼は「ああ」と微笑む。

「この世界におけるクリスタルの意味を、あなたはまだ思いだしていなかったか」

「？　……はい」

　前々世でもパワーストーンとしても使われていたから、お守りにしているのかな程度にしか思っていなかった。

　アルベールはどこか悲しげな笑みを浮かべると、自分の胸元にあるペンダントを撫でる。

「これは母の形見だ」

「お母様も着けていたんですか？」

　尋ねると、彼は小さく笑って首を横に振る。

「この世界には魔力が満ちているという話はしたな？」

「はい。動物や植物にも魔力が宿っていて、食べ物を介して魔力を補充するとか、巨大な魔力を持つ動物は魔獣と呼ばれて、高度な知性を持つ事もあると、フランソワたちから聞きました」

　時間はたっぷりあったので、二人からこの世界の基本情報は色々聞いている。

「その魔力に強い精神の力が宿ると、このように結晶化する事がある」

「……というと？」

　私の知っているファンタジーでいうところの、魔力が宿ったマジッククリスタルかな？　と思ったけれど、違った。

「このクリスタルは人の命の形でもある。……これは、俺が生まれた時に亡くなった母の胸元から出たものだ」

「え……」

　思いも寄らない事を聞き、私は目を丸くする。

「産婆の話では、出産した母は顔を真っ青にし、息も絶え絶えな状態で俺を抱いたらしい。そのあと満足げに微笑んで、静かに息を引き取った。周囲の者が王妃の死を嘆いている時、母の胸元から光が放たれてこのクリスタルが現れ、俺の手の中に収まったそうだ」

　アルベールは目を細め、クリスタルの輪郭を指でなぞる。

「この世界では『守護者は死後にその姿をクリスタルに変え、守るべき者の手に収まる』と言われている。死した者が全員そうなる訳ではないが、俺のようにクリスタルをお守りにしている者は珍しくない」

「……そうなんですね……」

　現実世界ではあり得ない事なので、ついロマンチックだと思ってしまったけれど、遺族としては複雑な感情があるんだろう。

「あれ、じゃあ私のは……」

　自分も同じようなクリスタルを首から下げているのを思い出し、私は目を瞬かせてそれを握る。

　するとアルベールは顎に手をやって、考える素振りを見せる。

「あなたは一度火刑で亡くなり、俺は遺族に頼み込んでクリスタルを譲ってもらって大切に保管していた。ある日、そのクリスタルから炎が噴きだしてあなたが復活した。このクリスタルに以前のオルガの命や遺志が宿っているなら、蘇ったあなたの中にはもう一つクリスタルを生み出す命が宿っているのかもしれない」

　確かに、魔術のある世界とはいえ、人が生き返るなんてほぼないだろうから、アルベールとしてもどう説明したらいいか分からないんだろう。

「……このクリスタル、よく見ると中で火みたいに赤い光が揺らめいています。確かにオルガさ……、私の力みたいですよね」

「あなたは火に愛された女性だから、クリスタルに火が宿っていてもおかしくない。でも……」

　そこまで言い、アルベールは考え込む。

　彼がジッと私の胸元を見ているのに気づいた私は、悩ませてしまう原因を作ったみたいで申し訳なくなる。

「ごっ、ごめんなさい。考えても分かりませんよね。これは生前の私が用意した、今の私へのお守りという事にしておきましょう」

　強引に結論を出すと、アルベールは微笑んで頷いた。

「ああ、そうしよう」

　これで自分が首から下げている物の正体が、なんとなく分かってスッキリした。

　じゃあ、次の質問をしよう。

「話は変わりますが、ノヴェール侯爵令嬢とルモニエ伯爵令嬢をご存知ですか？」

「ああ、勿論。……彼女たちが何か？　というか記憶がないのに、よくその者たちの名前が出てきたな。何か思い出したのか？」

「い、いえ……！」

　墓穴を掘ってしまったのに気づき、私は声をうわずらせる。

「フ、フランソワ達に城の事や貴族たちの話を聞いていたんですが、その中でもお二人は特別美しいという話になりまして」

　フランソワ、ごめんなさい！

「そうか」

　とっさに誤魔化したけれど、アルベールは特に怪しいとは思わなかったようだ。

　それをいい事に、私はもう少し切り込んで聞いてみる。

「……彼女たちの事をどう思っています？」

「え？　……どうもこうも……。侯爵令嬢と伯爵令嬢だな……」

　脈ナシなのは分かったけれど、もう少し詳細に知りたい。

「もっと感想はありませんか？　容姿への感想とか社交界での噂とか」

　彼は乗り気ではない表情で少し考え、ポツポツと話していく。

「ノヴェール侯爵令嬢は社交界では〝氷の令嬢〟と呼ばれている。見事なシルバーブロンドを持っているからというのもあるが、求婚してくる男性たちをけんもほろろに扱う姿からそう呼ばれている。確かに美しいとは思うが、彼女は王太后の姪だ。可能なら近づきたくない」

　なるほど。本来なら結ばれる相手だけど、今のアルベールは彼女にそういう感想を持っているのか……。

　もっとも、今の彼がオルガを火刑にした王太后を嫌っているなら、気持ちは納得できるけど……。

（本当に原作とは違う世界なんだな……。いや、今はシルヴィの魅力に気づく前の時間軸？）

　考えながら、私はさらに尋ねる。

「ルモニエ伯爵令嬢は？」

「……伯爵令嬢となると、個人的に話す機会は少なくなる。ルモニエ伯は良くも悪くも凡庸な男で、その娘も普通……としか感想がないな」

「もう一声」

　私は値切るように言う。

「うーん……。…………金髪……。……いや、本当に興味がない」

　ああ、これは本当にもう言う事がないやつだ。

　納得した私は頷いて「ありがとうございました」とお礼を言う。

　アルベールは少しの間私を見つめたあと、ニヤッと笑った。

「言っておくが、あなたが嘘をついているのは分かっているぞ。あの執事はよその令嬢の事など、さして興味を持っていないからな」

　う！

「……が、これ以上は言及しないでおこう」

　はぁー……、良かった……。

「どうやって彼女たちの事を知ったのか分からないが、俺はその者たちを異性として見ていない。そんなに俺の寵愛を失うのが心配なら……」

「えっ……？　ちっ、違う……っ、あっ!?　アーッ！」

　急に色気を増したアルベールが覆い被さってきたかと思うと、そのままキスの刑に処された。

　かなり元気になっているから回数を減らしてもいいと思うんだけど、アルベールはとにかくキスをしたいらしい。

　何かと理由をつけてはチュッチュとキスをされる毎日で、それに慣れつつある自分が怖い……。喪女には刺激が強すぎるのに……。
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　別の日には現公爵である、オルガの妹夫婦がやってきた。

　妹のディアヌは容姿こそオルガに似ているものの、優しげな雰囲気の女性だ。

　アルベールが言っていた事は本当で、妹夫婦は本当に身内として私を心配してくれていた。

　火刑になると決まった時はあまりに急すぎて、彼女たちのもとに書状が届く頃には、私はこの世からいなくなっていたらしい。

　ディアヌは『本当に良かった……！　お姉様、もういなくならないで！』と涙を流して抱き締めてきた。

　夫のエリクもまた、復活した私に公爵の座を奪い返されるかも……という不安も見せず、泣き崩れる妻を見てもらい泣きしているいい人だ。

（二人は敵じゃないな）

　自分に勘なんて立派なものが備わっていると思わないけれど、なんとなくそう思った。

　やっぱり疑うべきは、不自然なまでに早くオルガを火刑に処した王太后だろう。

　結論を出した私は、二人に公爵の座に戻るつもりはないと伝えた。

　そして今は王宮で世話になっているけれど、もし行く当てがなくなったら、ラクロワ宮殿の屋根裏でいいので住まわせてほしいとお願いした。

　ディアヌはそんな低姿勢で頼まれると思わなかったのか、『とんでもない！　お姉様の部屋は以前のままにしてあります』と言い、いつでも戻ってきていいと言ってくれた。
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　そのようにして一か月が経ち、ようやく部屋の外に出る許可が下りた。

　体力がなかったから仕方がなかったけど、我ながらよく一か月も部屋から出ずに生活できたものだ。もともとインドア派だったし、やればできるんだなぁ……。

　なにせ基本的に食っちゃ寝で、バスルームは寝室の隣に立派なのがあり、あとは基本的にドロテとおしゃべりをして過ごしていた。

　他にも魔力を動力源としているテレビみたいなものがあって、王国内のニュースやグルメ情報、絶景特集などを放送していたので、飽きる事がなかった。

　加えて絵が描きたくなったらスケッチブックや鉛筆、絵の具をもらえたので、「絶対に見ないで」と言った上で、思う存分推しを描いた。

　そんな私がいざ外に出ていいと言われ、どうなったかというと……。

（こ……っ、怖い……っ！）

　ドロテとフランソワ、護衛の騎士たちを連れて歩いているけれど、すれ違う人からの視線が痛い。痛すぎる。

　城の中はとても立派で、行った事はないけれどベルサイユ宮殿とかバッキンガム宮殿とか、世界の名だたるお城を足して平均したらこうなるのかなという美しさだ。

　磨き上げられた床は白黒のタイルで、廊下はただ床と壁があるだけじゃなく、絵画が飾られていたり大理石の像や鎧など、美術的価値が高いだろう品々が飾られてある。

　廊下にはちょっと座って話をするためのソファセットがあり、私が認識している〝廊下〟とはかなり違う。

　窓枠一つにしても美しい装飾が施され、少し開けた所に行けば天井にはフレスコ画が描かれ、写真を撮りたいほどだ。

　そんな美しい場所にいて本来なら気分は海外旅行……のはずなんだけれど、すれ違う人が私を見てはヒソヒソ言い、中には顔を真っ青にして逃げていく人もいる。

　完全にアウェイな状態で私は努めて平常心を保って〝お散歩〟をしなければならない。ハッキリ言って苦行だ。

　しかも着ているドレスもなかなか動きづらい。

　パンツ代わりのドロワーズを履いた上にシュミーズを着て、その上からコルセットを締める。

　オルガはもとからナイスバディなので、コルセットを締めなくても腰は細いし胸元はボリューミーだし、必要ないんじゃ……と思ったけど、これがこちらの世界の常識なんだろう。

　それらの下着を着けた上に、目が覚めるようなロイヤルブルーのドレスを着た。

　アルベールは『オルガは濃い色のドレスを好んでいた』と言って、私が元気になるまでに、何着もの新しいドレスを用意させていたみたいだ。

　加えてディアヌもドレスや宝飾品を送ってくれて、一気に衣装持ちになってしまった。

　黒髪はドロテによって綺麗に結い上げられ、長いウエーブを生かしたハーフアップに、ドレスに合わせた青い花の髪飾りをつけ、耳、首、指にはサファイアのジュエリーをつけるという、総額幾らか分からない格好をしている。

　だから余計に「落としたらウン百万円」と考えながら、ギクシャク歩いているのだった。

　周囲からはヒソヒソ言われ、自分は自分で緊張しながら歩く。

　そんな地獄の散歩の途中で、気になる事を耳にしてしまった。

『〝烈火の女公爵〟が……』『王太后様が……』という言葉に混じって『呪われた国王』という単語が耳に入る。

　どうやら、アルベールも城の人からあまり快く思われていないみたいだ。

（どういう事？　彼は呪われている？）

　尋ねたくても、話しかけようとしたら皆逃げてしまう。

「なんて失礼な！」と鼻の頭に皺を寄せて唸り声を上げ……そうなドロテを制し、気疲れする散歩は終わった。
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「今日一日、過ごしてみてどうだった？」

　夜、アルベールが部屋を訪れ、いつものようにキスをする。

　そのあとに〝散歩〟の感想を尋ねられた私は、困り果てて言った。

「やっぱり一度火刑に処されたのに蘇った人なんて、歓迎されるはずもないと思いました。普通に考えてホラーですよね……」

「確かに魔術があるとはいえ、蘇った例はあまりないからな」

　まったくない訳じゃないんですね。

「私は……王太子だったあなたを危険な目に遭わせて、火刑になったんですよね？」

　火刑に至った経緯はまだ詳しく聞かされていないけれど、死ぬ前の記憶では人々が『王太子殿下に謝れ』と言って私に色んな物を投げつけてきたのは覚えている。

「……そういう事になっているな」

「記憶がないからこそ尋ねられるのですが、オルガわたしが犯人だという証拠はあるんですか？」

　尋ねると、アルベールはとても微妙な表情になった。

「……事件があったのは狩猟パーティーがあった日の事だ。獲物を追って馬を走らせていると雨が降ってきて、森番の小屋でやり過ごそうと思ったら急に具合が悪くなり、高熱を出して倒れてしまった。そのあとの記憶はないのだが、王国の騎士たちが俺を探して小屋を訪れた際、あなたが側にいたのだという」

「それは……」

〝側にいた〟だけなら、なんとも判断のしようがない。

　アルベール本人がそう証言するなら、具合の悪くなった彼が誰もいない小屋に入ったのは事実なんだろう。

　その場にいたオルガが騎士たちに囚われたのも、また事実。

　けれど彼女がアルベールを陥れたところは、誰も確認していない。

「……罪状は呪いを掛けた……とかですか？」

　昼間に聞いた単語を混ぜて尋ねると、アルベールは眉間に深い皺を刻んで頷く。

「……ああ。確かに俺の体には呪いの術式が刻まれていた。侍医によって解呪されたが、そのあとも十日ほど臥せっていて、あなたが火刑に処された事すら知らされずにいた」

　そこまで言い、アルベールは関節が白くなるほどきつく拳を握る。

（師として慕っていたオルガを自分のせいで死なせて、責任を感じているんだ……）

〝私〟が入る前のオルガの人生は、私のものではなかった。

　だから『よくも火刑にしたな！』と王太后に怒りを抱くのは違うし、アルベールに『私の事でそんなに悩まないで』と慰めるのもズレている。

　なのであまりいい言葉が思い浮かばず、彼の背中を優しくさするしかできなかった。

「……あなたは優しいな。記憶を失ってもそういうところは変わっていない」

「いえ……、こうするしかできなくて……」

　以前の〝オルガ〟の優しさと、今の私の気遣いは違う。

　落ち込んでいる人がいたら慰めたいと思うのは自然の感情で、そういうところまで前の〝オルガ〟に重ねられてしまうと、微妙な気持ちになる。

（〝私〟を見てほしいなんて……、この体に宿っておきながら図々しい思いかもしれないけれど……）

　推しであるアルベールに親切にされるだけでもあり得ない事なのに、私は変な欲を抱いてしまっている。

　彼がオルガに抱いていた深い敬愛を知るにつれ、それが自分に向けられるのがつらくなっていた。

　それはさておき、聞いておきたい事は全部聞いておこう。

「アルベール様はあまり聞きたくない事かもしれませんが、城内を歩いていた時、あなたを『呪われた国王』と言う人がいました。その呪いは私が掛けたものですか？」

　尋ねると、彼はきっぱりと否定した。

「いいや、違う。……まだあなたに俺の呪いの事を伝えていなかったな。つい記憶喪失なのを忘れて、知っている前提で話してしまっていた」

「どんな呪いですか？」

　アルベールは長い脚を組んでから溜め息をつき、語り始める。

「……俺には生まれつき〝悪意返し〟の呪いが掛かっている。本来なら加護なのかもしれないが、あまりに威力が強いので周囲からは呪いと呼ばれ、俺自身もそう感じている。加えて悲しくても泣く事ができない。あくびをした時などの生理的な涙は出るが、どれだけつらく悲しい事があっても泣けない。……だから〝冷血国王〟と呼ばれている」

　そんな……。泣けないなんて気の毒に。

「悪意返しとは？」

「たとえば、俺を暗殺しようとして何者かがナイフで襲いかかってくる。腹部を刺された……と思った瞬間、逆に刺客の腹部が刺され、俺は無傷。……そういう呪いだ」

「えっ？　……何となく分かりましたけど、〝悪意〟と言えばとても広い意味があります。今の例の他にはどんな感じに……？」

『アイスト』の世界にも魔法はあったけれど、アルベールが呪われているなんて初耳だ。

「そうだな……、何も呪いは瞬間的に俺を守るだけではない。毒殺の場合、俺の飲食物から毒は消え、相手が口にする物に現れる。殺意がなくても、俺に強い敵意や悪意を持っていると、不幸が訪れる……と言われている」

「えぇ……？」

　さすがにそこまでは……、と思い、ちょっと驚いてしまった。

　私の反応を見て、アルベールは切なげに笑う。

「……俺が怖いか？」

　尋ねられ、アルベールが今までどんな思いをして過ごしてきたのかを知り、彼がなぜオルガに憧れたのかを理解した。

　今まで周りからオルガの性格を聞かされてきたから、ある程度予想できたのだ。

「……オルガわたしはあなたを特別視しなかった？」

　尋ねると、アルベールは微笑んで頷く。

「あなたは昔から変わらなかった。女王のように振る舞い、常に堂々として威厳があり、強かった。何者にも媚びへつらわず、火炎を操る大魔術師でありながら公爵。そして〝呪われた王太子〟を前にしても決して怖れない人だった。魔術の師匠として厳しく導いてくれ、ひねくれた俺が道を誤りそうになった時は本当の姉のように叱ってくれた」

「……お母様は？」

「亡くなったのは恐らく、俺が持つ呪いの力に母体が耐えられなかったのでは……、と言われている。……父は母を愛していたから俺を忌み、父と息子の愛情は育まれず心の距離が空いたまま、王妃の座に当時公爵令嬢だった継母が収まった」

「それは……」

　アルベールの生い立ちを知り、私は何とも言えずに彼の手を握り、さするしかできなかった。

　こんなつらい思いをして生きてきたなんて、ちっとも知らなかった。

　いや、知ろうともしなかった。

　イケメンな推しの側にいられるだけで夢みたいで、キスされて浮かれて、彼が国王としてどれだけ多忙に過ごしているか、どんな苦しみを抱えているのか知ろうとしなかった。

　――恥ずかしい……。

　羞恥を覚えた私は、悄然しょうぜんとして謝る。

「……のんびりしていてごめんなさい。あなたはこんな切実な事情を持っていたのに」

　なのに、アルベールはクスクス笑うだけだ。

「あなたが罪悪感を抱く必要なんてない。死んだと思っていたのに蘇り、戻ってきてくれた。これ以上に嬉しい事はない」

　なんでもないセリフに思えるけれど、孤立無援といっていい状況にある彼が言うと、この上ない重みがある。

　きっと彼はずっと孤独な国王として過ごしてきたんだ。

　信頼していたオルガとつらい別れをし、そのあともなかなか人を信じられずにいたかもしれない。

「アルベール様の呪いを解く方法はないんですか？」

　尋ねると、彼は微妙な表情で溜め息をついた。

「この力は本来、加護だ。だが先ほども言ったように、俺に対して邪念を持つだけでその者に不幸が訪れると言われている。感情、思いについては確認のしようがないから、ただの推測に過ぎないのだが……。結局、現状は恐怖で臣下を従わせている形になり、民からも恐怖政治と言われている。……俺としては、恐怖なしに一人の国王として臣下や民に見てもらえるようになりたい」

　その言葉を聞き、私は彼の思いを深く理解した。

「そうですね。恐怖なんてなくても、有能な国王だと認めてほしいですよね」

　同意すると、アルベールは切なげに笑う。

「この呪いは母が俺に遺した加護の力が、歪んだ術式によって変化したものらしい。本来なら子に『健康で幸せに……』と願った守りの力だったと聞いた」

「確かに、お母様が『この子に悪意をなす者すべてに不幸を！』と望んだなんて思いたくありませんよね」

「だから、俺の大きすぎる魔力が関係しているか、第三者が関与しているのかとは思うのだが……」

　話が振り出しに戻り、溜め息をついてしまう。

「話は変わるが、継母である王太后イヴォンヌは俺を快く思っていない。傍目で見れば俺に敬意を持ち、友好的に接している。しかしそれは俺に悪意を持たないよう、己をコントロールしての事だろう。彼女が自分の長男を国王にしたがっているのは誰もが知っている事だし、姪であるシルヴィを俺に嫁がせ、言う事を聞かせようとしているのも周知の事実だ」

　確かに言葉にしてアルベールを疎めば、彼の呪いが発動してしまうかもしれない。

　ネガティブな感情を抱かないためには、意識を逸らし、言葉にせず、考えない事を徹底する必要がある。

「刺客に悪意があるのは理解します。でもただアルベール様を嫌っている……かもしれないだけで呪われるのは、どの程度の信憑性がある情報でしょうか？」

「その辺りは曖昧だな。不幸な事があった者に『俺に邪念を抱いていたか？』など尋ねても意味がない。当人にそんな質問をされれば怯えて『お許しください』と言い、会話にならなくなる。それに人は何か不幸な出来事があった時〝偶然〟や〝自分が招いた結果〟であったとしても、誰かのせいにする傾向がある。それでは真実など分かるまい」

　確かに、彼の言う通りだ。

「そうですね。……でも、一応、周りの方々には不幸があった……？」

「ああ。噂に過ぎないが、謀反を起こそうとしていた者に不幸があったとか、常々俺に対し苦言を呈していた者に、良くない事があったとは聞いた」

「王太后陛下については？」

　尋ねると、アルベールは苦い顔をした。

「今まで何度も毒殺、暗殺されかけた事はあるが、実行犯は決して雇い主を白状しなかった。だからその場限りの犯人は捕まえられても、黒幕は誰なのか分からないままだ。……イヴォンヌは限りなく黒に近いが、確実な証拠はないグレーのままだ」

「……もどかしいですね」

　アルベールは生まれ持った力で周囲から忌避され、望んでいないのに暴君となってしまった。

　先王と前の王妃の間に生まれた子だから、彼には正当な跡継ぎになる権利がある。

　なのにイヴォンヌに疎まれて命を狙われ、オルガ以外の人には心を開けなくなってしまった。

　――彼は何も悪くないのに。

　――どうして生きているだけで、憎んで命まで奪おうとするの？

　そう思うと、悔しくて悲しくて、涙が零れてしまった。

　私が目覚めた時、アルベールは『神よ』と泣いて喜んでくれた。

　オルガは彼がそこまで求め、よすがとしている女性なのに、本当の彼女はもう存在しておらず、中身は〝私〟だ。

　申し訳ないし、アルベールが向けてくる視線も言葉も、私には受け取る権利がない。

　静かに涙を零していると、彼が指の背でそっと涙の雫を拭ってきた。

「……俺のために泣いてくれるのか？」

　彼の問いに私は小さく頷く。

「泣けないあなたの代わりに……」

　私にはこんな言葉すら言う資格がないかもしれないけど。

「……そんなあなただから好きなんだ」

　アルベールは吐息混じりに笑い、私を抱き締めてきた。

　そしてチュッチュッとこめかみや頬にキスをし、涙を舐め取る。

　やがて可愛らしいキスはいつものように、深く激しいものになっていった。

　私は彼の逞しい体を抱き締めながら、胸の奥で決意する。

　――オルガがいつ私の中で蘇るか分からない。

　――いつか彼女が蘇ったら、私はどうなってもいいから、オルガにアルベールを幸せにしてほしい。

　――けどそれまでは、私が精一杯彼を愛する。

　――少しでもアルベールが「幸せだ」と感じられるように、彼に尽くしたい。

（神様、どうかアルベールを幸せにしてください。これじゃあ、あまりにも……）

　私は心の中で呟き、アルベールのキスに身を任せた。

















第三章　呪われた国王の過去












　アルベールにキスをされると体力が回復し、代謝が良くなるからか体がポカポカしてくる。

　だからなのか、いつもキスが終わったあとは気持ちよくなって眠ってしまう。

　まどろみから覚めた時、私はベッドに横になっていて隣にはアルベールが寝ていた。

　安心した私は小さく微笑むと、また眠ろうと目を瞑る。

　そのとき首から下げているクリスタルのペンダントがほんわりと温かな光を放ち、心地よくなった私はますます意識を解き放っていく。

　すぐ近くにもクリスタル――アルベールのお守りがあり、そちらも光を放っていた。

　やがて二つのクリスタルは共鳴し、私に彼の過去を見せてきた。
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　俺、アルベールは生まれながらについていない。

　この世に産声を上げた時、母マリエットは俺の巨大すぎる呪いの力に当てられ、魔力中毒になって死んだと、大きくなったあとに医者から聞かされた。

　本当の理由は医者自身も分かっていないらしいが、父がどうしても原因を知りたがり、そう診断を下す事になったそうだ。

　やがて、俺に掛かった〝呪い〟がどういうものか判明してきた。

　まず、どれだけ泣き声を上げても涙一つ零さない。

　貴族たちは王子が誕生したと喜んでいたはずなのに、次第にその不気味さを知ると俺に近づかなくなったそうだ。

〝悪意返しの呪い〟の影響が出始めたのはナースメイドたちで、体調を崩す者や、身内に不幸が起こる者、怪我を負う者が急に増えた。

　メイド長が調査したところ、不幸な出来事が起こったメイドは赤ん坊の俺をつねり、泣き止まない俺に苛立ちの感情を抱いた者が多かった。

　どのメイドも『マリエット様の事が大好きだったのに、殿下のせいで……』と俺を疎む者ばかりだった。

　母が妊婦だった頃は誰もが王子誕生に浮き足立ち、幸せな未来を信じて疑わなかった。

　母はもと侯爵令嬢で、父に見初められて深く愛し合い、結婚するに至った。

　父は母の体調を常に気に掛け、生まれる子が男児と分かるやいなや、部屋を飾り立てるほどの喜びようだった。

　だがそれらの幸せも、母が死ぬと同時に脆く崩れ去った。

　人気者だった王妃がいなくなった城は火の消えた蝋燭のようで、皆暗い顔で押し黙り王妃の話を避けるようになった。

　父は悲しみに荒れ狂い、眠れず、食べられず、酒に溺れるようになった。

　俺は父だけでなく、臣下や使用人たちの憎しみ、悲しみを一身に受けて育ったのだ。

　だからナースメイドたちが『殿下さえいなければ』と思うのは当然の事だった。

〝呪われた王子〟は周囲を不幸にしながら成長し、大人たちが『この子に悪意を持てば、すべて自分に跳ね返る』と理解した頃にはすでに孤立していた。

　誰も俺を見て笑いかけず、こちらから話しかけようとすれば急いで立ち去っていく。

　お付きの者たちとの会話は最小限で、父子の会話はほぼない。

　齢七歳にして、俺は笑顔のない子供になっていた。

　そんな俺の前に現れたのが、〝烈火の女公爵〟オルガだ。

『お前が第一王子のアルベールか』

　身分を理由に威張り散らすつもりはないが、第一王子を相手にそんな口の利き方をする者は皆無だったので、初めて会った時は驚いてしまった。

『……ぼ、僕が誰なのか分かっているのか？』

　驚きのあまり、俺はそう言ってしまう。

　黒髪に真紅のドレスが印象的な彼女は、当時二十六歳。

　勝ち気そうな顔の迫力美人で、俺は自信に満ち、生気に溢れている彼女に圧倒された。

　驚きと共に『無礼な……』と感じたが、その傲岸不遜さと美しさに目を奪われた俺は、出会った瞬間に恋に落ちたのだと思う。

『分かっているとも。〝呪われた王子〟アルベール。私はオリヴィエ公爵家のオルガだ』

　何者にも傅かない、傲慢で人を惹きつけてやまない彼女は、ニカッと笑って手を差しだしてきた。

『……え……』

　意味が分からず戸惑っていると、オルガは強引に俺の手を握って握手してきた。

『初対面なんだから、握手するに決まってるだろ。手の甲へのキスはお断りだ。ああいうのはむず痒いんでね』

『……オルガは……、どうしてそういうしゃべり方なんだ？』

　驚きのあまり、俺は素直な質問を口にする。

　すると彼女は目を見開いたあと、ケロリとして答えた。

『私には母がおらず祖父と父に育てられたから自然とこうなった。……まぁ、多少周りと違っていても怖れる事はない。私が私である事に変わりはないからな！』

　そう言って大きな口を開けて笑うオルガを、俺はポカンとして見ていた。

（こんな人、周りにいなかった。皆、僕に怯えるか、憎しみの籠もった目で見てくるだけ。握手を求めるどころか、極力触れないようにしていたのに……）

『……僕が怖くないのか？』

　まだ信じられない思いで尋ねると、オルガはクシャッと笑った。

『怖いものか！　七歳の少年だろう？　それにお前ほどの魔力はないが、私の魔術の腕前はピカイチだ。今日からお前の教育係になるためにやって来たんだ。師匠と呼んでいいぞ？』

『……教育係？』

　家庭教師はいるが、それとは別だという事だろうか？

『私は王立大学を卒業し、大学院で博士号もとった。頭脳明晰、多国語を操る才女でありながら、魔術の扱いも国内トップクラスの大魔術師という訳だ』

『……自画自賛できるの、凄いな』

　素直に思ったので呟くと、予想もしない返しをされる。

『自分で自分を褒めずにどうする！　生まれ持っての才能もあったが、私は努力し続けた。これを褒めずになんとする。私は自分を卑下せず、堂々と顔を上げて生きると決めている』

　今までの自分になかった考え方を聞き、まるで世界が大きく音を立てて変わったような心地になった。

　――この人は俺にないものを持っている。

　――もっと一緒に過ごして、沢山のものを学びたい。彼女を知りたい。

　――彼女のようになりたい。

　そう感じるのはごく自然な流れだった。









　その日から、俺はオルガに師事して様々な事を学んだ。

　語学や歴史、地政学や様々な勉強は、家庭教師にも習っている。

　だが家庭教師が俺に怯えながら淡々と授業を進めるのに対し、オルガは生きた言葉で接してきた。

　彼女自身が生徒であり、生涯学び続けたいと思っているらしく、教師というより仲間として知識を共有してくれる。

　これほど勉強を楽しいと感じた事はない。

　毎日『今日もオルガに会える』と思うと、朝起きるのが楽しみになったほどだ。

　オルガと馬に乗って遠駆けした時、見晴らしのいい丘の上で彼女は歌うように言った。

『今すれ違った者に、どう思われたかを気にするのはやめろ。他者が自分をどう思っているかなど、考えるだけ無駄だ。他人の気持ちなど、分からなくて当然の事で悩むぐらいなら、己を高めて過ごせ』

　自信に満ちた彼女の声は、聞いていて心地いい。

　澄み渡った青空の下、オルガは一点の曇りもない笑みを浮かべ俺の手を握る。

『幸いな事に、私はお前が好きだ。弟子としてだがな。私は非合理的な事は嫌いだから、嘘は言わない。だから安心して好かれておけ』

　そう言って、彼女は俺の肩をポンポンと叩く。

『父親に恨まれ、周囲から疎まれて気落ちするのは分かる。だが過ぎ去った事は変えられないし、悔やんだからといってマリエット様が蘇る訳でもない。だが悲しむ気持ちは理解する。好きなだけ嘆き悲しむがいい。沢山嘆いたあと、前を向いて歩くんだ。時には立ち止まってもいい。少しずつでも歩んでいけば、いつか振り返った時に自分が歩んできた軌跡を知るだろう』

『……オルガもそうやって、母君の死を乗り越えた？』

　尋ねると、彼女はニヤッと笑う。

『亡くなった母上が何を思っていたか、もう知る事はできない。だが記憶の中で母上は私に優しく接してくれた。なら、その愛情を信じても良かろう』

　彼女はルビーのように赤い目で俺を見つめ、慈しみを込めた笑みを浮かべる。

『いいか、自分を生かすも殺すも、自分次第だ。マリエット様の存在が自分を縛っているなら、いいように利用してしまえ。〝母は自分の幸せを願ってくれている〟と心の中で思うだけなら誰も何も言うまい』

『……分かった、そうする。……僕は……、いや、俺は強くなる。いずれ国王となった時、オルガや母上に褒められ、父上に認めてもらえるような立派な男になる』

　決意した俺を見て、オルガはポンと背中を叩いて笑った。

『その意気だ』

　その頃から、オルガは俺の教育係ではなく師匠になっていた。

　勉強や魔力の扱い方も教わったが、それ以上に彼女の人間性に惹かれ『彼女のようになりたいと』願ってやまなくなった。









　俺が成長していくいっぽうで、父は母を喪った悲しみで停滞したままだった。

　父は悲しみに明け暮れていたが、さすがに実子が王子一人では心許ないからと、臣下に諭され二年後には十八歳の公爵令嬢イヴォンヌと結婚した。

　その一年後、彼女との間には男児が生まれ、イヴォンヌは二年ごとに新しい子を産み、夫婦は四人の子に恵まれた。

　父は出産時に『また妻を喪うのでは……』というトラウマに苛まれていたが、新しい王妃が健康な子を産めると知ると、次第に精神状態を落ち着かせていった。

　……が、父が俺を疎むのは変わらず、イヴォンヌもまた〝呪われた第一王子〟に我が子を近づけないように徹底していた。

　自分は父の新しい〝家族〟に必要ないと悟った俺は、無理に彼らに干渉せずオルガと過ごしていた。









　だがオルガの祖父が亡くなったあと、彼女の父は不自然に失脚し遠方にある島へ流された。

　父やイヴォンヌは、俺がオルガと懇意にし、オリヴィエ公爵家と仲良く過ごしていたのが気に食わなかったのだろう。

　父はオリヴィエ公に濡れ衣を着せて責任をとらせ、次の公爵を自らの傀儡かいらいとし、オルガを俺から引き離すつもりらしかった。

　だがオルガは思いも寄らない反抗をした。

　彼女が三十五歳の時、オルガは女公爵になると宣言して本当にそれを実現させた。

　同時に彼女は爵位を賜る時、国王の前でこう宣言した。

『私は女公爵としてこの命をラングレン王国と、国王陛下に捧げる事を誓います。夫を迎えず、生涯清らかな身を貫く事をここに宣誓します』

　その宣言を聞いた時、『彼女らしくない』と感じ、ショックを受けた。

　当時十六歳で立太子の礼を迎えた俺はオルガと結婚したいと思うようになっていて、彼女の宣誓を聞いて酷く落ち込んだ。

　同時に、裏に何かあると感じた。

　公爵になったならそれで終わる話なのに、どうして結婚しない宣言をする必要があるのか。あまりに不自然だ。

　だがどれだけオルガに尋ねても煙に巻かれ、彼女の執事に頭を下げて尋ねると、こう言われた。

『陛下はオルガ様が公爵となる事を望まれていませんでした。ですがどうしても公爵となるというのなら、誰とも結婚せず、女として愛される事を望んではいけないと、条件をお出しになられたのです』

　執事はそれ以上詳しく語らなかったが、俺はすぐに父の当てつけだと理解した。

　父とイヴォンヌのどちらが発案者か分からないし、二人で考えたのかもしれない。

　俺が心を許しているのはオルガだけで、いずれ俺が彼女との結婚を望むのは、周囲の誰もが予測していた事だった。

　だが王太子が力のある公爵家と婚姻を結ぶのを、父たちは快く思わなかったのだろう。

　加えてオルガはあの性格なので、恋だの愛だのにうつつを抜かす人ではない。

　だが自惚れでなければ、彼女も俺を憎からず想ってくれていたのでは……と思いたい。

　――なのに、二人の未来すら奪われた。

　さらにこれは俺の想像だが、オルガは父に『約束を守らなければ、公爵領の者たちがどうなるか分からない』と脅されたのではと思っている。

　もしかしたら、『王太子の立場をもっと悪くする』と言われたかもしれない。

　彼女はカラリとした性格で、俺に恋愛感情を見せず、弟子に心配される事を嫌った。

　長年世話を焼いた俺がさらに不遇な扱いを受けるかもしれないと知ったオルガは、誰にも何も言わず自分を犠牲にした可能性はある。それだけ情に厚い人なのだ。

　加えてオルガには守るべき領地、領民がいる。

『私のような女を妻にしたいと思う男はいないだろうし、独り身のほうが好きなように振る舞えるから丁度いい』

　いつものように笑うオルガを見ても、その日ばかりは気持ちは明るくならなかった。









　それからあと、俺は以前より力を入れて帝王学や様々な勉学に身を入れた。

　周辺国にも〝呪われた王太子〟の噂は届いているが、それを感じさせないように気さくで優しい青年を演じ、好感度を高めた。

　いずれ国王となったあと、国内貴族の支持だけでなく、周辺国との関係も重要になる。

　俺は王太子だから、問題さえ起こさなければ黙っていても国王になる。

　なら外堀からしっかり固め、即位したあとに貴族たちを飼い慣らしていけばいい。

（そして俺が国王になったあと、オルガの誓いを覆させるんだ）









　やがて、俺が十八歳の時に父が亡くなった。享年四十二歳だ。

　俺の目から見れば、風邪をこじらせての病死だ。

　父は外に出て体を鍛える事を好まず、酒を好み偏った食生活をしていた。

　野菜を食べないのは体に悪いと思っていたが、案の定……という感じだ。

　だが周囲の人はそう思わなかったらしい。

　父は母の死からずっと俺を疎み『あいつさえ生まれなければ』と言っていた。

〝呪われた王太子〟に悪感情を向けていた国王が若くして亡くなったのを見て、誰かが『殿下の呪いだ』と言ったのが広まり、俺は〝父親を呪い殺した新国王〟になってしまった。

　即位式の時に、イヴォンヌが俺に向けていた目を忘れない。

『せっかく王妃になれたのに、よくも夫を奪ってくれたな』

　彼女の目はそう訴えていた。

　大聖堂で司祭から冠をいただく時も、その場にいる者たちから突き刺すような目で見られているのを感じた。

　――あぁ、俺はさらに試練の道を行くのだ。

　頭に載せられた宝冠はずしりと重たい。

　この国を率いていく責任だけ重みがあり、民も含めた多くの者たちが〝呪われた国王〟が治める国の行く末を案じている。

　だがそれでも背筋を伸ばしていられたのは、『オルガだけは俺の味方でいてくれる』という信頼があったからだ。









　国王になったあと、変化があった。

　それまで父に媚びへつらっていた貴族たちが、あからさまに俺にすり寄ってきたのだ。

〝悪意返しの呪い〟も、好意があれば発動しないと思っての事だろう。

『私ほど陛下の事を考えている臣下はおりません』

　皆、耳にタコができるほど同じ言葉を口にし、貼りつけたような笑みを浮かべる。

　そういう態度を取ったのは、イヴォンヌも同じだ。

　あれだけ俺を忌避していたのに、猫なで声で『陛下、今日もご機嫌うるわしく』と挨拶してくるようになった。

　同時に彼女は姪であるノヴェール侯爵令嬢シルヴィを結婚相手として薦めてきた。

　彼女はまだ七歳で、妻になんて考えられるはずもない。

　紹介された時は、美しいシルバーブロンドを持つ、整った顔立ちの美少女だと思ったが、それだけだ。

　十八歳の国王に結婚相手を薦めるなら、同年代の令嬢や妙齢の婦人がいるだろう。

　年齢的に釣り合わないのに、自分の身内と結婚させて俺を意のままに操ろうという見え透いた魂胆に辟易とした。

　だから俺は結婚の問題を後回しにし、まず自分のすべき事をこなした。

　オルガは女公爵として俺に従い、貴族たちを纏めようと尽力してくれていた。

　いっぽうで彼女への求婚は、連戦連敗だった。

『私は既にこの身を国に捧げた。アルベールには好意を抱いているし、男性として魅力的に育ったと思っている。だが三十七歳になった私より、もっとあなたに相応しい女性がいるだろう。私は今、公爵としてやりがいのある日々を送っているし、このまま臣下としてあなたに仕えさせてくれ』

　臣下としてと言われると、何も言い返せなくなる。

（……ずるいな。だがいつか『はい』と言わせてみせる）

　その時はまだ十八歳だったし、自分がもっと大人になって頼りがいのある男になれば、オルガも振り向いてくれるだろうと信じていた。









　そして、運命の十九歳の年。

　秋になると、五十頭近くの猟犬を率いての大がかりな狩猟パーティーが開かれる。

　広大な領地を持つ貴族たちが国王をはじめ多くの貴族を招待し、自分の領地で狩りをさせる催しだ。

　己の領地をアピールするいい機会になるし、カントリーハウスを舞台にした舞踏会や食事会も開催され、男性だけでなく女性にとっても大切な行事となる。

　事件は、ノヴェール侯爵の領地で狐狩りが行われた時に起こった。









　女性が狩猟に参加するのは珍しくなく、オルガは自身にあつらえた狩猟服を纏い、馬に跨がって参加していた。

　予想外だったのは、シルヴィが乗馬服を纏って狩りについてきた事だ。

『危ないから』と言っても、『供の騎士をつけているから問題ありません』と言い張る。

　彼女は両親や王太后に言われた言葉を鵜呑みにし、自分こそが未来の王妃になる存在だと信じて疑っていないようだった。

　子供だからと思って適当にあしらっていたが、周囲にいる者たちの声は見逃せない。

　シルヴィが王妃になる事を周囲の貴族が応援し始めれば、国王として看過できない状況になってしまう。

　だから俺はシルヴィに『十分注意するように』と言ったあと、なるべく関わらないようにして狩りに出た。

　馬を走らせた俺の側には、供の貴族や侍従、猟犬たちが走っていたはずだった。

　だが『天気が崩れてきたな』と感じた時には、不思議な事に周りにいた者たちは忽然と姿を消していた。

（はぐれたのか？　用事があるにしても一声掛けるはずだが。それにしても一人もいないとは……）

　そのとき頭上から雷鳴が聞こえ、叩きつけるような激しい雨が降ってきた。

『まずい！』

　森の中を進んでいた俺は、どこか雨宿りできる場所がないか目を眇める。

　その時、事前にノヴェール候からフィールドの説明を受けた際に、森の北西に森番の小屋があると言っていたのを思い出した。

　俺は雨に濡れながら馬を走らせ、ようやく小屋にたどり着く。

　その頃には、耳をつんざくような雷鳴がひっきりなしに轟とどろいていた。

　馬を厩に繋いだ俺は、小屋の中にある暖炉で火を焚く。

　置いてあった毛布を拝借して温まっていたところ、急激に眠気とだるさが襲ってきた。

（雨に当たって熱が出たか？）

　そう思った頃には全身が酷く発熱しているように感じ、頭が割れるように痛くなっていた。

　俺は毛布にくるまって体を丸め、荒い息を繰り返し、そのまま意識を暗転させた――。









　――と思えば、目を覚ましたのはノヴェール候のカントリーハウスの客間だ。

　しかも十日近くの時間が経っていた。

　目が覚めても体のだるさや頭痛が完全に治った訳ではない。

　意識が浮上した時に、世話係が野菜を柔らかく煮たスープや水を飲ませてくれたそうだが、ほぼ飲まず食わずで体力も落ちている。

　やっとベッドに座って話せるようになったのは、倒れてから二週間以上経った頃だ。

『すまない、世話になった』

　客間を訪れたノヴェール候に礼を言うと、彼は穏やかに微笑んで首を横に振った。

『とんでもございません。臣下として陛下のお役に立てたなら何よりです』

『シルヴィにも世話になったな』

　小さな令嬢に声を掛けると、シルバーブロンドの彼女ははにかんで微笑んだ。

『わたくしは陛下のお嫁さんになるんですもの。夫になる方のお世話は喜んでいたしますわ』

　そのませた物言いに、今ばかりは笑ってしまった。

『……しかし、雨に降られて体調を崩してしまうなど、体調管理がなっていなかったな』

　呟くと、室内にいたノヴェール候や夫人、俺の侍従などが真顔になる。

（……なんだ？）

　違和感を覚えた俺は、目を眇めて彼らに尋ねる。

『何かあったのか？』

　彼らは少しの間、黙って視線を交わしていた。

　やがてノヴェール候が溜め息をつき、暗い表情で口を開く。

『……陛下は呪いに掛かられていたのです』

『……なんだと？』

　穏やかではない単語を耳にして眉を寄せると、ノヴェール候は少し怯えた表情になる。

　だが勇気を出すように息を吸い、本当の事を語り始めた。

『狩りの途中で天候が崩れ、陛下の供の者がいなくなったのは、すべて巧妙に仕組まれた魔術の罠によるものでした』

　何者かが自分を陥れたのだと知り、俺は軽く目を瞠みはった。

『誰の仕業だ？』

　その問いを聞き、彼は動揺して視線を泳がせる。

　だが俺が返事を待っていると、沈黙の圧に耐えきれなくなったように、震える声で話し始めた。

『……オリヴィエ公オルガ様です』

『なんだと!?』

　信じられない答えを聞き、俺は声を荒げる。

　その怒気に、室内にいた者たちが身を強張らせ恐怖したが、構ってなどいられなかった。

『オルガが俺にそのような事をするものか！　彼女はどこにいる！』

　侍従に目を向けると、彼はオドオドしながら声を震わせ返事をする。

『…………すでに……、王都にて処刑が執行され……』

『…………は!?』

　信じがたい報告を聞き、俺は大きく目を見開き、口まで開いた。

『……どういう……、事だ。……公爵の処刑を許可した覚えなどない……』

　かろうじてそう言うと、侍従は苦しげに言った。

『……王太后陛下が〝陛下を暗殺しようとした罪は重い〟と糾弾され、他の方々も我を失ったようにオリヴィエ公を責め立て……、……そのまま……』

〝呪われた国王〟の侍従は、俺の事を怖れながらも己を殺して仕えてくれている。彼はまじめだけが取り柄の男で、嘘をつくはずがない。

　――本当の事なのか……。

　興奮して熱くなった体と心が、恐怖と悲しみとで冷えていく。

『…………処刑とは……、いつ、……どのような方法で……』

　尋ねながらも、心が乖離かいりしていくのが分かった。

　――素のままの自分でいれば、臣下の前で我を失ってしまう。

　――国王として、威厳のない姿は見せられない。

　そんなくだらないプライドが、オルガを喪った悲しみを覆い隠した。

『三日前、オリヴィエ公オルガ様は、魔女として火刑に処されました』

『…………っ、――は……っ』

　むごたらしい処刑法を聞いた俺は、冷静さを保とうと思ったはずなのに、喉が震え、うまく呼吸ができなくなる。

　――こんな状態になっても、俺は涙を流す事ができなかった。

　――くそったれの無能の体が。

『…………出ていけ……』

　今の姿を見られたくなくて、かすれた声でそう言うのが精一杯だった。

『ですが陛下……』

『出ていけっ!!』

　声を掛けた者に応える心の余裕はなく、俺は叩きつけるように怒鳴る。

　その怒気を感じて怯えた者たちは、慌てて室内から去っていった。

（…………嘘だ……）

　俺は呆然としたまま、目の前の空間を見つめる。

　誰よりも生き生きとして、生の権化のようだった彼女が、もうこの世にいないなんて信じられない。

『…………誰か、……嘘だと言ってくれ……』

　呟いた声は、悲しみで震えていた。

　涙は出ないのに、喉が震えて嗚咽しそうになる。

　――泣くな。

　――泣いたら彼女の死を認めてしまう事になるだろう。

　自分に言い聞かせているはずなのに、喉の奥から熱いものがこみ上げる。

　胸の奥がズキズキと痛み、まるで半身を引きちぎられたかのようだ。

　俺は堪らずベッドに伏せ、体を丸めて嗚咽する。

『～～～～っ、――――オルガ……っ』

　小さく彼女の名前を呼び、拳を握るが、涙は一滴も出やしない。

　そのまましばらく呆けていたが、麻痺したような心の奥で、もう一人の俺が語りかけてきた。

　――実際にこの目で、彼女の亡骸を見るまでは信じられないだろう。

『……その通りだ』

　頷いた俺は震える声で言い、頷いた。

　――すぐに行動しなくては！

　そう思い、ベッドから降りようとした時――。

『…………っ！』

　二週間以上歩いていなかった足から力が抜け、俺は大きな音を立てて倒れてしまった。

『陛下!?』

　すぐに侍従が部屋に駆け込み、寝間着姿のまま倒れている俺を抱き起こす。

　情けない姿を晒してしまったが、構っていられない。

『……王都へ戻る！　馬車の支度をしろ！』

　俺は酷い顔色のまま、侍従を怒鳴りつけて命令した。

『……かしこまりました』

　侍従はすぐに廊下へ出て衛兵に命令を伝え、騎士や御者たちに移動の準備をさせる。

　俺はノヴェール候にろくに礼を言わないまま、とりあえず着替え、最低限の供を連れて王都へ急いだ。

　その時ほど、神に祈った事はない。









　――だが、神はすでに俺を見放していたようだった。

　王都の広場には火刑台の残骸があり、俺はその前で呆然と立ち尽くす。

　民は遠巻きに俺を見て、『陛下だ』と口々に囁き合っている。

　どこにも何もない。

　灰になって風にさらわれている黒いものは、火刑台の木で彼女の骨ではない。……と思いたい。

　まだオルガが死んだ実感が湧かない俺は、近くにいた民を見ると、フラリと近付いて行く。

『へ……っ、陛下……』

　呪われると思った男は、顔を真っ青にして地面に膝をつく。

『……ここで、火刑が行われたのか？』

　静かに尋ねると、男は震えながら頷く。

『は……、はい。公爵様が処刑されました……』

『……どんな様子だった』

　少しずつオルガの死を感じながら、俺は抑揚のない声で尋ねる。

『……黒髪の、たいそう美人な女性でしたが、髪を短く切られ、生成り色の罪人の服を着せられていました。……拷問を受けた痕があり、……それでも、……最期の時まで命乞いはしていなかった……と思います』

『…………っ』

　オルガはとても美しい黒髪をしていた。

　あの髪を無残にも切られたのだと思うと、悔しくて悲しくて堪らない。

　表情を険しくした瞬間、男は『ヒッ』と鋭く息を吸って怯える。

　だが俺はそれに目もくれず、足早にその場を去った。









　そのまま馬車で向かったのは、オリヴィエ公爵の領地だ。

　何度も足を運んだラクロワ宮殿に着いても、迎えに出てくる者はいなかった。

　いつもなら外にガーデナーや馬番がいるのに、誰の気配もない。

　――嫌な予感がする。

　侍従が玄関のノッカーを叩くと、ややしばらくして執事のフランソワが姿を現した。

『……その顔はどうした』

　俺はフランソワの顔を見て目を瞠る。

　彼の頭部には包帯が巻かれ、右目からは血が滲んでいた。その上に白髪交じりの前髪を被せて隠している。

　フランソワは何も答えず、『お入りください』とドアを開く。

　その後ろにはオルガを慕っていたメイドのドロテがいる。

　彼女もまた、長かった赤毛を肩ほどまで短くし、顔に痣を作っていた。

　二人とも動きがぎこちない。恐らく拷問を受けたのだろう。

『……王太后の私兵にやられたのか？』

　尋ねても、二人は何も言わなかった。

　応接室に通されてお茶を出されたが、飲む気持ちになれなかった。

『……恐れながら、オリヴィエ公爵家は混乱のさなかにございます。一族もろとも処刑と言われたところを、ノヴェール候が必死に反対され、他の方々もそこまでする事は……と仰り、なんとか王太后陛下のお怒りを解かれたのです』

　――それはない。

　俺は直感で否定した。

　ノヴェール候がオルガの身内の命乞いをした？

　確かに奴は温厚な性格の〝国王の忠臣〟だが、姉のイヴォンヌにも忠実な男だ。

　シルヴィを俺と結婚させるためなら、どんな演技だってするだろう。

　床に伏していた俺をかいがいしく看病していたのだって、今となっては疑わしい。

　世話をしてくれた者を疑いたくないが、俺の周りにはもう信頼できる人物はいないのだ。

『……オルガが処刑されたというのは、本当なのか？』

　俺は青ざめた顔で尋ねる。

　するとフランソワは『少々お待ちください』と言って頭を下げ、席を外した。

　応接室には俺とドロテだけになり、仕方がないので手持ち無沙汰にお茶を飲む事にした。

　黙っていると、メイドがズッと洟はなを啜すすり、涙声で言う。

『……あたしたちは、オルガ様が謀反を起こすなどあり得ないと反抗しました。オルガ様にお会いしたくて牢獄に向かおうとしたのですが、処刑直前までこの城に閉じ込められてしまい……。オルガ様は……っ、うぅう……っ』

　そこまで言い、ドロテは泣き崩れた。

『あの方は最期までご立派でした。何者にも恨み言を言わず、弱音も吐かず……っ』

　背中を丸めて震わせる彼女を見て、オルガの処刑は本当にあった事なのだと、心の底が氷の塊でも入れられたようにどんどん冷えていく。

『……あたしは口が悪いから、騎士たちに喧嘩を売っちまったんです。……そうしたらフランソワさんが身代わりになって……。……目を……』

　しばらく泣き続けたドロテは、声を震わせて言い目元を手で拭う。

　あの執事が自身の怪我について何も言わなかった理由が、ようやく分かった。

『つらい思いをしたな。……俺の意識があったら、こんな事はさせなかったのに……』

　そう言う事しかできなかったが、ドロテは俺を責めなかった。

『……オルガ様は陛下を大切に想ってらっしゃいました。〝自分は臣下として孤独なあの方を支えるんだ〟と……』

『…………っ』

　その言葉を聞き、膝の上で握った拳が震えた。

『……どうしてその言葉を、生きて伝えてくれなかったんだ……っ』

　年齢差があったから、確かにオルガは俺を恋愛対象に見なかっただろう。

　だが俺は成長し、今は十九歳になって成人男性と変わらない体型になった。

　確かにオルガは師匠だが、俺は国王になって体も大きくなり、彼女を凌駕する魔術師となった。

（いつまでも昔の関係にこだわらず、俺を一人の男として見てくれたら……っ）

　俺は歯を食いしばり、握った拳を震わせる。

　その時、フランソワが応接室に戻ってきた。

「陛下、これを……」

　差しだされたのは、ビロード張りの小箱だ。

　オルガの遺品かと思ってそれを開き――、目を瞠った。

　小箱の中にはクリスタルの結晶があった。

　俺はそれが何なのかを、誰よりも分かっている。

『あ……っ、――――あぁ……っ』

　クリスタルを見た瞬間、俺は震える声を漏らした。

　そして無意識に自分の胸元に手をやり、いつも身につけているクリスタルのペンダントを服の上から握る。

　それは母の遺志だ。

　だから、小箱の中に入っているクリスタルが何であるかをすぐ察した。

　理解し、――本当にオルガがこの世からいなくなってしまったのだと悟る。

『……オル……ガ……』

　は……っ、と浅く息を吸い、震わせながら吐く。

　彼女の変わり果てた姿を見てもなお、俺は涙を流す事ができない。

　これほど自分を欠陥品だと思った事はない、

　――お前は最愛の者の死すら嘆く事ができない、人でなしだ。

　心の中で、もう一人の自分が俺に指を突きつけ、呪いの言葉を掛ける。

『～～～～っ、あなたを一人の女性として幸せにしたかったのに……っ！』

　俺はクリスタルを握り締め、背中を丸めて声を震わせる。

『まだ何も伝えていない！　どれだけあなたを大切に想っていたか、何も伝えていなかったのに……っ！　――――どうして……っ、――――どうして一人で…………っ！』

　涙なく嗚咽する俺の声を聞き、ドロテがグスッと洟を啜る。

　俺は彼女が亡くなったと知ってから初めて、声を上げて泣いた。

　迸る激情のまま声を上げ、けれど涙は流せず、魂を涸らすように泣いた。

　その喪失感は、まるでこの世界にたった一人になったかのようだった。









　体の中ががらんどうになったと思うほど泣いてから、憔悴した俺は手の中のクリスタルを見る。

　クリスタルの中心では、ほんの僅かに火が揺らめいている。

　生前のオルガは巨大な魔力を有していたため、死後もこのクリスタルには彼女の魔力が微弱に宿っているのだ。

（……これは彼女の炎だ）

　オルガの火は術者の意志によって浄化の力を持つ事もあった。

　俺がふてくされていた時、容赦なく炎を浴びせられたものだ。

　でも彼女が敵意を持たない限り、炎は決して対象を焼かなかった。

　気持ちいいと思うほど暖かく、体を通り抜けていくと気持ちがスッキリしたような感覚になる、清らかな力を持つ炎だった。

　――まだ彼女はこの中で生きている。

　そう思うと、このクリスタルを手放したくなくなった。

『エリクとディアヌはいるか？』

　フランソワに尋ねると、彼は『はい』と頷く。

『案内してほしい』

　そのあと、俺は執事に案内されて謹慎中の夫婦のもとを訪れた。

　二人には出迎えなかった無礼を平身低頭謝られたが、憔悴しきった彼らを責める気持ちはなかった。

　オルガが処刑された理由は、国王を罠に嵌め殺そうとしたからだ。

　彼女がそんな事をするはずはないと信じていても、突然ラクロワ宮殿に現れた俺に、罪を糾弾されるかもしれないと思って怯えたなら理解できる。

　俺とオルガがどう付き合っていたか熟知している夫婦でも、自分たちが国王に謀反を働いた公爵家の者である以上、顔向けできなかったのだろう。

　彼らとて証人もいないのに、いきなり姉が国王に謀反を働いたと言われて混乱しただろう。

　混乱し、居丈高に振る舞う王太后の私兵の言う事を聞くしかなかったはずだ。

　そのいっぽうで俺が呪いに掛かり、現場にオルガがいたのを見た者がいるのも事実だ。

　エリクとディアヌは姉が起こした騒ぎを詫びつつも、諦めきれずに訴える。

『陛下の忠臣である姉が、謀反を起こすなどあり得ません』

　ディアヌに言われ、俺は頷く。

『大丈夫だ。俺はオルガを信じている。彼女が俺に敵意を持つなどあり得ない』

　そう言うと、二人は泣き腫らした顔で『勿体ないお言葉です』と頭を下げる。

『しばらくは針のむしろのような生活が続くだろう。だが俺が早急に真相を解明し、オルガの無実を晴らす』

　国王自らオルガの無実を信じると言ったからか、二人は安堵する。

『陛下のご随意のままに。オリヴィエ公爵家はいつまでも陛下の忠実な僕でございます』

　安堵したエリクとディアヌは、俺に向かって最上級の礼をした。

『……最後に一つ頼みがある。オルガの遺志であるこのクリスタルを、俺に譲ってくれないだろうか』

　肉親の形見とも言えるものだから、強い反発を受けると思っていた。

　だが意外にも、二人はあっさり承諾する。

『きっと姉も陛下に持っていただきたいと思っているはずです。姿を変えても、姉は陛下を守り続けたいと思っているでしょうから』

　ディアヌに言われ、俺は彼女に心からの礼を言った。

『ありがとう。大切にする』









　ラクロワ宮殿を離れた俺は、オルガのクリスタルを懐にしまい、再び王都の中央宮殿に向かった。

　ここから先は俺の戦いだ。

（見ていてくれ、オルガ）

　呟いてクリスタルにキスをしたあと、俺は王太后のもとへ殴り込みに行った。









『あぁ……！　陛下！　よくぞご無事にお戻りで……！　心配しましたのよ』

　王太后の私室へ向かうと、イヴォンヌは芝居がかった声を上げて駆け寄り、俺の前で大仰にカーテシーをしてみせた。

　いつもこの女を見て無意識に腹を立てていたが、今日は悪意といっていい感情が胸の奥に渦巻く。

『俺が不在の間に、随分勝手な真似をしてくれたみたいですね』

　ソファに座ると間もなく茶が出されたが、何が入っているか分からない物を飲むつもりはない。

『勝手だなんて……。勝手な事をしたのはあの女公爵でしょう？　魔術で雨を生み出し、陛下を小屋に誘い入れて呪いを掛けただなんて……。ああ、忌まわしい！』

　感情的なイヴォンヌとは裏腹に、俺の心はどんどん冷えていく。

『裁判もなしに、勝手に公爵を処刑していいと思っているのですか？』

『裁判ならいたしましたわ。あの女、先王陛下に向かって〝一生清らかな身で〟と誓いを立てたにも拘らず、魔女裁判を行いましたら、すでに男を受け入れた汚らわしい身でした。神の代行人とも言える国王陛下との約束すら守れない者を、信じられるはずがないでしょう』

『……今、なんと言った？』

　おぞましい言葉を耳にし、俺はうなじにゾワゾワとした感覚を得ながら尋ねる。

『……魔女裁判だと？　……まさか、オルガに処女検査をしたのか？』

　あまりに非人道的な行いに、怒りと憎しみが荒れ狂い、反吐が出そうだ。

『彼女が〝烈火の魔女〟と呼ばれていた事ぐらい、陛下だってご存知でしょう？　私たちは呼吸をするように魔術を使いますが、その中には禁じられた術もございます。禁術をみだりに使えば、爵位を剥奪される事もありますわ』

『……オルガが禁術を使ったという証拠は？』

　俺は低い声で尋ねる。

『オリヴィエ公……いいえ、オルガは捕らえられる際、何らかの禁術を紐解きました。亜空間の中にしまっていた巻物を取りだし、騎士たちの前で広げたという報告を受けています。そこから火炎が燃え上がり、オルガの中に吸い込まれていったと……』

『そんな曖昧な報告では、禁術だったといえないでしょう』

　うなるように言った俺に、イヴォンヌは残念そうな顔で笑ってみせる。

『陛下に仇なす意志がなければ、裁判にてハッキリ言えば良かったのです』

『お前たちがオルガを暴行し、口をきけなくしたからだろう！　なぜそんな酷い事ができる！』

　王太后の私室に来る前、信頼している臣下に話を聞いた。

　俺が貴族たちに怖れられているのは事実だが、中には恐れを抱きながらも忠誠を誓ってくれている者もいる。

　彼らの話では、捕らえられたオルガは地下牢に投獄され、罪人として髪を短く切られたあと、ありとあらゆる拷問を受けたらしい。

　そして少しでも自己弁護する言葉を言えば、ラクロワ宮殿にいる妹夫婦や親族、使用人や領民がどうなるか分からないと脅されていたという。

　そんな状態で、彼女が真実を口にできるはずがない。

（どこまでも卑怯な……っ）

　同時に、こうも思った。

　――俺が彼女を巻き込んだ。

　何度謝っても、この命に代えて詫びても足りない。

　イヴォンヌが俺を憎んでいるなら、気が済むまで憎めばいい。だが関係ないオルガを巻き込むべきではなかった。

　俺の激しい怒りを受けてなお、イヴォンヌは調子を崩さない。

『陛下は教育係を大切に思っていたのでしょうが、しょせんあの者は周囲から奇人と言われていた謀反人です。どれだけ優秀な成績を収めようが、その思想が偏っていては国の役に立ちません。あの者が普段何を考えていたか陛下はご存知でしたか？　腹の底が読めない者ならば、いつ国家に反逆を企ててもおかしくなかったでしょう』

『先王に誓いを立てさせておきながら、都合が悪くなれば罪人扱いするのか』

　憎々しげにイヴォンヌを睨んだが、奴は頬に手を当て、明後日のほうを見てとぼけた口調で言った。

『まぁー……、でももう死んでしまっていますものね？　お怒りになられるのは当然かもしれませんが、陛下の貴重なお時間を無駄な事に費やさないでくださいませ。まずは国王陛下として責務を果たし、自由な時間がありましたらお好きに調査なさいませ。死人ですから、いつ調査しても大差ありませんわ』

『王太后！』

　あまりの物言いに、俺は怒気を迸らせ怒鳴りつける。

　途端に、奴は大げさなまでに反応して立ち上がった。

『きゃあっ！　陛下……っ！　どうかお怒りをお鎮めくださいませ！　わたくしは事実を申し上げただけですのに、そんなにお怒りになられるなんて……！　どうかお許しくださいませ……！　罰を受けよと申されるならそうしますから、どうか呪い返しだけは……！』

　部屋中に響き渡るイヴォンヌの哀れっぽい声を聞き、胸の奥に憎しみが激しく渦巻く。

（どこまで邪悪なんだ、この女は……）

　許されるならこの場で切り捨ててやりたい。

　だがそんな事をすればこの女の思惑通りになる。王太后は何としてでも俺を失脚させ、自分の息子を国王にしたいと望んでいるのだから。

　オルガを陥れ、俺を孤立させたのもその一手に過ぎない。

（こいつの煽りに負けてなるものか。俺は冷静で賢い王となり、確実な証拠を集めて必ずあなたの無実を晴らし、こいつらの罪を白日の下に晒してみせる）

　俺は胸に手を当て、懐の奥にある彼女のクリスタルに誓う。

　耳障りな女の声を聞かないようにし、何も考えないようにして深呼吸した。

　落ち着いたあと、歪んだ表情で笑っている卑しい女に告げた。

『それでは、こちらで独自に調査させてもらいます。国王としての執務をこなしながら、自分の知りたい事を追求していくので、あなたはお気になさらず』

　イヴォンヌは俺を怒らせたつもりでいたのに、冷静に返されて気分を害したようだった。

　彼女は眉間に皺を寄せ、つまらなさそうに言う。

『陛下のご随意のままに』

　わざとらしくカーテシーする女狐に背を向け、俺は王太后の私室を去った。









　その後、俺は療養しながら執務をこなすと共に、事件の詳細を追った。

　聞き込みをして情報を集めさせたが、王太后側から邪魔が入り、圧力を受けた者は虚偽の報告をするようになる。

　だが時間を掛けて調べていくうちに、やはり第三者から見て、オルガが俺に敵意を抱いていたとは思えないという結論が出て、一安心した。

　彼女は変わり者だし、忖度せずにものをハッキリ言うので敵を作りやすい。

　しかしオルガが俺を悪しざまに言う姿を見た者はいない。そもそも彼女なら、何か言いたい事があれば俺に直接言っていただろう。

　聞いた話では、むしろ俺がいないところで愛弟子をべた褒めし、『あの方はいい国王になる』と言っていたようだ。

　だからこそ、余計に『なぜ彼女が謀反を』となる。

　件の小屋付近を調査させると、確かに広範囲にわたる魔術痕があった。

　巨大な魔力を持つ者しか行使できない魔術で、普通の魔力探知には引っ掛からないほど精巧な作りだったという話だ。

　何者かがその術で雨を降らせ、俺を孤立させてあの小屋に誘い込んだのは事実なのだろう。

　小屋の周囲にも、魔力を限界まで抑えた罠が幾層にも重ねて掛けられていたらしく、俺も含めた全員が幻覚を見せられていた可能性が高いという結論に達した。

　さらに小屋にターゲットが足を踏み入れれば、エナジードレインと眠りの術が発動し、本人には雨に打たれて風邪を引いたと思わせつつ、昏睡させて命を奪う呪いが掛かっていた。

　誰かに発見されなければ、俺はそのまま小屋で息を引き取っていたかもしれない。

　供の者は魔術の掛かったエリアを抜けた途端、いると思い込んでいた俺の姿がかき消えているのに気づき、慌てて捜したあとに森番の小屋で、オルガと意識を失った俺を発見した流れだったという。

（おかしいだろ。オルガほどの魔術師なら、現場に姿を現さずとも対象を殺せたはずだ）

　そして彼女を知っている者として、こう推測する。

（オルガは俺を助けようとしてくれたんじゃないか？　彼女ほど魔力の流れに敏感な人なら、あの一帯に掛かっていた呪いを感じ取ってもおかしくない。そして俺を助けようとして……、タイミング悪く騎士たちに見つかった？　それも、公爵である彼女の言い分が通らないほど、決めつけられた状態で……）

　じわり、と心の奥に嫌な感覚が芽生える。

　まるで紙に黒いインクを垂らしたかのようだ。

（あの呪いはもしかして、俺を殺すためではなく、オルガをおびき寄せて犯人に仕立て上げるためのものだった……？）

　考えれば考えるほど、自分の推理が正しいように思え、気がつけば俺は歯をきつく食いしばり、拳を固く握っていた。

（俺のせいで、彼女は命を落としたのか……？　しかもあんな不名誉で、むごたらしい方法で……）

　照明を落とした自室で考えを巡らせていた俺は、両手で顔を覆って俯く。

『……オルガ……っ、――――許してくれ…………っ』

　どれだけ悔いても、――――彼女は戻らない。









　事件の概要を掴めても、あの小屋に術を掛けた者の正体は分からないままだった。

　真犯人が見つからない限り、オルガの有罪は覆らない。

　だが調査した結果『オリヴィエ公が国王に謀反を働くとは思えない』と思う者は多かった。

　その上、森番の小屋の付近にあった罠に残っていた魔力痕がオルガのものだけではなかった事から、オリヴィエ家の罪を軽くする事はできた。

　オルガがあの場にいて何らかの術を使ったのは事実だとしても、彼女に俺を殺す動機はなく、第三者が介入していた可能性もあると議会に認めさせる事もできた。

　だが俺にできたのはそこまでだ。

〝第三者〟の魔力痕は、どれだけ綿密に調べさせても、誰のものとも一致しなかった。

　調べても調べても真犯人は浮上せず、オルガは亡くなってしまったあとも悪く言われている。

　死後にどれだけ生者が動いても、死者が蘇る事はほぼなく、彼女は人々に『大罪人・魔女オルガ』と不名誉な認識をされたままだ。

　何とかして彼女の名誉を守りたかったが、俺は決定的な証拠を見つけられないままだった。






　そして十年の年月が経つ。

　俺は独身のまま国王を続け、このまま味気ない人生を歩んでいくものと思っていた。






〝その日〟までは。







＊＊








〝その日〟は秋の長雨が降る、特に冷える日だった。

　そして、十年前にオルガがむごたらしく火刑になった日だ。

　大聖堂で彼女のために祈りを捧げた俺は国王としての執務をこなし、夜に寝室で晩酌をしていた。

　毎年オルガの命日に、彼女の生まれ年のワインを開け、一人でちびちびと飲むのが決まり事になっていた。

『俺はもう二十九歳になってしまった。幼い頃はあなたを決して手の届かない姉のように感じていたのに、あなたは歳を取らないままだ。あなたの年齢に並ぶまで、十年をきったな』

　暖炉の火が爆ぜる音を聴きながら、俺は室内に飾った彼女の肖像画に向かって話しかける。

　肖像画は出会った当初の、二十六歳の彼女を描いた物で、挑戦的な赤い目や黒く豊かな髪が生き生きと表現されている。

『涙は涸れ果て、泣き言も言い尽くした。あなたにみずみずしい感性を教えてもらったはずなのに、もう取り戻せる気がしない。俺が〝生きて〟いたのは、あなたが生きていた時だけだった』

　テーブルの上にはジュエリーケースに収まったオルガのクリスタルがあり、俺はそれを見て目を細める。

　クリスタルの中で揺らめく火は、譲ってもらった当初は比較的活発だったのに、今は大分穏やかになっている。

　十年の時を経て、クリスタルに込められた想いや魔力が少しずつ薄れていっているのだ。

　死者の想いが籠もったクリスタルは時間が経つと共に魔力を薄れさせ、十年、二十年も経てばただの鉱物と化す。

　そうなったとしても、俺が生きていくための支えでいてくれれば……。

　俺はそう思ってクリスタルを大切にしていた。

『……だが何度でも願ってしまうな。〝あなたにもう一度会いたい〟と……』

　呟いた時、クリスタルが暖炉の火を反射して強く輝いた。

（……何だ？　一瞬……）

　目を瞬かせてクリスタルをよく見ると、六角柱の結晶の中では赤とオレンジの火炎がゴウゴウと燃えさかっていた。

『……なんだ……、これ……。こんな反応、今まで一度も……』

　全身が総毛立ち、胸の奥に『もしかして』という期待が沸き起こる。

　――そんなはずはない。

　――だって彼女は完全に……。

　期待して裏切られるのが怖く、俺はこみ上げる希望を必死に否定しようとする。

　だがそんな俺の気持ちとは裏腹に、突然クリスタルからゴォッと勢いよく火炎が吹き溢れた。

『っ!!』

　とっさに身を守ろうとしたが、その炎が俺の全身を撫でるように包んだ瞬間、――本能的に理解した。

　――知っている。

　――これは彼女の炎だ。

　その炎は温かく、心の底まで清らかな感覚で満たし、浄化してくれる。

　そんな炎を持つ者を他に知らない。

『……オルガ……』

　俺は呆然と立ち尽くしたまま、愛しい彼女の名前を呼び、燃えさかる火炎を見つめ続ける。

　炎は揺らめき、躍動し、まるで一つの生き物のように波打っている。

（……これは不死鳥の羽ばたきだ）

　脳裏に報告書を読み上げる侍従の声が響く。

『オリヴィエ公は騎士たちに掴まる寸前、次元の狭間から一巻きの巻物を取りだし、広げたそうです。その瞬間、巻物に込められた魔術が発動し炎が燃えさかりました。空を飛ぶように舞い上がった炎はオリヴィエ公の体を包み、そのまま吸い込まれていったとの事です』

　――彼女は、騎士たちに捕まる間際、自分がどうなるかを理解して手を打ったんだ。

　罪人は術を行使できないよう、魔術を封じる道具で縛められる。

　だから彼女は何も抵抗できず処刑された。

　でもその前に、あらかじめ自分に術を掛けていたとしたら――？

　不測の事態で自分が死んだとして、何らかのタイミングで蘇るように秘術を行使していたなら――。

『……はは……っ、――――ははっ、……あはははははは…………っ』

　気がつけば、俺は炎を見ながら笑っていた。

　十年ぶりに生きた感情が溢れ出てくる。

　嬉しい、喜び、期待、奇跡に感謝する気持ち、抑えきれない歓喜。

　あれだけ絶望し、神すら呪ったのに、今はすべてのものに感謝していた。

『オルガ……！』

　俺は両手を広げ、不死鳥の翼のごとく揺らめく炎を抱き締める。

　炎が頬を撫でて髪をそよがせるが、まったく熱くない。

　それは温かく慈愛に満ちた、ずっと触れていたくなる癒しの火だ。

　泣きながら微笑む俺の腕の中で炎は徐々に〝重み〟を増し、少しずつ形をとって一人の女性の姿を形作っていった。

　艶やかな漆黒の毛先は揺らめく炎と同化している。長い睫毛の先もゆらゆらと燃え、真珠のような光沢を持つ肌はオレンジ色の光を浴びて妖しく光っていた。

『…………十年経ったよ、……オルガ』

　やがて俺の両腕の中に一糸まとわぬ姿のオルガが姿を現し、しっかりとした重さで現実を知らしめてくる。

　薄暗い室内を照らしていた炎は消え、夢のような時間が終わった。

　だがこの腕に抱いているオルガは現実に存在している。

『……オルガ……。本当にあなたなんだな……』

　ソファに座った俺は、彼女の顔を飽きる事なく見つめる。

『……オルガ、もうあなたを離さない。何があっても必ず守る』

　小さな寝息を立てている彼女に囁いた俺は、誰にも知られず密やかに、誓いのキスをした。






　そのあと彼女を自分のベッドに寝かせ、朝まで飽きる事なく寝顔を見つめ続けた。

　定時になって起こしに現れた侍従は、オルガの姿を見て腰を抜かすほど驚いていた。失礼な奴だな。

『彼女のための部屋を整えてくれ。復活してすぐ動き回れると思えないから、当面室内で生活しても不自由しないように、何から何まで整った部屋を用意するんだ』

『か……、かしこまりました……』

　侍従は呆然として頷く。

　彼はオルガの復活にも驚いているだろうが、近年その感情の起伏のなさから〝冷血国王〟とも呼ばれている俺が微笑んだものだから、信じられないものを見たような顔をしている。

『それから近衛兵を集めてくれ。せっかく復活したというのに、あの女にまた命を狙われては堪らない』

　俺は怖れられてはいるが、国王としては善政を施しているほうだと自負している。

　確かに王太后は権力を持っているが、陰湿なやり方を嫌われているのも事実だ。

《自分の言う事を聞かなければ酷い目に遭わせる》

　この脅しは一見有効に思えるが、敵を作りやすい方法だ。

　加えて王太后は、俺と接している時に何かと大げさな反応をとっていた。

　少しでも俺が異を唱えようとすれば、さも酷い罵り言葉を受けたかのように振る舞い、周囲からの同情を引こうとする。

　そんな幼稚なやり方を見ていれば、まともな大人は嫌気が差すものだ。

　国を思う貴族は、自分がなすべき事は何なのか、誰につけば国は隆盛し、自分も益を得られるのかを考える。

　だから俺はいまも国王を続けられている。それが答えでありすべてだ。

　騎士団の精鋭からなる国王の近衛兵は、何があろうとも俺の命令に忠実な者たちだ。

　彼らは俺を主君として信じ、仕えるに値すると思ってくれている。

　だから昼間に執務をこなしている時、近衛兵を信じてオルガを守ってもらう事にした。









　それから彼女がいつ目覚めるか、胸を高鳴らせる日々を送った。

　毎日好きな人の顔を見に行き、生きている事を確かめてこの上ない喜びを得た。

　そして――。

　夜、少しでも彼女の側にいたくて、オルガの寝室で椅子に座りうたたねをしていた時。

『いたっ！』

　忘れもしない、オルガの声が聞こえてハッと目が覚めた。

　ドキンッと胸が高鳴り、少年のように初心な気持ちで手を震わせ、寝台の帳を開く。

『目覚めたのか？』

　薄暗い中、彼女のルビーのような目と視線がかち合った。

　記憶にあるより若い彼女は、神々しいまでの美を放っている。

　俺はその姿を見てしばし見とれ、遅れてふつふつとこみ上げる感動に胸を震わせる。

　――神が奇跡を起こしてくれた……！

　俺は泣き笑いの表情でオルガを見つめた。

　どうやら彼女は起き上がろうとして、髪を手で押さえつけてしまったようだ。

（なんて声を掛けよう。十年ぶりで、伝えたい事が沢山あって……）

　考えているうちに、感極まって表情を崩してしまった。

『えっ？』

　オルガは俺の顔を見て驚愕に目を見開く。そして微妙に気まずそうな顔をした。

（だよな。申し訳ない。……でも……っ）

　――神よ、あなたに感謝します……！

　この歓喜を抑えつけられるはずがなかった。

『オルガ！　会いたかった!!』

　俺は彼女の名前を呼び、思いきり抱き締める。

　その途端、オルガは大きな声を上げた。

『あーっ！』

（……なんだ？）

　彼女の反応に、俺は違和感を抱く。

　――オルガはこんなふうに声を上げる女性だっただろうか。

『アルベール!?』

　一瞬迷ったものの、彼女に再び名前を呼ばれたのが嬉しくて、今は再会を分かち合おうと思った。

『ずっと、あなただけを待っていた……っ！』

　記憶の中の彼女は偉大な魔術師で、俺よりも年上だったから〝大きな人〟というイメージが強かった。

　精神的な意味でも、当時の俺は彼女を〝大きく〟感じていたのだ。

　なのに腕の中にスッポリと収まる彼女は、普通の華奢な女性だ。

　十年もの月日が経った上、俺もあれから体を鍛え続けてさらに体格差ができた。

　だからこそ、目の前にいる女性をいっそう『守らなければ』という想いに駆られた。

『あ……っ、あの……っ』

　――ん？

　――やはり彼女の反応に違和感がある。

『……こ、ここは……？』

　姿はオルガそのものなのに、彼女はオドオドとした態度で尋ねてくる。

（記憶障害か？　まだ意識が混濁している？　だが俺の顔を見てすぐに名前を口にした）

　確認したいと思い、彼女にいくつかの質問をする事にした。

『この国の名前は？』

『えっ？　……えっと……、確か、ラングレン？』

『俺とあなたの関係は？』

『……悪女Ａ…………、じゃなくて！　し、師弟関係？』

　彼女は確かにオルガだ。

　だが俺の知っているオルガではない可能性も高くなってくる。

『君の妹の名前は？』

　尋ねると、オルガは気まずく黙り込んでしまった。

　視線をせわしなく泳がせ、必死に何かを思いだそうとするも、表情が『まずい……』と語っているのが分かる。

　その様子を見て直感した。

　――彼女は記憶喪失に準じた状態に陥っているかもしれない。

　高度な魔術により、昔では考えられない技術が可能になった現在でも、人の蘇生はほぼ不可能に等しい行為だ。

　どんな術でクリスタルの状態から復活できたか分からないが、そっくりそのまま、昔のオルガが蘇ったと思わないほうがいいのかもしれない。

　一瞬失望を感じたものの、奇跡的に生き返った〝彼女〟を大切にしない選択肢などなかった。

『立て続けに質問して悪かった。今はゆっくり休んでほしい』

　そう言ってオルガの頭を撫でると、彼女は安心したように微笑んで頷いた。

　これも、一種の試しのような行動だ。

　生前の彼女の頭を撫でた事などなかった。

〝師匠〟にそんな事をすれば、張り倒されるか冷たい目で見られるか、盛大な嫌みを言われるか、燃やされるかのどれかだ。

　でも今の彼女は一瞬少しだけ首を竦め、恥ずかしそうに、同時に嬉しそうに目を伏せて顔を赤らめた。

　その反応を見ただけで、俺は違和感を覚えてしまった。

　――俺の知っているオルガは、こんな仕草をしない。

『……そうします』

　彼女の返事を聞き、俺の心の奥でコトンと小さな音がする。

　ある種の納得、覚悟だ。

　目覚めた彼女と接して違和感を抱いていたが、どうやらすべて元通りとなる訳ではなさそうだ。

　精神の乱れや人格が定まっていない事は、蘇生による一時的な影響と思っていたが、もしかしたら彼女はずっとこのままかもしれない。

　そう思うと確かに落胆する気持ちはある。

　けれど『それがなんだ』とも思う。

　別れも言えずにオルガを喪い、その後十年喜びを感じず生きてきた事に比べれば、彼女の人格が多少以前と違うぐらい、どうって事はない。

　俺だって長い年月をかけて成長し、性格も変わった。

　蘇った事そのものが奇跡なのに、性格も記憶も元通りにしろなんて欲張れば罰が当たる。

　不安そうにしているオルガを見ると、『守りたい』という感情がこみ上げる。

　以前の俺はオルガに尊敬の念を抱き、彼女を超えたい、強く誇り高い彼女に頼られたいと願っていた。

　それらは年下の弟子が、年上の師匠に抱く感情だ。

　けれど今は心許ない表情をしている彼女を俺が守り、導いていきたいという気持ちになっている。

　以前ならどれだけ足掻いても彼女に届かなかったのに、今はたやすく抱き締めて庇護する事ができる。

　――昔を思い出さなくても構わない。

　――あなたの存在そのものが俺の救いだ。

　――もし許されるのなら、あなたを守れず死なせてしまった俺に、贖罪とやり直しの機会を与えてくれ。

　――そして、今度こそあなたを愛したい。

　確かに彼女は変わったかもしれないが、俺の想いは変わっていない。

　むしろ新しい一面を知って、再び恋に落ちたような気持ちだ。

　――俺はどんなあなたであっても受け入れ、愛する。

　一度はこの手から取りこぼした命を、再び抱き締める事ができる。

　以前の彼女なら決して女として愛させてくれなかったが、人格が変わった今なら素直に愛させてくれる。そう前向きに捉える事だって可能だ。

　――そう。どんな事態に陥っても、俺はオルガさえいれば幸せだ。

　この上ない幸せを自覚すると、出ないはずの涙が滲みそうになった。

『誰もあなたを害する者はいないから、安心して休んでくれ』

　それは心からの言葉だ。

　もう絶対に、何者にもオルガを害させない。

　俺はそう告げたあと、彼女の手を取るとその甲に口づけた。

　相変わらずオルガは初心な反応を見せたが、それも新鮮で可愛い。

　そのあと、俺は今後彼女をどう守っていくか考えながら寝室を出た。









　それからオルガと接していったが、話せば話すほど彼女が以前と違うのだと理解していった。

　もうあの傲岸不遜な〝烈火の女公爵〟はいないと思うと、寂しい気持ちは確かにある。

　だが今のオルガを見ていると、何をするにも可愛くて、心の中で感情が乱れて大変な事になる。

　以前のオルガとのギャップで、メロメロになっているのかもしれない。

　彼女は俺を見ると高確率で赤面し、キラキラと潤んだ目で見てくる。

　――可愛い。

　自信のなさそうな仕草は、思わず手を取って寄り添いたくなる魅力がある。

　まるで子猫か子兎でも前にしているような心地だ。

　ただでさえ美しいのに、そんな庇護欲をかき立てられる反応をされると堪らない。

　治療と称してキスをすれば、顔を真っ赤にして小さく震える。

　笑いかけると、おずおずと、けれど嬉しそうに笑い返す。

　考えている時は指で髪をクルクルとねじる癖があり、不安を感じる時は無意識に唇に触れている。

　オドオドして上目遣いに見られた時には、ドンッと心臓をひと突きされたかのような衝撃が走る。胸が痛いほど可愛い。つらい。

（……なんだこの可愛い生き物は……）

　彼女の反応、行動、一挙手一投足が愛らしくて、いつまでも見ていたくなるし、誰にも見られない場所に隠してしまいたくなる。

　生まれ変わった事で魂も心もまっさらになったのか、純真無垢な存在になったように思える。

　――色んな事を、すべて俺が一から教え込みたい。

　そんな背徳的な感情に支配されたのも、一度や二度ではない。

　――魔性だ……。

　次第に俺は、新オルガの事をそう思うようになった。

（だがこの魔性になら、弄もてあそばれても悔いはない）

　可愛く美しく、愛らしいものは、人生を変える力を持っているのだろう。

　荒みきっていた俺の心は、オルガの復活後、彼女と接するごとに回復し、健全な精神に戻っていった。

　長年側で仕えている侍従にも『最近はご機嫌が宜しいですね』と言われるし、議会で貴族たちと顔を合わせた時も、妙なものを見る目で見られていた。

　そのいっぽうで思い悩む事がある。

　俺は以前のオルガを慕っていたが、あの時は無力な子供だった上、周囲から疎んじられていたから、余計に頼れる存在を求めていたのだろう。

　けれど成長したあとは、常に彼女に対し『抱き締めたい』『キスをして女として求めたい』『俺が守ってあげたい』という気持ちを抱いていた。

　しかし昔のオルガは俺にそんな行為を決して許さなかった。

　今のオルガに〝女〟を求める事は、過去のオルガへの裏切りになるのではないか……。

　昔のオルガに何度も求婚していたのに、あの時の情熱に反する想いになるのではないだろうか……。

　そう悩む時間が増えたものの、どうしても今のオルガを愛しむ気持ちは止まらない。









『恐れながら、人は成長や環境と共に求める人のタイプが変わるものです。子供の頃の陛下は、唯一ご自分を〝人〟として接してくださったオルガ様に、母、姉、師、友人、恋人のすべてを求めたように感じます。それらの存在が陛下にとって足りなかったものだからです。子供に必要なのは絶対的な味方で、何があっても守ってくれ、正しい道を指し示してくれる大人だと思います』

　堪らなくなってオルガがいない場所でフランソワに打ち明けると、彼は穏やかな表情で言った。

『良くも悪くも、陛下にはオルガ様しかいませんでした。ご自身を守り、指導する師匠としての彼女のもとで学び、成長と共に向上心が芽生えて師匠をも凌駕する存在になりたいと願われました。その頃には陛下と結婚したいと望む女性が現れたかもしれません。ですが陛下はオルガ様以外の存在を受け入れませんでした。ですから陛下はオルガ様に〝女〟の役割も求められたのではないでしょうか』

　そう言われ、苦い気持ちになりながらも納得した。

　人は当たり前のように実の親や兄弟、友人を持ち、師や想い人にも恵まれていく。

　その人数の数だけ想いが分散されるから、親愛や友愛、師弟愛、異性愛と愛情が分かれていくのだ。

　だが俺は愛する対象を一人しか知らず、オルガにすべてを求めてしまった。

　絶望的な状況で手を差し伸べてくれる人が一人しかいなかったなら、人は誰だってその相手にすべての期待や愛を注ぐだろう。

　普通の人だって初めは親や兄弟しか知らないが、成長すると共に生きる世界を広げ、様々な人と出会って色々な形の想いを知っていく。

　きっとそれが、大人になる事なのだ。

　そして彼女はそれをよく分かっていた。

『……だからオルガは俺の求婚を受け入れなかったのだろうか』

　呟くと、フランソワはいたわるような表情で頷いた。

『オルガ様は陛下のお気持ちを喜ばれていました。冗談混じりにですが〝私もまだ捨てたものではないな〟……と。ですがオルガ様の想いは保護者としてのもので、ご自分が殿下のお相手になる事はないと断言され、殿下に良いお相手が見つかる事を心の底から願われていました』

　当時の俺は『歳の差なんて関係ない』と突っ走っていたが、今ならオルガの気持ちを受け入れられる。

『……成長して立派な男になったつもりでいても、オルガにとっては〝手のかかる弟子〟以上にはならなかったのか』

　その言葉に、フランソワは微笑したまま何も言わなかった。

　しばらくの沈黙のあと、彼は話し始める。

『現在のオルガ様を私もお側で見守り続けておりますが、確かに以前のあの方とは人が変わり、まるでうら若い乙女が乗り移ったようだと感じています』

　肝心の事を言われ、俺は同意して頷く。

　フランソワは穏やかに微笑み、俺を見つめて言った。

『肉体は同じオルガ様であっても、精神が異なれば別人と言えます。いつか記憶を取り戻されるかもしれませんし、ずっとこのままかもしれません。私とドロテはあの方にお仕えしていますから、何があってもお側でお守りすると決意しております。……以前のオルガ様の精神が戻らないとして、陛下の今の想いは消えますか？』

　尋ねられ、俺はキッパリと否定する。

『いいや。俺は〝彼女〟が好きだ。確かに昔のオルガに想われ返されたい気持ちはある。でも彼女が過去を覚えていないからといって、想いが消える訳ではない。記憶がないなら俺たちの新しい関係を一から築いていけばいいだけだ』

　言葉にしながら、複雑な感情がほどけていく。

　俺は過去のオルガに救われ、一度彼女を喪ってすべての気力を失い、絶望した。

　そんな俺を哀れに思ったのか、神はまたオルガを俺に与えてくれた。

　ならば俺がすべき事はただ一つだ。

　全力で彼女を愛し、今度こそ失わないよう努力する。

　臣下たちは女性に目を向けない俺に匙を投げつつある。

　俺はシルヴィをあてがわれても拒否し、頑ななまでにオルガを想い続けてきた。

　その俺が二十六歳のオルガを娶りたいと言えば、大体の者は反対しないのではと思っている。

　文句を言うとすればイヴォンヌやその周辺の者だが、絶対に黙らせてみせる。

『……ありがとう。お陰で気持ちが整理できた。もう迷う事なく彼女を愛していく』

　決意した俺を見て、人生の先達は満足げに微笑んだ。









　そんなオルガを取り巻く環境だが、幾ら信頼の置ける近衛兵に守らせたとしても、人の口に戸は立てられない。

　彼女のためにラクロワ宮殿からフランソワとドロテを連れてきたが、その前にオルガの世話をしていたメイドたちは、すでに誰かに話しているだろう。

　オルガが没して十年が経ち、近年城に入った者なら彼女が誰か分からないだろうが、ベテランメイドの耳に届けばオルガだと判明し、貴族の耳に入って王太后へ……となるのは火を見るよりも明らかだ。

　そうなるだろうと予測して放置していたが、案の定中央宮殿には『国王が蘇った〝烈火の女公爵〟をかくまっている』という噂が流れている。

　噂を聞きつけたらしいイヴォンヌが、何度か俺に『話がしたい』と使者を送ってきたが、『忙しいのでそのうち』と突っ返している。

　さて、これからだ。

　彼女が蘇った以上、イヴォンヌは何かしらの動きを見せるだろう。

　あの女は俺と姪を結婚させたがっているが、ライバルとなるオルガを放っておくはずがないからだ。

　十年前は証拠不十分だったが、今度こそ必ず尻尾を掴んでやる。

　そして、必ずオルガと幸せになってみせる……！







＊＊








「…………は…………」

　目を開けた私は、見慣れた天蓋の絵画を見る。

　両目からは熱い涙が零れていた。

　夢の中で私はアルベールの孤独で悲しい人生に触れた。

　眠る前にクリスタルが熱を持っていたから、きっとオルガが見せてくれた夢かもしれない。

　このクリスタルがオルガの化身なら、彼女が私に「アルベールを理解しろ」と力を貸してくれたのだと思う。

（そして……、私がすべき事は……）

　――彼を愛する事？

　図々しい思いがフワッと湧き起こり、直後に「いやいやいや！」と自分に突っ込みを入れる。

　確かに夢でアルベールは新オルガである私を「可愛い」と思ってくれていたけれど……。

（……『可愛い』？　推しが？　私を？）

　改めて自分に都合の良すぎる夢を思いだし、私はカーッと赤面する。

（いやいやいやいやいや！　アルベールが私を見て『なんだこの可愛い生き物は』なんて、限界オタクみたいな事を考える訳ないでしょ！　ボーナストラックにしてもおまけが付きすぎてる！）

　そろ～っと隣を見ると、アルベールが静かに眠っている。

　わぁ……、睫毛まで金色。しかも長いし、鼻もスッと高くて……、こんな完成度の高い横顔が存在するとは……。

（それにこの唇……、これに何度も……）

　アルベールは氷のように冷たく整った美貌をしているけれど、その唇がとても柔らかくて温かいと知っているのは、多分私だけだ。

　彼の記憶を覗き見させてもらったけれど、アルベールはオルガとも他の女性とも男女の関係にはなっていなかったし……、まさか初…………、いやいや。まさか、こんなイケメンに限って。

　そこは深く突っ込んだらいけないと自分に言い聞かせ、私は再度いまの夢について考え直す。

（アルベールが今の私に好意を抱いてくれているのは分かった。彼が今の私を愛そうとしてくれているのも嬉しい。でも……）

　私は長い睫毛を伏せて眠っている彼を見つめ、その美貌にうっとりと溜め息をつきながら呟く。

「……オルガじゃない私じゃ、……駄目だよ……」

　呟いた瞬間、アルベールがパチッと目を開きこちらを見た。

「えっ……」

　今ので起きた!?　……いや、起きてた？

　動揺した私は、とっさに起き上がって逃げようとしたけれど、手首をたやすく掴まれてしまう。それも痛みを感じさせないギリギリの力加減で。

　彼は固まった私を見つめながら、ゆっくりと身を起こす。

　そして優しく、悲しく、諦念の混じった表情で笑った。

「……あなたはオルガじゃないんだな？」

「――――っ!!」

　ドキンッと心臓が大きく高鳴り、変な汗が大量に出る。

「わ……、私……」

　唇を震わせた私は否定しようとするも、なんて言えばいいか分からず迷う。

『オルガだよ。何を言ってるの』と言っても、証拠がない。

　彼女の記憶はないし、魔術だって使えない。性格だってまったく違う。

　むしろ今まで別人だとバレなかったのが不思議なぐらいだ。

　あわあわと戸惑っていると、アルベールは私の手を握り笑いかけてくる。

「嘘をついていたと責めたい訳じゃない。本当の事が知りたいんだ」

　アルベールはそう言って私に真実を話すよう求めてくる。

　でも、オルガを喪ってあれだけ悲しんだ彼を前にして、別人の私がなんと言えばいいの？

『もともと別の世界にいて、車に撥ねられて死んでしまったようで、気がついたら火刑になっていました。さらに目覚めたら今の私になっていました』

　そんな話、信じてもらえるはずがない！

　そもそも、原作の『アイスト』の事から説明しないとならないし、架空の世界に転生したなんて言ったら、どっちが現実か分からなくなってしまう。

　加えて彼が今の私を受け入れてくれたのは嬉しいけど、今まで味わった苦しみや絶望を癒すのが、うっかり転生した私でいいの？　そんな軽い想いじゃないでしょう。

（もしかしたら、これは現実世界で昏睡状態にある私が見ている、都合のいい夢かもしれないし）

　そう考えると、何もかも自信が持てなくなる。

「ごめんなさいっ！」

　私は謝ったあと、ベッドから降りて隣室のバスルームに入り、中から鍵を掛けた。

　バクバクする胸を押さえてドアを背にしていると、寝室でアルベールが動く気配がし、トントンとドアをノックされる。

「驚かせたならすまない。いま急に思った訳ではなく、以前から感じていた事ではあるんだ」

　木製のドア一枚隔てて、彼の声が聞こえる。

　声がする位置は少し上で、まるでアルベールに後ろから抱き締められているような感覚になる。

「君が目覚めた直後の反応から『違う』と思っていた。でも見た目はオルガそのものだし、君は彼女が遺したクリスタルから蘇った。君にオルガの魔力が関与しているのは間違いない。……だが復活したのは本当に〝オルガ〟なのか、ずっと考えていた。君の胸元にあるクリスタルがあるという事は、誰かの命が喪われたのは確かだからだ」

　アルベールの言葉を聞き、私は無意識にクリスタルのペンダントを握る。

　彼は自分なりに推理をして、突然復活した〝私〟の謎を解こうとしていたんだろう。

　オルガとしての記憶を持たない私が、グダグダと感情だけで『違います』と否定しても、いずれ本当の事が暴かれるかもしれない。

　でも……。

「……少し、時間をください」

　こんな事を言うのはずるいと分かっている。

　アルベールの好きな女性の姿で、弱々しく哀願するのは卑怯者のする事だ。

　けど、まがい物のオルガわたしに、物語のヒーローであるアルベールに向き合う勇気はない。

「もう少し時間をくれたら気持ちを整えます」

　ドアの向こうでアルベールが小さく溜め息をついたのが聞こえた。

「分かった。君を困らせるのは本意ではない。この話はまた改めて機会を設けよう」

　理解を示され、私は安堵に胸を撫で下ろす。

　同時に、逃げてばかりの自分に心底嫌気が差した。

（『悪役令嬢になってみたい』ってシルヴィのイラストを描いていたのに、いざ悪女Ａのオルガになっても〝私〟は何も変われてない。引っ込み思案で自分を主張しない〝幽霊ちゃん〟のままだ）

　あれだけ嫌だったあだ名なのに、まさか自分で『そう言われても仕方がない』と思う日がくるとは……。

「そのまま、ドア越しでいいから聞いてくれるか？」

　アルベールに話しかけられ、私は「はい」と返事をする。

「イヴォンヌはオルガを嫌っていた。王太后の権力をもっても彼女は傅かしずかず、とても自由な心を持っていたからだ。その上、彼女は俺が国王になったあと、公爵として率先して様々な貴族に声を掛け、団結させようとしてくれた。だから王太后にとってオルガは目の上のこぶだった。ゆえに彼女はまともな裁判を受けられず、一方的に火刑に処されたのだと思っている」

「はい」

「今、宮殿ではオルガが復活したという噂が流れている。宰相から君の復活を聞いたのか、王太后はかなり動揺しているみたいだ。俺と話したいと言っているが、その内こちらから君を伴って先制攻撃をかけるつもりでいる」

「えっ」

　まさかこっちから出向くと思わず、私は思わずドアのほうを向いた。

「十年前の事に決着をつけたい。君には演技をしてもらう必要があるから、流れを纏めたら打ち合わせをさせてくれ。向こうはまだオルガが蘇った確信を持てていない。人から伝え聞いていても、その目で見るまでは信じないだろう。……だからいきなり〝君〟を連れていって動揺させ、一気に畳みかける」

　アルベールの覚悟を知り、私は気持ちを入れ直して頷いた。

「はい、協力させていただきます」

　しっかりした声で返事をしたからか、彼は満足したようだった。

「頼りにしてる」

　アルベールは最後にトンともう一度ノックしたあと、ドアから離れ寝室を出ていったようだった。

「はぁ……」

　私は溜め息をつき、ドアに額をつける。

　アルベールは立派だ。

　あれだけの心の傷を受け、〝私〟が蘇ったあともトラウマは癒えていないだろうに、前を向いてすべき事をしようとしている。

（それに比べて……）

　自分の情けなさを自省した私は、せめて彼がイヴォンヌを断罪する時ぐらいは役に立ちたいと決意した。

「頑張らないと……！」






　私は自分に言い聞かせたあと、鍵を開けてドアを開いた。

















第四章　対峙するモブ悪女Ａわたしと、モブ悪女Ｂと悪役令嬢












　アルベールはその翌日の夜には〝筋書き〟を持って部屋を訪れてきた。

　中身は〝オルガ〟の記憶を有した私がイヴォンヌに恨み言を言い、彼女が動揺したタイミングで糾弾していく流れだ。

　オルガの記憶についてはアルベールの他、フランソワやドロテ、エリクとディアヌが協力して補填してくれている。

　アルベールはかなり前から、私に演技をさせてイヴォンヌを追い詰める事を考えていたらしく、以前にエリクとディアヌが城を訪れた時も、彼らに台本を確認してもらって穴埋めをしていたようだ。

　私は三日ほど台本を熟読して流れを暗記し、オルガっぽく話す訓練をした。

　そして、決戦の日が来た――。






　イヴォンヌはとりあえずアルベールに『会って話がしたい』と言っていたらしい。

　使いを送っても断られていたのに、急に承諾されたかと思えばオルガ本人を連れて現れたものだから、彼女の慌てようといったらなかった。

「どっ……、どういうつもりなのですか!?　オルガ……っ、――――オル……っ」

　四十代半ばの彼女は、確かに美しい。

　髪は赤みがかった黒髪で、目は明るめの茶色。

　細身の体には深緑色のドレスを纏い、身につけている豪華なアクセサリーも、彼女の王太后らしさを醸し出している。

　でも彼女は私を見て白粉を塗った顔をさらに青白くさせ、目を見開き、ワナワナと震えている。

　どれだけ着飾っていても、どう見ても、その姿は〝追い詰められた悪女Ｂ〟だった。

　……ごめんなさいね。私も本当は悪女Ａなんですが。

「『どういうつもり』とは？　……ああ、突然訪問した事ですか？　毎日のように使いをよこすので、王太后陛下はいつ訪問してもいいと仰っているのだと思っていました」

「ひっ……、一言……っ、い……っ」

　イヴォンヌはまともに言葉を発せず、今にも心臓が止まってしまいそうな顔で私を見つめ、震えている。

　うん、こりゃあ後ろめたい事をした人の顔だな。

『あのとき確かに殺したのに！』と彼女の横にフキダシが出ているのが見える気がする。

　というか！

　イヴォンヌの部屋には、まさかの氷の悪役令嬢シルヴィがいた。生シルヴィたん！

　彼女もオルガわたしの登場には驚いているようで、イヴォンヌほどではないけれど、軽く目を見開いてこちらを見ている。

　透き通るようなストレートのシルバーブロンドヘアに、アクアマリンのような薄いブルーアイ。青いドレスを身に纏っているけれど、ドレス越しにも等身の高さが分かる。

　高貴なネコチャンみたいな雰囲気の彼女を前にして、つい表情が緩みそうになったけれど、アルベールに「んっ、んンっ」と咳払いされ、私はハッとしていかめしい顔をし直す。

　私は生前のオルガが好んでいた格好をしていた。

　豊かに波打った黒髪を下ろし、目の色に合わせた真紅のドレスに黒いレースのショートグローブ。ドレスの端々にも黒いレースがついていて、まさに悪女っぽい装いだ。

　もともとキリッとした顔立ちの美人なので、少しまじめな表情をして尊大に顎を上げれば、彼女らしい表情になる。……というアルベールの入れ知恵だ。

　私はわざと声を張り上げた。

「王太后陛下、よくも私を火刑に処してくださいましたね。死ぬほど熱かったですよ」

　実際に死んだ人から火刑ジョークを飛ばされたイヴォンヌは、真っ青になって泡でも噴きそうな顔をしている。

　口を開けずにいる王太后の代わりに私に言葉を向けたのは、シルヴィだった。

「わたくしはシルヴィ・ノヴェールと申します。幼い頃に先代オリヴィエ公にお目にかかっていましたが、その時わたくしはまだ子供でした。ですので改めまして、お初にお目に掛かります」

　イヴォンヌよりずっとしっかりしているシルヴィは、そう挨拶すると深く膝を折ってカーテシーした。

「私はオルガ・エリーズ・オリヴィエ。若いのにしっかりした令嬢じゃないか」

（こんな口調でいいのかな？）

　内心焦りながらも、私はオルガとして応える。

「お褒めいただき光栄です。王太后陛下のお部屋にいるのに恐縮ですが、ひとまず皆さん、座ってお話いたしませんか？」

　シルヴィの言葉を聞き、イヴォンヌはようやく我に返ったようだった。

　彼女はまだ動揺しているけれど、ソファに座るとすでにテーブルの上にあったぬるい紅茶を飲んで自分を落ち着かせている。

　やがて人数分の熱い紅茶が出され、冷静さを少しばかり取り戻したらしいイヴォンヌが、まだ緊張を残しつつも私に尋ねた。

「……あなた、本当に先代のオリヴィエ公なのですか？　ただの似た娘なら、王太后である私を驚かせた罪は重いですよ」

　そうきたか。

　でもアルベールはあらゆる可能性を考えていた。そっくりさんと言われた時の返事も用意してある。

「今思っても、地下牢の待遇は本当に酷かったですね。淀んだ空気に、食事はあってないようなもの。私がどれだけ無実を訴えても兵たちに無視され、時には『うるさい』と怒鳴られて殴る蹴るの暴行を受ける始末。最も酷かったのは、弁明の機会も与えられず最後の祈りを許してくださる神父さまもいらっしゃらなかった事です。市井の者が処刑される場合だって、最後に神父さまに罪を告白し許しを乞えるものですよ？　……あなたはそれすらも許しませんでしたね。それに私の髪が切られる時のあなたの顔ときたら。……どちらが魔女なのでしょう」

　これらの事は、エリックとディアヌがこっそり看守を買収し、オルガに会いに行った時に分かった事だ。

　イヴォンヌはオルガに身内を会わせなかったつもりでいるから、「なぜその事を知っている？」と思っているだろう。

　その証拠に彼女は真っ青になり震えている。

「これで彼女が偽物ではないと、信じましたか？」

　アルベールが悠然と言う。

　けれどイヴォンヌの悪女Ｂぶりも大したもので、彼女は冷や汗を浮かべながらも「ふん」と鼻で笑った。

「オルガが蘇ったとして、なぜ若返っているのです。本物なら、死んだ時の姿になるものではありませんか？」

　さすが王太后というべきか、表面上は平静を装っている。

　山よりも高いプライドが、「憎い相手の前で動揺してみっともない姿を晒すものか」と奮い立たせているのかもしれない。

「さあ、一般的な魔術より上の次元の力については、俺もよく理解していません」

　皮肉げに笑ったアルベールの答えを聞き、イヴォンヌは嬉々として言う。

「ほらご覧なさい！　彼女が本物であると証明できないではありませんか！　そんな素性の知れない女を連れてきて、わたくしに何をしろと仰るのですか！」

「あなたは常々シルヴィと結婚しろと言っていますが、俺は自分の好きな女と添い遂げます。オルガこそ俺が長年恋い焦がれ〝今〟も愛する女性です。今日はその決意表明をしたいと思い、参じた次第です」

　きっぱりと言い放ったアルベールの言葉を聞き、私は微かに赤面する。

　第三者が聞けば『オルガが好きだから結婚したい』と言っているように聞こえるだろう。

　けれど彼は過去のオルガと今の〝私〟を明確に分けている。

　分かる人には分かる言い方は、半分は私に向けて言ったのかもしれない。

「何を……。偽物との結婚を認めるとでも思っているのですか？　それに彼女は公爵家の家系から名前を抹消された大罪人です。生きているのだか死んでいるのだか分からない存在を、陛下の相手になどできるはずがないでしょう。目を覚ましてください！」

　とはいえ、イヴォンヌの言う事は割とまっとうな意見だ。

　死んでから十年後に生き返った人なんて、皆どう扱ったらいいか分からないよね……。

　アルベールがなおも何か言おうとした時、シルヴィが彼をまっすぐ見て言った。

「私は子供の頃から、ずっと『陛下の妻になりなさい』と言われて育ってきました。私の想いはどうなるのですか？　陛下だって私の事を憎からず想ってくださったのではないのですか？」

　確かにオルガが死んだあと、アルベールは周囲から『良家の娘と結婚しろ』と言われ続けていただろう。

　二十九歳になる今まで誰とも噂になっていないなら、臣下としてこの国の行く末が心配になるのは当然だ。

　血が繋がっていないとはいえイヴォンヌは王太后として、国のためにアルベールに結婚を勧めるのは自然な事といえる。

　アルベールはアイスブルーの目でシルヴィを睥睨へいげいし、淡々と答える。

「確かに周囲は過度なまでに君を推していたな。だが俺は一度も君を異性として見た事はない。俺が最愛の人を喪った時、君は八歳だったんだぞ？　周囲から子供を『将来の妻に』と言われても、まったくその気になれない」

　冷ややかな視線を浴びても、シルヴィはめげない。

「ですが私はもう十八歳になりました。結婚適齢期の上、社交界デビューもとうに済ませています。陛下の子を孕む事も可能です」

　彼女の言葉を聞いた時、胸の奥がギュッと締め付けられた。

　結婚について話しているから、子供の話題が出るのは当たり前だ。

　でもアルベールがシルヴィを押し倒して、ベッドでそういう事を……と想像しただけで、胸の奥がザワザワして何とも言えない感情が芽生える。

　そう思った途端、「あれ？」となった。

　――この二人は原作で最強カップルだったじゃない。

　――私だって〝アルシル〟のカップリングイラストを、数え切れないぐらい描いたでしょ？

　――嬉々として十八禁のイラストや、ショート漫画だって描いたはずなのに。

　――異世界転生して、ちょっとアルベールに優しくされたからって、物語の鉄板カップルに嫉妬するなんて何様のつもりなの？

　心の中にいるオタクの私が、過激派となってオルガわたしの胸元を掴み、激しく詰問する。

　――あんたはただの悪女Ａじゃない。アルシルにコテンパンにやられてこそ、旨みが増すのよ！

（だって……）

　表情を歪めた私は、無意識に自分の唇に触れる。

　そこに数え切れないぐらいアルベールの唇を受け入れた。

　抱き締められて、彼のいい匂いに包まれて、ぬくもりを分け合って恋人のようなひとときを過ごした。

（あんな事をされたら、〝特別〟だって思っちゃうじゃない）

　――勘違いしたら駄目！　オタクは推しカップルの行為を壁か天井にでもなって、覗き見させていただいてなんぼでしょ！

　そうだ。かつての私はそう考えていた。

　アルベールとシルヴィがあまりにも理想のカップルすぎて、二人の生き生きとしたやり取りをいつまでも見ていたかった。

　本編は全年齢向けだから、自分で十八禁の妄想をしてしまうほど、二人を推していたはずなのに……。

（……愛される事を知ってしまったもの。『可愛い』って言われて、優しく抱き締められて、求められたもの）

　自覚した途端、胸の奥が切なさに満たされた。

（……私、アルベールの事が好き。確かに〝アルシル〟は推しだけど……。でもこの世界が今の私にとってのリアルなら〝私〟が幸せになりたい！）

　心の中で強く願った時、胸元にあるクリスタルが温かくなった気がした。

（だって柚木玲奈だった私は、あんなに報われない日々を送ってた。確かに創作活動は楽しかったけど、恋人はいなかったし会社じゃ〝幽霊ちゃん〟って呼ばれて、胸を張って『幸せだった』とは言えない人生だった）

　残業してコンビニおにぎりを囓りながら帰路につき、通り過ぎるカップルが腕を組んで歩いているのを見て『いいな……』と思っていた。

　でも嫉妬していると認めたら惨めになるから、『私は推し活で充実してる！』と心の中で言い訳をして、自分の気持ちに蓋をした。

　――でも本当は、誰かに愛されたかった。

　心の中にいる二人の私の気持ちが、ぴったりと重なった。

　アルベールが私を愛してくれるなら、これ以上自分の気持ちに嘘をつかなくていい。

　意地を張り続ける人が幸せになれるはずがないもの。

『幸せになりたい』なんて、心の弱い人がメソメソしながら言う言葉だと思っていた。

　でも、そうじゃない。

　生まれた以上、誰だって幸せになりたいと願っていいんだ。

　私も、生まれてからずっと不遇な目に遭っていたアルベールも、皆。

　だから――。

　私は顔を上げ、大好きなシルヴィに言葉を返した。

「陛下がここまで言っているのに、子を孕みたいと望むのは淑女として如何なものか」

　言った途端、彼女は頬を染めて私を睨んだ。

　ごめんなさい……！　私、本当に悪女Ａになってる！

　でも、アルベールは初めて私に好意を向けてくれた男性だから、推しであっても渡したくないの！　ごめんなさい！

　私はオルガらしく悠然とシルヴィを見つめ返しながら、膝の上で握った拳を微かに震わせた。

　隣に座っているアルベールはそんな私を見て、微かに笑った。

　――と、イヴォンヌが勢いよく立ちあがった。

「こんな時のために、高名な占い師から便利な魔術具を買ったのですよ」

　彼女は室内に控えていた侍女に視線をやる。

　するとすぐに侍女は、チェストの上に置かれてあった水晶玉を持ってきた。

（……なに？　占いでもするの？）

　水晶玉は占い師が使いそうな物で、それを使って何をするつもりなのか分からない。

　侍女から水晶玉を受け取ったイヴォンヌは、満足そうな顔でそれを撫でた。

「この水晶は嘘を見透かし、邪悪な者の姿を映し出します。陛下がそこまでその女を愛していると仰るのなら、試させてください。この水晶に触れるだけでいいのですから」

　自信満々に言っているところから見て、あの水晶玉の精度にかなりの自信を持っているんだろう。

　チラッとアルベールを見ると、彼は首を横に振った。

「応じる必要はない。あなたが本物のオルガである事は俺が保証する。なのに水晶で判別するなど、国王の言葉を疑う発言だと思わないのか」

　イヴォンヌは彼の言葉を聞いてぐっと言葉に詰まり、交渉する相手を私に切り替えてきた。

「どうするのです？　シルヴィは王太后であるわたくしが推薦する、由緒正しい家柄の令嬢です。あなたは姿こそ先代オリヴィエ公の姿をしていますが、本物だとする証拠はありません。何せ本物のオルガは十年前に確実に死んだのですから！」

　まるで舞台の上にでもいるように、イヴォンヌは朗々とした声で言う。

　その自信溢れる言い方に気圧されたけれど、ここで引き下がっては偽物だと認める事になる。

（この体が本物のオルガである事は間違いないもの！）

「いいでしょう。水晶玉だろうが何だろうが、受けて立ちます」

「オルガ！」

　横からアルベールが窘めてきたけれど、もう引き下がれない。

『やっぱりやめます』なんて言ったら、『偽物だと認めるのね？』と言われてしまう。

〝私〟の魂はオルガではないけれど、この体は正真正銘彼女のものだ。

　だから、それに賭ける事にした。

「なら、この水晶玉に手を置きなさい」

　イヴォンヌは水晶玉をテーブルの上に置き、室内にいる者たちが固唾を呑んで私を見る。

（……大丈夫。私はオルガだもの）

　私は自分に言い聞かせ、水晶玉にそっと手を乗せた。

　ヒヤリと冷たい感触が掌に伝わり、同時に心の奥まで見透かされるような感覚に襲われ、つい周囲をキョロキョロしたくなった。でも我慢だ。

　イヴォンヌは美しい顔に邪悪な笑みを浮かべ、質問してきた。

「あなたは本物のオルガなの？」

「はい」

　私は胸を張り、できるだけ堂々と返事をした。

　でも緊張で鼓動が速まり、視線はつい水晶玉を見てしまう。

　――と、私の動揺を映したかのように、透明な水晶玉の中心部に、黒いモヤのようなものが揺らめいた。

（えっ？）

　まるで水の中に墨汁を落としたようなその濁りに、私はギクッと身を強張らせる。

　この水晶玉は、私の動揺すら感じ取るんだろうか？

　そう思ったけれど、もう後の祭りだった。

　イヴォンヌは口角を上げ、さらに質問を重ねてくる。

「あなたは心から陛下をお慕いしているの？」

「……はい」

　まだ本人にすら好きだと伝えられていないけれど、自分の恋心はさっき自覚した。これは自信を持って言える。

　けれど水晶玉の中の濁りは、私の緊張を表しているかのようにさらに酷くなる。

（どういう事？）

　戸惑った時、アルベールが低い声で言った。

「最初からそちらで仕組んだ事だろう。こんな水晶などで真偽を図れるはずがない！」

　国王の怒りを目の当たりにしても、イヴォンヌは引かなかった。

　彼女は目にギラギラとした光を宿し、嬉々とした笑みを浮かべて水晶に命じた。

「水晶よ！　その者の真実の姿を映し出せ！」

　イヴォンヌが高らかに言った瞬間、水晶がパァッとまばゆい光を放った。

　光は座っている私たちの視線の先に、映画のスクリーンのように映像を映し出す。

　そこに映っていたのは……。

「あ……っ」

　――〝私〟だ！

　パーカーとデニム姿の柚木玲奈が、泣きそうな表情で今の私と同じポーズをとっている。

「これは……っ」

　私は焦ってアルベールを振り向いた。

　何か言わなければと思ったのだけれど――。

（……え……？）

　彼は驚き怒るどころか、映し出された柚木玲奈の姿を見て、嬉しそうに微笑んでいた。

　そして、呟く。

「やっと〝君〟と会えた」

「……どういう……」

　思いも寄らないアルベールの反応に質問しようとしたけれど、いきなりイヴォンヌが高らかに笑い出した。

「あははははは！　しょせんまがい物じゃない！　どうせ陛下に術を掛けられた異国の娘なんでしょう！　この嘘つき！　王太后であるわたくしを欺こうとした罪は重いですからね！」

　おぞましい笑い声を聞いた私は、ビクッとして我に返り、水晶玉から手を放した。

　――嘘つき。

　何よりもシンプルな言葉だからこそ、胸の奥がざっくりとえぐられる。

「違う……、嘘をついた訳じゃなくて……」

　動揺した私は、とっさに言い訳をしようとする。

　その、ふてぶてしい〝オルガ〟から、オドオドとした〝私〟への変化を、イヴォンヌは見逃さなかった。

「ほら見なさい！　化けの皮が剥がれたわ！　お前、何を突っ立っているの？　ラングレン王国の国母たるわたくしに、跪きなさい！」

　イヴォンヌが居丈高に言って私に指を突きつけた時、アルベールがイヴォンヌの前に立ちはだかった。

「……オルガの正体がなんだろうが、俺は彼女を愛しています」

　アルベールの静かな、それでいて覚悟の決まった声を聞いても、興奮したイヴォンヌは諦めない。

「陛下、あなたはその女に騙されているのです。陛下が幻術を掛けたのでなければ、その女が陛下をたぶらかしたのでしょう？　この国の頂点に君臨するお方がだらしのない。ですからあなたの妻には、しっかり者のシルヴィが良いと言っているのです。この子以上に高貴な生まれで、素性のハッキリしている女性はおりません」

　イヴォンヌは猫なで声で言ったけれど、アルベールは敢然かんぜんと立ち向かう。

「彼女の中身が〝違う〟事ぐらい分かっていました。俺を見くびらないでいただこう」

　アルベールが鋭い声で言うと、イヴォンヌは気色ばむ。

　私は思わず、立ちあがって彼の顔を窺った。

　彼はまっすぐ継母の顔を見て、自分の気持ちを訴える。

「俺は子供の頃からオルガに師事し、彼女に憧れ続けてきました。実の父親より、乳母よりオルガを慕い、共に過ごしてきたから、彼女の癖も知っているし、どのような価値観を持つか、あらゆる面においてどう反応するか誰よりも熟知しています。……その俺が今の彼女との違いに気づかない訳がないでしょう」

「なら、なぜ偽物をわたくしの前に連れてきたのです！　陛下がそのような者と結婚するなど、許さないに決まっているでしょう」

「彼女を愛しているからだ！」

　イヴォンヌの言葉に、アルベールは怒鳴るような大きな声で言い返した。

　室内の空気がビリッと震え、私まで首を竦める。

「『許さない』？　王太后、継母ははとして振る舞いたいなら、もっと信頼される行動をとったらどうなんですか！　あなたが俺のためを思って動いた事など一度もない。あなたは前王妃の息子である俺を憎み、自分の息子を国王にしたいがために邪魔者を排除していたにすぎない。俺のためというなら、国王のために粉骨砕身働いていた公爵を許可なく処刑などしなかったはずだ！」

　アルベールはなおも続ける。

「オルガは俺を弟子として扱い、未来の国王となる者として厳しくも大切に育ててくれました。同時に、決して一人の男として見ませんでした。彼女は先王に誓いを立てた通り、女としての幸せを求めず、公爵となり領民を導き、国に尽くす事を望みました。……彼女の幸せ、未来の中に俺を夫にする選択肢はなかった」

　私はアルベールの夢の中で、その事実を知った。

　そして彼がどれだけ悲しみ、悔しく思ったかも分かっている。

「……俺は最期まで彼女を女性と見なし、妻にしたいと望んでいましたが、結局それは叶いませんでした。……いや、国王となったあと、本気でオルガと結婚したいと思ったなら、〝命令〟して彼女の誓いを覆させ、むりやり妻にできたでしょう。……だがそうすれば、彼女は俺に心を閉ざしてしまうと分かっていました。だから俺はオルガの気持ちを尊重し、結ばれない選択をしたんです」

　室内にいる誰もが、アルベールの独白にも似た言葉を静かに聞いている。

「……初恋が残酷な結末を迎え、このまま一生誰も愛さずに生きていくのだと思っていました。……だが」

　そこまで言い、彼は私を見て手を握ってきた。

「ある日、俺の目の前でオルガの形見のクリスタルが炎を吐き、その中から彼女が現れました。あの清らかな炎はまぎれもなくオルガのものです。断言できます。……その炎から復活した彼女を、俺は以前の彼女だと思い込んでいました」

　ここまで言えば、今の私はオルガではないと言ったも同然だ。

　私は俯きたくなる気持ちを必死に堪え、背筋を伸ばしてイヴォンヌを見つめる。

「……〝彼女〟の中身は、先ほど水晶玉に映った女性なのでしょう。まだ名前も聞いていない、どんな生い立ちの女性かも知りません。……それでも、一緒に過ごすうちに、とても可愛らしくて素直な女性だと思い、惹かれて堪りませんでした」

　私はアルベールのまっすぐな想いを聞き、耳まで真っ赤になりながらもイヴォンヌを見据えた。

「オルガは女性として愛される事を望みませんでしたが、〝彼女〟は応えてくれました。だから愛したいと素直に思えました。〝彼女〟がオルガの姿で俺の目の前に現れたのは、オルガの遺志です。それでなければクリスタルが彼女を復活させるはずがありません」

　言い切ったあと、アルベールはクシャリと表情を歪めて私に微笑みかけた。

「俺は〝呪われた国王〟なのに、彼女はなんの抵抗もなく触らせてくれます。撫でたらくすぐったそうに目を細めて、幸せそうに笑う。彼女と過ごしている時だけ、俺は自分に掛かった呪いを忘れる事ができるんです。彼女は父上も、勿論あなたもくれなかった優しさや温もりを与えてくれた！」

（あ……）

　確かにアルベールと過ごしている時、彼に掛かった呪いを気にした事はなかった。

　情報として知ってはいたけど『彼を害する気持ちなんてないし関係ない』と思っていた。

　だから逆に、彼が今までどんな思いで私に触っていたのか、まったく分かっていなかったのだ。

（言われてみれば、夢の中でアルベールは悲しい思いをしていた）

　幼い彼がナースメイドに手を繋いでもらおうとした時、怯えたメイドはサッと手を引いた。

　母親を亡くし、父親にろくに構われない子供がぬくもりを求めただけなのに。

　それを思いだしただけでも胸が痛む。

（あんな幼少期を送っていたんだもの。抱き締めるのも、キスだって初めてで、とても嬉しいに決まってる）

　私はただドキドキしてキスをされていたけれど、アルベールはそれ以上の喜びを得ていたんだ。

　そう思うと、キュッと胸の奥が締め付けられる。

　――私だってアルベールが好きだもの！

　――私でいいなら、彼を愛したい！

　強く思った時、胸元で温かくなっていたクリスタルがさらに熱を増した。

「……っ私もアルベール様が好きです！」

　堪らなくなった私は、彼の手を強く握ってイヴォンヌとシルヴィに訴えた。

「私なんかでいいなら、愛されたいし、愛し返したい！」

　情けない事に、そう言っただけで涙が零れてしまう。

　人前で自分の意見を強く言った事がないから、怖くて、不安で涙が溢れる。

　――馬鹿にされるかもしれない。

　――怖い。

　――でも……！

　大切な時に自分の気持ちを訴えないと、自分の未来は切り開けない！

　私は勇気を求めてアルベールの手を握り、二人に向けて思いの丈を伝える。

「ずっと前から好きだったんです！　初めはシルヴィとお似合いだと思って、二人を応援していました。……でもその気持ちの奥には『自分がアルベールの相手になりたい』っていう投影があったんです。けど私なんかがこんな人の相手になるはずがない。私みたいな一般人が、一国の国王に見初められるはずがない。試練が降りかかっても、めげずに切り抜ける強さなんてない。……だから、その役はシルヴィに任せて、彼女の活躍に自分を重ねて見ていました」

　感情を高ぶらせたあまり、私は元いた世界での話と今の気持ちをごちゃ混ぜにしていた。

　それでも構わずすべてを伝えた。

「でも、アルベールがいる世界に来たなら、〝私〟が相手になって幸せになりたい！　彼が望んでくれるなら、幸せになるためにその手を握りたいの！　悲しさにまみれたこの人を、私が幸せにしたい！」

　言い切ったあと、室内にシン……と静寂が落ちる。

　イヴォンヌとシルヴィは、私が泣きながら訳の分からない事を言い出したからか、呆気にとられている。

　アルベールもポカンとして私を見ていたけれど、クシャッと笑うと私を抱き締めてきた。

「やっと君の本音が聞けた！」

　彼はギュウッと腕に力を込めたあと、少し体を離し心からの笑みを浮かべる。

　その綺麗なアイスブルーの目は、歓喜で潤んでいた。

「……俺と君なら、幸せになれる」

　アルベールは私を見つめ、うっとりと目を細めて笑う。

　そして周囲に人がいるのも構わず、私にキスをした。

　柔らかい唇が押しつけられ、清涼な香りがフワッと私を包む。

　あぁ、やっと何もかもさらけ出せた……、と思った時――。

「そんな勝手が許されるはずがないでしょう！」

　イヴォンヌがヒステリックに叫び、それまで事を静観していたシルヴィも憎しみで表情を歪ませて言った。

「今さら幸せになれると思っているのか！」

　えぇっ!?

　高貴なネコチャンのような印象とはかけ離れた、ドスの利いた憤怒の声を聞いて、私は驚愕する。

　シルヴィたんの解釈違いにも程があるんですが！

　その瞬間、私たちの胸元にある二つのクリスタルが共鳴し合うように光り、アルベールのクリスタルからはキラキラと眩い光が、私のクリスタルからは輝く炎が噴き出す。

　光と炎の本流はあっという間に室内を包み、その場にいる者たちを情け容赦なく照らし出した。

　火に焼かれるかと思って悲鳴を上げる衛兵や侍女たちの悲鳴をよそに、私はある事に気づく。

「え……」

　光と炎に照らされて室内は眩く光っているのに、シルヴィの周りだけがどす黒いものに包まれている。

　彼女の周りだけ暗く、重力すら増しているように感じられた。

　そちらに引っ張られそうな力を感じるし、心なしか冷気が漂っている気がする。

　アルベールもその異様さに気づいたようだ。

　彼は私を庇うように腕を前に出し、シルヴィに対峙する。

　彼女が発する暗闇はイヴォンヌにも繋がっていて、特に胸元に闇がわだかまっているのが見えた。

　シルヴィは私たちを見て、邪悪に笑う。

　その顔は私の知っている〝氷の悪役令嬢〟のものではなく、とても禍々しい、人ならざる悪意の塊に感じられた。

「……まさかオルガの炎がまだ生きていたなんて」

　シルヴィはそう言ったかと思うと、何かの魔術を使うつもりなのか、私に向かって手を突き出した。

　それより先にアルベールが私の肩を抱き寄せたかと思うと、片手で中空に模様を描く。

　すると光の軌跡が魔術の印を結び、シルヴィが放った吹雪から私たちを守った。

「っきゃあああっ!?」

　――何!?　攻撃された!?

　目の前で迸った光と結界越しに感じた衝撃に、私は思わず悲鳴を上げる。

　その時、声が聞こえた。

【玲奈、魔術を使え！】

「えっ!?　えぇっ!?」

　アルベールに言われたのかと思ったけれど、彼は険しい表情をしてシルヴィを睨み、結界で私や衛兵、侍女たちを守っていた。

【ぼやぼやするな！　お前ならできる！】

　頭の中に凜とした女性の声が響く。

　聞き覚えのあるこの声は……、まさか――。

「オルガ!?」

　とっさに声に出した私の頭の中で、彼女が返事をした。

【やっと決着をつけるべき相手が本性を表してくれた。玲奈がシルヴィだと思っている彼女は、侯爵令嬢ではない！　まず魔術であいつの化けの皮を剥がすんだ！】

「どうやって!?　魔術なんて使った事がないです！」

　私に魔術を使わせたがる頭の中のオルガに、私は悲鳴じみた声で返事をする。

　アルベールは防御するのに専念しながら、私のほうをチラチラと気にしていた。

（駄目だ、このままじゃ彼の邪魔をしてしまう）

　とりあえず大きな独り言をやめようと思った私は、心の中でオルガに尋ねた。

（どうやったら魔術を使えるの？　私はごく普通の一般人だし、この世界の人みたいに生まれつきの魔術師じゃない）

【玲奈の精神はそうであっても、お前の体はこちらの世界で生まれた。アルベールにとても丁寧に魔力を整えてもらったし、そろそろ魔術を使えてもいいはずだ】

　見られてたー！

　まさか彼とキスをしていたのを〝中〟からオルガに見られていたとは知らず、私はこんな状況にもかかわらず真っ赤になる。

【玲奈は向こうの世界でペイントソフトを使っていたな？】

（そ、そうだけど……。え？　なんで知ってるの？）

【十年かけてお前の魂に魔力を注いでいる間、お前がどう過ごしてきたかをじっくり見させてもらった。本人の意思確認なしに申し訳ない事をしたが、魂同士で会話できる状態にはなかったからな】

　事情は分かったけど……、この華麗なる〝烈火の女公爵〟に、私のつまらない人生を知られたとは……。なんとも恥ずかしい……！

【あのペイントソフトで、レイヤーというものがあっただろう】

（はい！）

　レイヤーというのは、デジタルで絵を描く時に使うもので、簡単に説明すれば透明なガラスの積層のようなものだ。

　たとえば人物を描く際は、一番下のガラスに肌を描き、その上にガラスを重ねて服を描く。

　最終的に一番上のレイヤーでキラキラしたエフェクトや、色みを調節する処理などをして、一枚のイラストが完成する。

【魔術はレイヤー構造のようなものだ。私が頭の中で魔術の印を切るから、その通りに文字を描き、その上にどんどんレイヤーを重ねるイメージで、魔法陣を描いていくんだ】

（でも肝心の魔力は？）

【仕方がない！　とっかかりがないと駄目か。アルベールに『人差し指に出口を作れ』と言え！】

　オルガに言われるままに、私は彼にお願いした。

「アルベール！　忙しい中ごめんなさい！　あの、オルガが『人差し指に出口を作って』って言ったんだけど!?」

「分かった！」

　私には何の事か分からなかったけれど、アルベールはすぐ理解したようだった。

「ダムに貯まっている水を放流するようなものだ。君の体には物凄い量の魔力が溜まっている。それが一点から噴き出すから、凄まじい反動がくる。脚を開いて構えろ」

「はいっ！」

　私は言われた通りに身構え、右手を前に突きだし左手で手首を掴む。

　アルベールはシルヴィの攻撃を防いだまま、「いくぞ」と私の右手の人差し指をチョンッと指で払った。

「っきゃあっ！」

　その途端、指先から目に見えない何かが物凄い勢いで噴き出し、私は両脚を踏ん張らせて堪える。

　同時に頭の中にオルガの記憶が一気に蘇り、頭のキャパを超えてしまいそうで涙が零れた。

　彼女がどうやって魔術を扱っていたのかが分かったし、その三十八歳の生涯の記憶も、感情も、何もかもが私の中で再構築されていった。

【今だ、玲奈！】

「はい！」

　脳裏で、オルガが魔術の模様を描いていく。

　頭の中で彼女が書き順を教えてくれるので、私はその通りに空中に文字を描いていく。

　脳内では魔法陣の完成図が共有され、私はその第一層を焦らずゆっくりと作っていった。〝描く〟のは得意だ。

「させるかぁっ!!」

　私がやろうとしている事に気づいたシルヴィが恐ろしい声を上げ、さらに攻勢を強める。

　彼女は物凄い勢いで氷の槍を降らせ、吹雪を吹き付けているのに、室内にある家具などはまったく乱れていない。

　アルベールの結界が中央宮殿全体を包み、誰にも被害が及ばないようにしているのが、魔術を使えるようになった今なら分かる。

　私は緊張しながら丁寧に、焦らずゆっくり魔法陣を描いていく。

　とうとう第五層まで描き終わったあと、脳裏で彼女がニヤッと笑ったのが分かった。

【そいつをシルヴィにぶつけてやれ！】

「はいっ！」

　今の彼女は私が推していた〝シルヴィ〟ではない。

　オタクの勘が告げてるし、あんな禍々しい魔力、彼女のものだと思いたくない。

　私の推しは冷ややかながら品がよく、華麗で慈悲深い人だ。

　絶対にこんな邪悪な顔で笑わない！　キャラ捏造ねつぞう許さん！

　シルヴィが第三者に乗り移られているのか、最初から別人なのか分からないけれど、今は彼女を止める事が先決だ。

　魔術なんて使った事がないから、これで合っているのかどうか分からない。

　でも――、私の背中を温かな手がポンと叩いた気がした。

　勇気を得た私は魔法陣のど真ん中に思いきり魔力を注ぎ、言葉に魔力を纏わせ、高らかに告げた。

「真実の姿を現せ!!」

　白く輝く魔法陣が眩く光ったかと思うと、そこから物凄い魔力の奔流が吹き抜け、シルヴィを襲った。

「くううぅっ！」

　その瞬間、室内に白い風が吹き抜け、実体のない白い花びらが舞う。

　それと共にシルヴィの姿が徐々に剥がれていった。

　花びらと一緒にハラハラとシルヴィの姿が崩れ、その奥からまったくの別人が姿を現す。

「フロランス!!」

　オルガの記憶が私に〝彼女〟の名前を叫ばせる。

　現れた彼女――、氷の魔女は私を見てニィッと笑った。

　同時に、テーブルの上にあった水晶玉がビキッと氷柱に包まれ、粉々に砕け散った。

　フロランスはまっすぐな白い髪を持ち、目は鮮やかな紫色で、唇には黒に近い濃紺の口紅を塗っている。

　体のラインを強調する濃紺のドレスにはキラキラと輝く銀色の刺繍が施され、氷でできた薔薇や蔦が描かれていた。

　氷の魔女は私を見て悪辣に笑った。

「せっかく長い年月をシルヴィとして過ごし、すっかり周囲を騙せたと思っていたのに……。憎いお前が火刑に処せられた時は、魔術で遠くから楽しく見守っていたのにねぇ！」

　――許せない！

　アルベールの大切な人を奪ったのは、紛れもないこの人だ。

　フロランスから伸びる闇は、イヴォンヌにも繋がっていた。

　きっと魔女は王太后を操り、自分の邪魔をするものを排除しようとしていたに違いない。

　イヴォンヌはフロランスの発する強い魔力に当てられたのか、うつろな顔をして立ち尽くしている。

「お前が……、オルガを……、すべてを狂わせたのか！」

　アルベールが歯ぎしりをし、額に青筋を浮かべて激怒した。

　彼のアイスブルーの目は怒りに爛々と輝き、全身から魔力がオーラとなって迸ほとばしっているのが見える。

「よくもそんな酷い事を！」

　私が声を上げた途端、フロランスがギロリとこちらを睨んできた。

「お前が言うな!!　お前さえいなければ!!」

　フロランスは紫色の目を見開き、私を指さしてきた。

　その瞬間、ドドッと氷の槍が私の胸元目がけて、何発も発射される。

　――殺される！

　オルガに指示を仰ぐ前に、私は思考も何もかも止めて固まってしまった。

　しょせん私は、戦いに慣れていない一般人なのだ。

（あぁ……、また死ぬの？）

　全身をうすら寒い死の予感が包んだ時――。

「オルガ!!」

　アルベールの声がしたかと思うと、力強い彼の腕が私をしっかりと抱き締め、後ろを向いた。

　そして彼の背中に幾つもの氷の矢が突き刺さる。






　次の瞬間、室内に耳を塞ぎたくなるような悲鳴が響いた――。

















第五章　過去と嫉妬と悪女と魔女












「アルベール!!」

　私は悲鳴を上げ、自分を抱き締める彼の胸板を押し、顔を上げる。

「え……？」

　でもアルベールは痛そうな顔はしておらず、安心させるように私に微笑みかけてきた。

「だって……、氷の槍が……」

　呆然とした私はそっと彼の背中に手を這わせる。

　が、アルベールの背中には何もない。ジュストコールの布地が続いているだけだ。

「うう……っ、う……っ」

　その時、苦しげな声が聞こえてハッと横を見ると、フロランスがその体に氷の槍を何本も突き立てていた。

「あっ！」

　彼女の姿を見て、私は失念していた事を思いだした。

「〝悪意返しの呪い〟……」

　呟くと、傍らにいたアルベールが「正解」と言って私の頭を撫でた。

「良かった……」

　安堵したあと、素朴な疑問が浮かぶ。

「でも、今までずっとフロランスの攻撃を防いでいたでしょう？　どうして今だけ？」

　尋ねると、アルベールは少し考えてから言った。

「恐らくだが、先ほどの魔術は攻撃の意識を広範囲に向けていたんだろう。だが今の攻撃は君を狙っていたから、俺が身代わりになれば確実に弾くと思っていた」

　そう言って、彼はニヤッと悪い笑みを浮かべる。

（……意外と勝負師だった）

　その頃、フロランスの体に突き刺さった氷の槍は、シュウシュウと蒸気を上げて溶け始めていた。

　それを見て、アルベールが冷静に言う。

「やはり大して効いていないか。術士の魔力は本人を傷つける訳がないからな」

「じゃあ……、どうすれば……」

　――また、戦わないといけないの!?

　私が怯えた時、胸元のクリスタルが再度熱を持った。

「あっ……」

　思わず胸元に手をやると、アルベールも同じように母の形見のクリスタルに触れる。

「これは……」

　クリスタルは共鳴し合うように光り、明滅する。

　そして今までにないぐらい力強い光を発したあと、パァッと空中に人影を映しだした。

　それを見て、アルベールが声を上げる。

「オルガ！　母上も……！」

　空中には、本物のオルガとアルベールの母――マリエットが浮かび上がっていた。

　オルガは亡くなった当時の、三十八歳の姿をしている。

　といっても、三十歳前後に見える美女だ。

　マリエットは可愛らしい雰囲気の金髪碧眼の年若い美女で、亡くなった当時の二十歳の姿だ。

　マリエットは私たちを見て、一瞬ニコッと優しく微笑んだ。

　アルベールが何か言おうとした時、絞り出すような声が室内に響いた。

「あ……、ぁぁぁぁああぁあああああ…………っっ!!」

　二人の姿に反応したのは、私たちだけではなかった。

　今まで魂が抜けたように呆けていたイヴォンヌが、二人の姿を見てこれ以上ないぐらい目をまん丸に見開き、綺麗に結い上げた髪をぐしゃぐしゃと掻き回して錯乱していた。

「どうして……っ、どうしてぇ……っ！　死んだはずなのにぃ……っ！」

　イヴォンヌは唇をワナワナと震わせ、二人に指を突きつける。

【久しぶりだな、王太后陛下、そしてフロランス】

　オルガの声が私たちの頭に直接響いてくる。

　――そう、オルガは氷の魔女フロランスと既知の仲だった。

　オルガの声が聞こえ、魔術の使い方を思いだした時、彼女の記憶も私の中に流れ込んできた。だから私も彼女たちの関係を知っている。

【火刑に処された私にも、残った力でできる事はある】

「馬鹿な……っ！　死んだあとのクリスタルに、そんな力が残っているはずがないわ！」

　ヒステリックに叫ぶイヴォンヌに、マリエットが優しく言った。

【確かにクリスタル単体では、死者の想い程度の微弱な魔力しかないわ。でも強い魔力を持つ者が、守護石として肌身離さず身につける事で、クリスタルにも魔力が蓄積されていくの。私たちは持ち主の魔力を借りて、来たる日のために力を蓄えていたのよ】

「そんな……っ」

　真実を知ったイヴォンヌは、憎々しげにアルベールの胸元で光を放っているクリスタルを睨む。

　その様子を見てオルガは意地悪に笑い、手を突き出すと魔法陣を作り上げた。

「んっ」

　同時に、私の体からズズッと魔力が吸われたのを感じる。

　なるほど、霊体の彼女が術を行使すると、宿主の私から魔力が供給される事になるのか。

【私は聖人ではない。無実の罪であんなむごい処刑をされれば、当然お前たちを恨むとも。だから国民の前で、お前たちの行いすべてを暴いてやろう！】

　オルガが作った魔法陣が光ったかと思うと、私たちの前に魔術でできたスクリーンのような物ができあがった。

『国民の前で』と言っていたから、ここ以外にも国中に同じ物ができているのだろうか。

　スクリーンは私が部屋で見ていた、テレビみたいな物の大きい版だ。

　それにザザッと砂嵐が映ったかと思うと、少女時代のイヴォンヌが映った。

「やめなさい……っ！」

　彼女の声が聞こえたけれど、もう遅かった。
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　わたくし、イヴォンヌはダラス公の娘として生まれ、何不自由なく育ってきた。

　お父様は幼い頃から『お前こそが王妃になるレディだ』と言い、わたくしもその言葉を疑わずに信じていた。

　わたくしは金髪碧眼の麗しい陛下をずっとお慕いし続けていた。わたくしほど陛下を想っている者はいないだろう。

　陛下とは八歳の年齢差はあるけれど、大人になれば愛し合う二人の前にそんなものは関係なくなる。

　お母様は『若いほど世継ぎを沢山生める』と仰っていたから、歳が離れている事を問題視する必要もなかった。

　けれど十四歳の時、わたくしは絶望した。

　陛下が侯爵令嬢と結婚されたのだ！　よりによって、わたくしより身分の低い女と！

　泣き腫らした顔で結婚式に向かえば、ウエディングドレスを着ていたのは頭の悪そうな女だった。

　わたくしよりたった四つ年上だというだけで、彼女は社交界で陛下と出会い、恋までした。

　――憎い。

　王妃となったマリエットと会う機会はあったけれど、責任ある立場についたと思えないほど子供っぽい。頭の中が空っぽなのではと思うほどだ。

　周囲の者までそんな彼女を慕い、わたくしが努力してきた時間や目指したレディ像はなんだったのかと思ってしまう。

　――悔しい。

　――わたくしこそ最も陛下に相応しい妻になれるのに！

　けれど、天はわたくしを見放していなかった。

　悶々としていたわたくしの前に、救いの天使を遣わしてくださったのだ。

　彼女の名前はフロランス。

　何百年も前から生きる魔女で、氷の術を得意としているそうだ。

　魔女と言っても絵本で見たしわくちゃの老婆ではなく、とても美しい女性だ。

『あなたの願いを叶えましょう。その代わりに友人として私の願いを叶える手伝いをしてちょうだい』

　その誘いはわたくしの心を甘美に揺らめかせた。

〝魔女の助手〟なんて、まるでおとぎ話のようだ。

　魔術を使える者は多いが、そうそう魔女にはお目にかかれない。

　森の中で聖獣ユニコーンに出会ったような気持ちになったわたくしは、〝選ばれた〟陶酔感に浸って彼女の頼みを快諾したのだった。
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　私――フロランスは孤独だった。

　遠い昔に北国の小さな村に生まれたが、そこはもう森と雪に埋もれてしまっている。

　人間だった頃、私には師と仰ぐ魔法使いがいて、その人からは『お前は偉大な魔女になる素質がある』と言われた。

　彼のようになりたいと願った私は、魔術の修行に身を入れ、薬草学を学んだ。

　魔法使い、魔女はもともと人間だが、長寿となるためにあらゆる素材を集め、儀式をする。

　素材は秘境に住む巨大な魔獣の角や、深海に住む海魚の肝だとか、入手困難な物ばかりだ。

　素材を一人で手に入れられる強さや能力がなければ、魔法使い、魔女にはなれない。

　だが私は胸の奥に大きな目標を掲げ、やり遂げてみせた。

　魔女となったのは五十代後半の時だ。

　それから私は世界を見て回り、沢山の人と出会い、家族も含めた多くの人と別れ、次第に人々とのやりとりは、自分をすり抜けていく儚いものだと思うようになる。

『どれだけ関わってもこの人はすぐ老いて死ぬ』と思うと、大切な相手など作れるはずもない。

　あれだけ熱意に満ちて『良い魔女になりたい。人々の役に立ちたい』と思っていたのに、私は常に死を願うようになっていた。

　果てには、幸せそうな人間を見ると疎ましく感じるようになった。

　心の底には寂しさがあり、誰かを愛したい、友達になりたいという願いがある。

　だがそれを叶えるのはたやすい事ではないと分かっているから、私は人間に冷たく接し、達観した考え方をする魔女になっていった。

　そんなふうに過ごして、どれぐらい経っただろう。

　気が遠くなるほど長い時間を過ごしながら、私は人間が作る王国や帝国を観察していた。

　たまに変身して街中に紛れては食べ物を口にし、流行している文化に触れる。

　稀に異様に魔力が強い者を見かける事があり、その者がどんな生き方をするのか見守るようになるなか、観察対象の一人としてオルガと出会った。

　箒に乗って空を飛んでいた時、遙か下にある大きな湖で巨大な炎が燃え上がった。

『……なに？』

　興味を引かれて見てみれば、湖のほとりに黒髪の少女がいる。

　年の頃は八歳ぐらいだろうか。

『あんなに小さいのに、これだけの魔術を操れるとは……』

　周囲に人はおらず、好機と思った私は地上に降り立った。

『はじめまして。人間のお嬢さん』

　声を掛けると、少女は空から人が下りてきたのを見て驚いたらしく、少しの間目を丸くして固まっていた。

　が、表情をパァッと輝かせたと思うと、嬉しそうに話しかけてきた。

『凄いな！　あなたは空を飛べるのか！』

　その口調や、空を飛ぶ存在を怖れない彼女に、私は興味を持つ。

『私は魔女フロランスよ。あなたは？』

『私はオルガ。ラングレン王国の公爵令嬢だ。供の者をまいて、新しい火炎の魔術を試していたところなんだ』

　どうやらかなりの変わり者のようだ。

　今までも貴族の令嬢と話した事はあるけれど、こんな男っぽい口調な上に、一人になる危険も鑑みず、嬉々として魔術の研究をする者などいなかった。

『少し特訓してあげましょうか？』

『本当か!?　宜しく頼む！』

　オルガに興味を持った私は、ほんの戯れのつもりで彼女に魔術を教え始めた。

　だが次第に、生き生きとした生の塊のような彼女に魅了されていく。

　オルガは私がどれだけ意地悪を言ってもへこたれず、純粋に教えを請うてくる。

　そのうち私は彼女に心を傾けて本気で魔術を教えるようになり、次第にオルガを妹、または娘のように思い始め、会う事を楽しみにしていった。

　だが人間は薄情なものだ。

　オルガは成長すると共に、マリエットという一歳年上の侯爵令嬢に心を砕くようになった。

　マリエットは一見か弱く儚い雰囲気の少女だが、明るく天真爛漫で、見た目に似合わずズケズケとものを言う。

　同い年の令嬢たちからは空気を読まない人と言われているが、鈍感なあまり陰口に気づいていないようだ。

　そんな、少し〝普通〟とは違う令嬢だから、オルガも惹かれたのだろうか。

　私は二人を見て、次第にイライラするようになっていた。

　いつもはちょっとした事で惑っていては身が持たないと、何があっても動じないようにしていたのに、肩入れしたオルガが私以外の人を大切にするのを見て、平常心ではいられなくなった。

　たった十数年しか生きていないオルガが一つ上の少女と仲良くしているのを見るだけで、私は胸が締め付けられるような思いに駆られていた。

　――あんな娘、いなくなればいいのに。

　そう思うようになった頃、私と同じ思いを抱いている娘がいる事に気づいた。

　イヴォンヌはマリエットを見るたびに視線だけで射殺すような目で見ている。そのたびに彼女の周辺はどす黒い魔力に包まれていた。

　彼女が恋慕しているのは、この国の国王だ。

　イヴォンヌの父が公爵である関係で、二人は子供の頃からたびたび顔を合わせ、彼女は国王を慕うようになっていたのだ。

　両親から、『将来王妃になるように』と言われていたのもあるだろう。

　――これは好都合だ。

　私はマリエットが憎いし、イヴォンヌもあの女がいなくなればいいと思っている。

　人間側に協力者がいれば、うまくいくに違いない。

　そうして、私はイヴォンヌに声を掛け、彼女の望みを叶えると誘い、協力を求めたのだ。









『呪いを掛けるのに、相手の体の一部が必要になるから協力してもらえる？』

『はい、魔女様』

　私が頼み事をすると、イヴォンヌは嬉々として従う。

　彼女としても困っていた時に、願いを叶えてくれる存在が現れたものだから、私を天の使いのように崇めている。

　ほどなくしてイヴォンヌはマリエットの髪の毛を手に入れ、私はそれを使って憎い女に呪いを掛ける事に成功した。

　呪いはすぐに発動せず、徐々にマリエットの体力を奪っていくものだ。

　加えてあの女の子供には、心に氷の針が刺さり、どんなに悲しい事があっても泣けない体になる呪いを掛けた。

　ただマリエットを殺すだけではつまらない。あの女が最も大切に想う息子も苦しめてやらないと。

　彼女は十八歳で国王と結婚し、一年ほど幸せな新婚生活を送っていた。

　美男美女の国王と新王妃を誰もが祝福し、ラングレン王国は一番輝いていた。

　だがある日――。

『フロランス、まさかとは思うが、マリエットに呪いを掛けてなどいないだろうな？』

　オルガに呼び出されたかと思うと、いきなり言い当てられた。

　彼女から疑いの目を向けられ、私はらしくなく動揺してしまった。

　ほんの一瞬返答に窮し、視線を泳がせた程度だが、オルガは図星だと読み、表情を険しくさせた。

『なぜだ！　マリエットはあなたに何もしていないだろう！　なぜ罪もない人を苦しめる？　師匠として尊敬していたのに、なぜそんな事を！』

　烈火のごとく怒る彼女を見て、私の中でずっと燻っていた不満が爆発した。

『どうしてあんな女を庇うのよ！　あんな子供っぽい、何も考えていなさそうな脳天気な女、お前の友人に相応しくないわ！』

　オルガはルビーのような赤い目を燃え上がらせて私を睨む。

　やがて、うめくように言った。

『マリエットは私の従姉であり、義姉だ』

　その事実を聞き、胸の奥にズキリと嫌な痛みが走る。

『私の母は美しい金髪の女性で、とても優しく穏やかな人だった。母には双子の妹がいて、二人は社交界の華と言われていた。だが男というくだらん生き物は、美女が二人いるなら〝どちらでもいい〟と思ったようだ。母の双子の妹は宰相であるダラス公に犯され、マリエットを孕んだ』

　思いもよらない話を聞き、私は表情を強張らせた。

『叔母はマリエットを産んだあと、陵辱された子に喚き散らすようになり、ほどなくして自死してしまった。母は遺されたマリエットを気の毒に思い、父に頼んで公爵家で娘として育てるよう頼んだ。……が、その母も半身というべき妹を喪って気鬱になり、食べ物も喉を通らず衰弱して死に至ってしまった』

　いつも周囲に遠慮をしないオルガと、つらい事など知らなそうなマリエットにそんな過去があったと思わず、私は何も言えなくなる。

『父は母を愛していたから、妻を喪うきっかけとなった姪を直視できなくなった。マリエットは五歳までオリヴィエ公爵家にいたが、父の頼みで子供に恵まれなかったラフォン侯爵家の養子となった。……そのいっぽうで、叔母を陵辱したダラス公は、子が生まれたなど知らずに華々しい人生を送っている』

　オルガは溜め息をつき、遠くを見る目で言う。

『父はダラス公を毛嫌いし、奴も相応の対応をした。もともと性格的に正反対だったのもあり、両家の確執はさらに深まっていった。ダラス公爵夫人も自分の夫が美人姉妹にうつつを抜かしていたのを知っていたから、私の母を嫌っていたし私の事も嫌っている。おおかた、自分の子供たちにも〝オリヴィエ公爵家の者は敵だ〟と言い含めているだろう』

　私は自分が知らずとオルガの敵である、イヴォンヌに手を貸してしまっていた事を後悔した。

　同時に感じたのは、『戻れない』という絶望感だ。

　マリエットに掛けた呪いは、一度彼女を蝕み始めたら私にさえどうする事もできない。

　呪いを解く方法はたった一つあるが、それを叶えられる者はいないだろう。

（……どうしよう……）

　ろくにオルガと話をせず、彼女が抱えている事情を知ろうとせず、短絡的に決めつけて邪魔者を排除しようとした。

　その結果得たものは――。

『……フロランス。私はあなたを師匠として尊敬しているし、友としても大切に思っている。……だがもしもマリエットに不幸が訪れたら、私はあなたを許さないだろう』

　オルガは悲しみと怒り、失望が混じった表情で告げたあと、踵を返し去っていった。

『……どうしろっていうの……』

　一人残された私にできる事は――、何もなかった。









　そのあとは、坂道を転げ落ちるが如くだった。

　マリエットは腹を大きくさせるにつれ、自分の生命力がみるみる減るのを感じ、出産に母体が耐えきれない事を察した。

　だが彼女はオルガに協力を請い、残された魔力でなんとか息子を守れないか、母体に組み込む術式を考え始めた。

　やがてマリエットは息子を産んだ。

　しかし彼女が息子に掛けた加護の魔術は、私が掛けた悪意の呪いと混じり合い、本来あるべき力を歪ませてしまった。

　アルベールと名付けられた男児には、悪意が向けられただけで過剰なまでに当人を守る術式が根深く組み込まれ、私の氷の針も深く埋まった。

　そして精根尽き果てたマリエットは、悲嘆に暮れる夫と落涙するオルガに手を握られ、静かに息を引き取った。享年二十歳だった。

　私はオルガに絶縁を言い渡され、意地になってイヴォンヌに協力し続けた。

　イヴォンヌは母親の憎しみを引き継いでオリヴィエ公爵家を嫌い、マリエット、その息子まで憎んだ。

　彼女はマリエットが亡くなった二年後に王妃となり、願いを叶えたはずだった。

　しかし国王の心はいまだ前妻にあり、新しい王妃との間に四人の子が生まれても、彼は愛した女を想い続けた。

　だからイヴォンヌはアルベールを蛇蝎だかつのごとく嫌い、殺してやりたいぐらい憎んでいた。

　けれど彼には悪意返しの呪いが掛かっているので、誰も殺す事ができない。

　やがてイヴォンヌは王太子に姪であるシルヴィを嫁がせて、思うままに操ろうと画策するようになる。

　いっぽうでオルガはアルベールの師匠となり、彼に魔術の使い方や人の上に立つ者の精神を叩き込んだ。

　数年後、オルガの祖父が亡くなったあと、彼女の父がオリヴィエ公爵となった。

　しかしダラス公との確執から、陥れられて流刑となってしまう。

（私に助けを求めればいいのに）

　私は愚かな争いを続ける人間を観察しながら、心の中でオルガとの和解を望んでいた。

　だが成長して精神的にもたくましくなった彼女は、そう簡単に音を上げなかった。

　次に公爵となるのは叔父か……という時、オルガは女公爵になる事を決意した。

　その頃のアルベールはオルガに淡い想いを抱いていたが、彼女が王太子を想い返すなどあり得ない。

　結婚できる間柄とはいえ、彼は従姉の息子だからだ。

　だからアルベールがどれだけオルガを想っても、彼の恋が叶う事はなかった。

　オルガは私の手から離れたところで、一人でたくましく生きている。

　しかも私が彼女に様々な事を教えたように、すべての愛情をアルベールに注ぎ、姉、または母親のように彼を教え、導いていた。

　――私よりマリエットの息子を選ぶというの？

　長い間オルガと話せていない私は、彼女を観察しながら悶々とした日々を送っていた。

　成熟した彼女は自信に満ちあふれ、堂々として美しい。

　迸るような生命力があり、見る者を圧倒し、惹きつけてやまない魅力を発し、まるで生命力に燃えさかり、光り輝いて周囲を明るく照らす小さな太陽のようだ。

　――同時に、その光が強すぎるあまり、後ろ暗いものを心に持つ者はオルガを忌み嫌うようになっていった。

　私もその一人だ。

　かつて彼女に拒絶され、絶縁された恨みもあり、私はオルガを殺したいほど憎むようになっていた。

　だから、イヴォンヌから〝罠〟の話を提案された時も断らなかった。

　私たちはいつどうやったらオルガを完全な悪として断罪できるかを考え、国王の命を狙ったのなら、公爵であっても許されないだろうと結論づけた。

　オルガを嵌める方法を考えたあと、即位した直後は急すぎるので一年後の狩猟パーティーの時に大がかりな罠を作る事にした。

　強い魔力を持つ者なら魔術の罠にすぐ気づくだろう。

　だから私は長い時間をかけて小屋周辺の土地に限りなく抑えた魔力を染みこませ、誰にも気づかれない罠を仕掛けた。

　一度呪いが発動すればみるみる相手の命を削り、昏倒して一か月は目覚めない呪いだ。

　供の者には幻術を掛けて偽の国王を追わせ、アルベールの周りだけ天候を崩して、森の木々を僅かに動かして森番の小屋に誘い込んだ。

　あとはすべて思うまま。

　異変に気づいて小屋に駆けつけたオルガは、国王に呪いを掛けた犯人に仕立てあげられた。

『さようなら、オルガ。私の弟子にして親友。あなたが私を拒絶するからいけないのよ』

　私は自分の住まいから、遠方を見る魔術で火刑に処されるオルガを見ながら呟く。

　――どうせ人間なんてすぐ死ぬ。

　――それが早いか遅いかだ。

　――私がイヴォンヌに手を貸しても貸さなくても、オルガはいずれ死ぬ。

　――死は死であり、大した違いはない。

『私は悪くないわ。悪いのはあの女よ』

　殺したいほど憎んだ女がいなくなってせいせいしているのに、私はまったくスッキリせず、そのあともイヴォンヌに協力してアルベールを苦しめる事にした。

　オルガが可愛がっていた彼が破滅すれば、きっと気持ちが晴れると思ったからだ。

　シルヴィが十五歳になった年、私は彼女に成り代わった。

　本人は記憶喪失にして遠い所に飛ばし、私はノヴェール侯爵令嬢シルヴィとしてアルベールに近づき、彼の妻になろうと画策した。

　すべては彼の絶望のために。






　その三年後、まさかオルガが復活するなど思いもしなかった。

　彼女の肉体は完全に滅び、あの火刑から十年経った。

　なのに――、何だというの!!







＊＊








　フロランスの怒声が響き渡り、私はビクッとして首を竦める。

　それからアルベールを見た。

（まさか、彼が泣けないのが魔女の呪いだったなんて……。酷すぎる……！）

　真実を知った彼は、顔を蒼白にして唇をきつく引き結んでいた。

　空中に浮いている半透明のオルガは、どこか悲しそうな表情で笑う。

【お前たち二人が今までしてきた事を、全国民に共有させてもらった訳だが……】

　その時、イヴォンヌが弾かれたように叫んだ。

「ふざけるんじゃないわよ!!　私がどんな思いをしてこの地位についたのか……！　ああ、あああああ……っ!!　畜生っ!!」

　唾を飛ばして激昂する姿も、スクリーンのような魔術にどアップで映っているので、彼女は地団駄を踏み両手で腿を叩いて怒り狂う。

（……畜生は王太后らしからぬ言葉遣いだなぁ……）

　人は自分より冷静さを欠いている人を見ると、かえって冷静になるらしい。

　私は心の中でポツンと突っ込む。

　その時、マリエットが溜め息混じりに言った。

【大きくなったあと養父に〝事情〟を教えられたわ。私はダラス公の身勝手な行いから生まれた子で、お母様を酷く苛ませてしまった。……恩人であるオリヴィエ公爵夫人も、間接的には私が殺したようなものだわ】

　そんな彼女の腕を、オルガがグイッと引っ張って首を横に振った。

【そんな事を言ってはいけない。私はお前が可愛かった。親は違えども本当の姉のように思っている】

　従妹に慰められ、マリエットは悲しげに微笑んだ。

【ありがとうオルガ。……私はイヴォンヌの事も密かに妹だと思っていたのよ。あなたは私たちの事情を知らないから、恋敵として憎んでも仕方がない。……でも、分かっていても、異母妹から憎まれるのはつらかったわ】

　マリエットに言われ、イヴォンヌは目を見開いてワナワナと全身を震わせる。

「～～～～っどうしたら良かったの！　あなたは苦労知らずで毎日楽しそうで、見ていて腹が立ったわ！　つらい事なんて経験した事がないと思っていた！　……っなのに、……何よ！　お父様が陵辱した女の娘!?　私の異母姉!?　そんなの……っ、――――そんなのぉ……っ!!　私が一番つらいはずなのにぃっ!!」

　これ以上なく感情を乱したイヴォンヌは、両手で髪を掻きむしり、自身の顔まで引っ掻く。

　彼女は自分こそ悲劇のヒロインだと思い、マリエットの事は楽して王妃の座に収まった悪人だと思いたかったんだろう。そう思えたら楽だからだ。

　憎らしいマリエットが実は苦労人だったと知っては、自分の中の正義が揺らいでしまう。だから彼女は、都合のいい事しか聞き入れずに過ごしてきたのだ。

　でも真実はシンプルじゃない。

　人の数だけ想いがあり、その主観によって様々な形を見せる。

　私の隣で事を静観していたアルベールは、ゆっくりと長く細い息を吐いた。

　そして困ったように微笑み、会いたくて堪らなかった大切な二人に話しかける。

「母上、初めまして。ずっとお会いしたかったです。……それからオルガも久しぶり」

　二十九歳になったアルベールの姿を見て、二人とも相好を崩す。

【まぁ～、大きくなったわね。陛下そっくりだわ。とっても凜々しくて格好いい。少しひねくれてるけど、あなたが優しい子なのは私が一番よく知っているわ】

　マリエットがほんわりとした声でシビアな事を言い、アルベールは思わず苦笑いする。

「クリスタルになったあとも、いつも俺を見守ってくれていたんですか？」

【そうよ。触れ合う事はできないし、クリスタルだからあなたを〝見る〟事もできない。でもほんのりとした意識のなか、常にあなたを感じていたわ】

　言ったあと、マリエットはフワッと空中を泳いでアルベールを抱き締めた。

【よく一人で頑張りましたね。あなたは強くて立派な子。お母様の誇りです】

　彼女の姿は二十歳のままだけれど、その声音や表情はちゃんと〝母〟だった。

【何も言わずにいなくなって悪かったな】

　オルガもアルベールの前に立ち、半透明の手で彼の肩に触れる。

　アルベールは恩師をしばらく見つめ、やがて様々な意味が籠もった笑みを浮かべる。

「あなたには感謝してもしきれない。師として色んな事を教えてもらったし、俺が迂闊に罠に掛かってしまった時も、自らの命を顧みず助けてくれた。あなたは命の恩人だ。心から感謝する」

【国王陛下の役に立てるならどうって事はないさ。私は公爵としてこの国と陛下に身を捧げると誓ったのだから】

　誇らしげに言うオルガを見て、私は羞恥を覚えた。

　私は転生してからずっと、アルベールが私に向ける好意を以前のオルガへのものだと思っていた。

　師匠として慕い、憧れ、女性として愛するようになったからこそ、十年経って蘇った彼女を熱烈なほどに愛し、もう喪わないように執着しているのだと思った。

　そしてオルガもまた、本当はアルベールを一人の男性として想っていたのでは……と邪推してしまっていたのだ。

（……けど、そうじゃない。オルガにとってアルベールは守るべき従甥だった。恋愛感情ではない、母性とも言える愛情だったのに、……私、何を嫉妬していたんだろう。恥ずかしい……）

　堂々とした態度で国のため、国王のために命を捧げられたと笑う彼女は、人としてとても大きい。

（私とは全然違う。……オルガの姿をして炎の魔術を使えても、私は彼女じゃない）

　そう思うと、転生してモブ悪女Ａ――オルガになってしまったと嘆きつつも、アルベールに溺愛されて喜んでいた自分が、とても情けなくなった。

　それを見透かしたのか、アルベールは私を見て手を握ってくる。

「それに、彼女を連れてきてくれてありがとう。彼女と出会えたのはオルガのお陰だ」

「でも……」

　何か言おうとした私の唇に、アルベールがそっと人差し指を置いた。

「言っただろう？　俺は君が好きなんだ。君と過ごしている時だけ、俺は自分が呪われた国王だという事を忘れられる。これはどんな相手でも無理な事なんだ」

　アイスブルーの目で見つめられ、様々な感情がこみ上げて泣いてしまいそうになる。キュッと胸の奥が切なくなり、私は目を潤ませた。

　オルガが私を見て微笑む。

【彼女の名前は柚木玲奈。この世界とは異なる場所で命を落とした、二十六歳の女性だ。だから復活した私の肉体も同じ年齢にした。……彼女が生きていた世界では、この国は物語の中に存在する架空の国らしい】

　えっ？　言っちゃうの？

　ていうか、若返ったのは私に合わせてくれたのか。

　ずっと悩んでいた事をオルガがズバッと言うものだから、私は焦ってアルベールを見た。

「へぇ……、興味深いな」

　けれどアルベールは気分を害した様子はなく、目を瞬かせて頷いている。

「い、嫌じゃないんですか？『俺たちの世界が作り物だって言うのか！』……とか」

　おずおずと言うと、彼はケロリとして言う。

「世界はあらゆるところに繋がっている。自分の認識する〝現実〟があっても、常識の通じない事柄はあるものだ。それを思えば、時空の向こうにどんな世界があってもおかしくない」

「……柔軟ですね……」

　思っていた以上に理解を示され、私は感心して呟く。

　オルガは話を続ける。

【処刑を受けて肉体から魂が抜けかけたところ、近くに玲奈の魂が漂ってきた。悔しかったし心残りもあった私は、自分の代わりに玲奈にアルベールを愛し、守ってもらいたいと思い、彼女の魂を肉体に引き入れてしまった】

　そこまで言い、オルガは申し訳なさそうな目で私を見る。

【そのまま放っておいたら、玲奈の魂はどこへ彷徨っていくか分からなかった。私の代わりにするためには、この世界に存在する肉体に宿らせて転生させるしかない】

「なるほど……」

　でも火刑はショッキングだった……。二度と御免被りたい。

【謀反の疑いで捕まる際、私はとっさに不死鳥の秘術を行使した。命を落とし肉体を失っても、クリスタルに一定の魔力が溜まれば蘇る事ができる術だ。私はクリスタルの中で不死鳥の秘術の力を借り、十年の時を掛けて玲奈に魔力を分け与えていった】

　彼女の説明を聞いて、アルベールは納得したように頷いた。

「母のクリスタルは肌身離さず持っていたので魔力を分け与えられたが、オルガのクリスタルは大事に保管していただけだ。それでもここまでの事ができるのは、あなたが大魔術師だったからだな」

　弟子の言葉を聞き、オルガは誇らしげに頷く。

【まったく性格の違う玲奈が、私のようにアルベールを導くのは無理だと思っていた。だが、別の意味で大切な存在になってくれて良かったよ】

　彼女に微笑まれ、私は頬を染めて俯く。

　そんな私の肩をアルベールが抱き寄せ、笑って言った。

「俺はずっとオルガに憧れ、恋をしていた。……だが俺は呪いを気にせず接してくれたあなたに、すべての好意を向けていただけだった。……今の俺は本当の恋をしている。……オルガ、長い間困らせてすまなかった」

　さっぱりした表情で言ったアルベールの横顔を見て、私は本当に自分が彼に愛されている事を実感した。

【確かに少し困ってはいたが、嫌ではなかったとも。私を慕ってくるアルベールは、犬っころみたいで可愛かったからな】

「犬っころ……」

　オルガの言い方にアルベールはガックリと項垂れ、それを見てマリエットが軽やかに笑った。

「さて……」

　母子と師弟の話が終わったあと、アルベールはイヴォンヌとフロランスのほうを見る。

　割と長い間話していたけど、二人はあまりのショックに呆然としたままだった。

　オルガは腕を組み、哀れみの籠もった目で氷の魔女を見た。

【あなたが長い時を生き、人間と違う考え方を持っていたのは分かっていた。……だが、人の命は一度喪ったらそれで終わりだ。あなたは私やマリエットを憎んでいたのだろうが、心の中だけに留めるべきだった。実際に行動に出てしまった時点で、私はあなたを尊敬できなくなってしまった】

　フロランスは紫色の目でオルガを見つめ――、ポロッと涙を零した。

「……マリエットがいなくなれば、オルガはまた私を見てくれると思った」

【そんな考えがまかり通るのは子供までだ。……いや、子供でももっと分別がある。……フロランス、あなたは偉大な魔女だ。だが様々な人と話して多種多様な考えを知り、自分の中に取り入れなければ、心を成長させる事はできない。傷付く事を怖れ、面倒くさがっていれば、どんどん周りから取り残されて孤立してしまう】

　魔女は母親に叱られた子供のような表情をしていた。

「……なら、人間となんてもう関わらずに……」

【諦めたら駄目よ】

　マリエットがフロランスに笑いかけた。

【あなたは『どれだけ巨大な力を手にしても、長く生きても、幸せには繋がらない』と分かっているでしょう？　幸せを感じる時って、誰かと楽しさや喜びを分かち合えた時ではないかしら。あなただって、オルガと過ごす時間が楽しかったから、彼女を好きになったのよね？】

　かつて激しく憎み、呪いまで掛けた相手に哀れまれ、フロランスはクシャリと表情を歪める。

【拒絶されたら悲しいわよね。でも失敗したら学んで、諦めずに何度も挑まないと！　あなたはこれからも沢山の人と接する事ができるんだから】

　マリエットは両手をグッと握り、自分を呪い殺した魔女に笑いかけた。

「……強い人だな……」

　思わず呟くと、アルベールが微笑む。

「そうだな。母上もオルガも、人としてとても強い。……俺の誇りだ」

　チラッとイヴォンヌを見ると、放心して床の上に座り込んでいた。

　自分の悪事を暴かれた事もショックだろうけど、憎んで殺そうと思った相手が異母姉だった事や、すべての元凶が自分の父にあった事も衝撃だったんだろう。

　彼女は子供の頃からオリヴィエ公爵家を敵視して生きてきたけれど、それも自分の意志ではなく、母親の憎しみを受け継いだだけだった。

　イヴォンヌは本当の事を知らないまま、勘違いして周囲に悪意をまき散らしていた。

　彼女もまた、可哀想な人なのだ。

【さて！　魔女さん。アルベールに掛かった呪いを解く方法があるんでしょう？　最後にそれを何とかしてあげたいの。私が授けた加護を元の形に戻し、この子に涙を返してあげて】

　マリエットが明るい声で言い、フロランスは毒気の抜かれた表情で溜め息をつく。

「……呪い返しと混じってしまった術は、生命力を奪う呪いだ。解呪方法は何者かが愛する者から攻撃されて命を落とす事。氷の針の呪いはそこまで強力なものではないから、生命力を奪う呪いが解けたあとに浄化の魔術を受ければ解呪されるだろう」

「え……？」

　後半はともかく、どう考えても解決とはいえない方法に、私は表情を曇らせる。

【それってアルベールに継がれてしまった私の呪いを解く方法よね？　当の私は死んでしまっているけど、今の私が愛する者から攻撃を受けるのでも大丈夫？】

「母上！」

　マリエットの言葉に、アルベールが悲鳴じみた声を上げる。

　けれど、彼女はケロッとして晴れやかな笑みを浮かべるだけだ。

【私はあなたに何もしてあげられなかった。せめて加護だけでも……、と願った術もこうして歪んだ形になってしまったわ。今まではあなたの側にいたいと思ってクリスタルに魂を留まらせていたけれど、こうして言いたい事を言えたし、もう未練はないわ。愛する息子のためならお母さん頑張っちゃう！】

　力こぶを作ってみせるマリエットの母性愛があまりに純粋で優しくて、私はつい涙ぐんでしまう。

「……いわば生贄みたいなものだから可能よ。命を扱う呪いは命によって解かれる」

　フロランスの答えを聞き、マリエットはにっこり笑った。

【じゃあ、私の残っている魂の力を使ってちょうだい】

「母上、それじゃあ……！」

　なおも訴えるアルベールの肩に、マリエットは両手を置く。

【いい子ね、心配してくれてありがとう。でもやらせて。最後に息子のために役に立てるのがとても嬉しいの。それに未練ももうないし、そろそろあの人のもとへ行ってあげたい。次に何に生まれ変わるのかも、考えるだけで楽しみだわ】

　どこまでも前向きな母の言葉を聞き、アルベールは切なげに笑う。

　マリエットは私の前に来て微笑みかけた。

【玲奈さん、息子をお願いね。孤独なこの子がただ一人心を開いたのがあなたなの。自分に自信を持って、堂々と生きて幸せになって】

「……っ、はい！」

　アルベールを愛していいのかずっと迷っていたけれど、彼の母親に認めてもらい、背中を押してもらえるなんて、この上ない太鼓判を押してもらった気分だ。

【では私も最後の力を振り絞ろう】

　オルガが艶やかな笑みを浮かべ、私を指さす。

【玲奈、お前の力を思いきりアルベールにぶつけろ！】

「えっ？」

　驚いて顔を上げると、彼女は自信満々に言う。

【アルベールの愛する者は玲奈だから、お前が攻撃するのが適任だ。そして攻撃によって発動した呪い返しは、私が最後の力で止めてやる】

　その続きをマリエットが請け負った。

【攻撃が当たった瞬間に発動するのは〝最後〟の呪い返しになるわ。そのあとに続く攻撃をまともに食らったらアルベールが死んでしまうから、代わりに私がお母さんパワーで受け止める】

「……もう会えないんですか？」

　私がポツンと尋ねると、二人は温かな笑みを浮かべる。

【玲奈は魔術の使い方や、私が今まで学んだ事すべてを〝思いだした〟はずだ。記憶の中に私はいる】

　オルガに続き、マリエットも言う。

【お守りが側にあると、逆にそれに囚われて前を向けなくなる時もあるわ。過去を引きずるのは良くない。これからは若い二人が未来を作っていくの。問題をちゃっちゃと解決して、幸せにおなりなさい。世継ぎの報告は墓前で大丈夫よ！】

「……母上……」

　底抜けに明るい母の言葉を聞いて、アルベールは半ば呆れたように笑う。

【人生に出会いがあれば、別れ、卒業もつきものだ】

「分かった。二人ともよろしく頼みます」

　オルガの言葉を聞き、アルベールは決意したみたいだった。

「ありがとうございましたっ！」

　私もオルガとマリエットに深々と頭を下げる。

【玲奈、炎の攻撃魔術を最大火力でアルベールにぶつけろ。加えて浄化の力も付与だ】

「分かりました！」

　オルガから指示を受け、私は緊張しながら魔法陣を描いていく。

　さっき〝目覚めた〟時にオルガの記憶や知識が流れ込んできて、私は生前のオルガが使っていた魔術をすべて使う事ができるようになった。

　私はペイントソフトのレイヤー構造を思い浮かべつつ、魔術文字を一つ一つ丁寧に空中に描いていく。

　その作業をしながら、ぼんやりと思った。

（私、現代では仕事をしていても、必要なんだか、いなくても構わないんだか分からなかった。絵を描くのが得意といっても、神絵師は大勢いた。……でもここではアルベールが私を求めてくれるし、ドロテやフランソワもいる。もう向こうに戻れないなら、開き直ってこっちで幸せになりたい）

　勿論、現代世界での家族や友人を、悲しませてしまった罪悪感はある。

　それでもマリエットが言ったように、過去に囚われたままでは今を生きられなくなる。

（一歩、踏み出さなきゃ！）

　私はダンッと一歩踏み出し、脚を大きく開いて術の行使に備える。

「……いきます！」

　宣言したあと、私はこの場にいる全員を信じて、魔法陣にありったけの魔力を注いだ。

　その途端、ゴォッと凄まじい炎が噴き出し、アルベールを襲う。

　火炎が彼の体に届く――、というところでフッと魔法陣が浮かび上がり、倍以上の勢いになって炎が私に襲いかかってきた。

【任せろ！】

　私の前に立ったオルガがその火炎を受け止める。

　同時に、私の胸元にあったクリスタルがピキッと小さな音を立てた。

「～～～～っ、オルガ……っ！」

「ありがとう！　師匠！」

　私とアルベールが同時にオルガを呼んだあと、彼女はニヤッと笑った。

【最後の見舞いだ！　受け取れ！　フロランス！　イヴォンヌ！】

「えっ!?」

　いきなり矛先が二人に向かい、フロランスが慌てた声を上げる。イヴォンヌは放心したままだ。

　直後、豪火が二人を包み、空中でキラキラと光が煌めく。

　――死んだ？

　一瞬そう思ったものの、悲鳴は聞こえない。

　瞬間、私は理解した。オルガが【浄化の力も付与しろ】と言ったのは、このためだった。

　彼女は最後に、二人の心に巣くった闇を晴らしたいと願ったんだ。

　荒れ狂う炎は私のペンダントに見る見る吸い込まれていき、クリスタルのヒビはさらに大きくなる。

【アルベール！　愛してるわ！　玲奈さん、孫ちゃんと一緒にお墓参りに来てね！】

　ッパーン！　と破裂音がし、アルベールの前に浮かんでいた魔法陣が粉々に砕けた。

　私が放った炎が彼を焼き尽くす――、と思った時、その炎もまたアルベールの首から下がっているクリスタルに吸い込まれていく。

　室内を赤く染め上げていた火炎は、映像が巻き戻ったかのようにクリスタルに吸い込まれ――、最後にパンッという音が双つ聞こえた。

「……あ……」

　今までの光景が嘘に思えるほど静まりかえった室内で、私の声がやけに大きく響く。

　欠片すら残さないほど細かく砕け散ったクリスタルは、窓から差し込む光に反射してキラキラと煌めき――、空中に溶けていった。

　一瞬、陽光に混じって二人の姿が見えたように感じられたけれど、まだ側にいてほしいという期待が見せた幻だっただろうか。

「アルベール……」

　彼は室内に舞い散る光の粒子を見て、青い目から涙を零していた。

「アル……っ、――涙！」

「ん？　……あぁ」

　もう一度彼に声を掛けると、私の愛しい氷の国王は両目から熱い涙を流し、切なげに、けれど嬉しそうに笑ってみせた。

「良かった……っ！」

「玲奈……っ」

　思わず彼に抱きつくと、アルベールもしっかりと私を抱き締め返してくれる。

　感動の余韻に浸っていると、「うぅ……っ」とうめき声が聞こえた。

　ハッとそちらを見ると、フロランスとイヴォンヌは全身からオーラのようにどす黒いものを噴きだして苦しんでいる。

（浄化の炎が彼女たちの中にあった悪意や憎しみを、すべて体外に吐き出させたんだ）

　闇の塊は二人の前でグルグルと渦巻き、大きな球体となっていく。

「……玲奈、下がっていてくれ」

　アルベールが進み出たかと思うと、彼は腰に提げていた剣をスラリと抜いた。

　その剣は不思議な美しさがあり、刃の部分がクリスタルのように透明になっている。

「すべての悪意の連鎖をここで断つ」






　呟いたあと、アルベールは剣を振りかぶって闇の塊を一刀両断した。

















終章　蘇ったモブ悪女Ａは、幸せなエンディングを辿る












「びっくりしましたわ！　お迎えが来て本当に良かった」

　穏やかな日差しが差し込むサンルームで、鈴を転がすような女性の声がする。

「それにしても魔女の力とはいえ、随分遠くにいたものですね……」

　白いテーブルクロスが掛かった上には、白地に美しい花の絵が描かれたティーセットが並んでいる。

　揃いのプレートの上には、あつあつ焼きたてのスコーンに、見るも美しい焼き菓子やチョコレート、マカロン等々、現代のパティシエに劣らない美しいお菓子がある。

　私はずっと憧れていた、本物の氷の悪役令嬢シルヴィとお茶をしていた。

　勿論、アルベールも同席している。

　はぁ……、シルヴィたんかわゆ……。

　サラサラとしたシルバーブロンドに、アクアマリンのような目。

　猫のように大きく少し釣った目は、長い睫毛に縁取られている。

　通った鼻筋に、形のいい小さな唇。それがモグモグと動いてお菓子を食べているのは、悶絶するほど可愛い。

　……いや、原作では物事をズバズバ言って、立ちはだかる問題を次から次になぎ払っていく人だったけど、実際の彼女は少し違う。

　侯爵令嬢なのは同じだけど、箱入りでどこかちょっとズレている。

　そんな彼女は、自分の身に起こった事を興奮気味に話す。

「十五歳の時にフロランスと名乗る魔女が現れたかと思うと、わたくし、気が付いたら野原にいましたの。自分が何者だったかも忘れて呆けていたら、気のいい農家のご夫婦に拾っていただきましたわ。働かざる者食うべからずで、農家のお仕事を手伝ったのですが、慣れない事をしたものだから全身があちこち痛んで泣きました。本当に泣きました」

　うん、深窓の令嬢が畑仕事はね……。本当に大変だったと思う。

「だが頑張ったじゃないか。迎えに行った時は、農家のご夫婦も君の事を本当の娘のように思って、別れを惜しんで泣いていたし」

　アルベールに声を掛けられ、シルヴィは頷いた。

「ええ、頑張りましたわ。これは本当の事ですので謙遜せずに言います。……ですが、大変だったのは事実なのですが、不思議と農場の犬や猫、牛や馬に囲まれていると、気持ちが穏やかになりましたわ。最後のほうは馬の世話もお手の物になりましたし」

　そう言って微笑むシルヴィは誇らしげだ。

「記憶がなかった訳ですから、訳が分からないまま一生懸命働いていたのですが、三年経ったある日、いきなり自分が何者だったかを思いだしましたのよ。驚きましたわ」

「おつらかったでしょうね」

　私は同情を示したけれど、彼女はそれほど落ち込んでいなかった。

「確かにある意味衝撃を受けましたが、実際に自分の体を動かして労働のなんたるかを知り、良い学びになりましたわ。農民たちが普段どんな思いをしているのか、知る事ができたのですもの」

　シルヴィは真面目な顔で言って紅茶を飲む。

「確かに魔女フロランスが起こした事件のとばっちりと言えますが、無駄な事ではありませんでした。わたくし、今後は女侯爵を目指してみようと思いますの」

「おや、それは」

　アルベールが目を瞬かせる。

「先にオルガ様という例がいらした訳でしょう？　わたくしがそうなるのも不可能ではないと思いますの。わたくしには弟妹がおりますが、弟に家督を譲らず父と戦ってみます。そして議会に出席して発言していくのが夢ですの。アルベール様が若き国王としてこの国を良い方向へ導いていかれるなら、それを補佐する貴族も若いほうがいいと思うのですよね。お父様のような古い人はもう駄目ですわ」

　最後は冷たく言い、シルヴィは冬の女王のように凍てついた目で庭のほうを見る。

　魔女がらみのゴタゴタがすべて終わったあと、国中が大騒ぎになった。

　大罪人だと思っていたオルガは実は被害者で、王太后が魔女と組んで人気者だった王妃マリエットを陥れた事も明るみになった。

　宰相は女性の敵として激しく糾弾され、ダラス公爵家の前には人が押し寄せ、ありとあらゆる物を投げつけたほどだ。

　アルベールはまだ怖れられているけれど、周囲の人たちの態度は少しずつ軟化している。

　いっぽうで私たちは本物のシルヴィを迎えに行かなくてはならず、魔女から彼女の行き先を聞くと馬車に乗って迎えに行った。

　自分が関わっていた罪悪感もあって、アルベールは魔術を使って馬車の速度を速めたほどだ。

　シルヴィは今彼女が語っていたように、ラングレン王国の辺境にある農地に飛ばされていた。

　迎えに行った時にはすでに記憶を取り戻していて、恐らくフロランスがオルガによって浄化されたあの時に、すべての呪いが解けたのだと思う。

　そのあとシルヴィは農家の夫婦に別れを告げて王都に戻り、家族と再会を果たした。

　……けれど、彼女は二度と大好きだった伯母――イヴォンヌの話を、笑顔でする事はなくなった。

　辺境の地にいてもオルガが〝全国民〟に見せた映像は届き、そこでシルヴィは自分が両親や伯母にいいように利用された挙げ句、魔女に取って代わられた事を知ったのだ。

「自分の人生ぐらい、自分で決めますわ。まったく……」

　シルヴィはブツブツと言い、クッキーに手を伸ばす。

「……確認だけれど、シルヴィはもうアルベールを慕っていないの？」

　私がおずおずと尋ねると、彼女はポリ……とクッキーを囓ってからクスクス笑い出した。

「わたくしはミアのライバルにはなりませんから、ご安心を！　両親に言われたから好きになった錯覚をしていたのであって、アルベール様を意識しなくなったら気持ちが随分変わりましたわ。……むしろ、農地で出会ったガッシリ体型の方々のほうが……」

　そこまで言って、彼女はポッと頬を染める。

　……うん、分かった。劇的な好みの変化があったんだね。

「わたくしの事はともかく、お二人の挙式を楽しみにしていますわ」

「ありがとう」

　今は九月の頭で、私たちは来年の初夏に結婚式を挙げる予定でいた。

　シルヴィに呼ばれたミアという名前は、私の新しい名前だったりする。

　騒動が一旦落ち着いたあと、アルベールが言ったのだ。









『名前を新しく考えないか？　第三者から見た君はオルガかもしれないが、俺にとって君は玲奈だ。でも玲奈は君の前々世。……なら、新しい名前で心機一転、ここで生きていったほうがいいと思うんだ』

『確かにそうですね。いつまでも彼女の名前を名乗っていると、申し訳ない気持ちになります』

『怒る人はいないと思うけどね』

　アルベールに優しく微笑まれ、私は『分かっています』と頷く。

『皆優しいから、私が〝オルガ〟であっても受け入れてくれます。でも彼女が一度亡くなった事で深い心の傷を負った人もいますし、私がこの顔と名前で生きているのを見て〝オルガ〟を思いだす人もいるでしょう。気にするなと言われても気にしてしまいます。……それにやっぱり、今アルベールが言ったように名前には人格が宿ります。私はもう玲奈ではないし〝オルガ〟でもない。……だから、新しい名前がほしいです』

　自分の意見をしっかり述べると、アルベールは頷いた。

『じゃあ、俺から名前を贈ってもいいか？』

『いいんですか？　じゃあ、ぜひ』

　期待して彼を見つめると、アルベールは少し考えたあと、にっこり笑って言った。

『ミア、はどうだろう？〝最愛の人〟という意味だ』

　うぅ……。は、恥ずかしい……。でも……。

『……嬉しいです。ありがとうございます』

　最愛の人からミアという名前を与えられた私は、幸せいっぱいに微笑んだ。









「それにしても、悪意を根こそぎ奪われた王太后陛下は、すっかりお元気をなくされたみたいで……」

　さほど残念そうではなくシルヴィが言い、マドレーヌに手を伸ばす。

「そうね……。憎しみだけで生きていたのか、アルベールがあの黒い球体を切った途端、糸の切れたマリオネットみたいにくずおれてしまって、そこからはもう……」

　私はお見舞いに行った時の彼女の様子を思い出し、そっと溜め息をつく。

　赤みがかった黒髪が特徴的だったイヴォンヌだったけれど、床についている彼女はすっかり真っ白な髪になっていた。

　アルベールいわく、強い感情は生命力にも直結しているので、それらをゴソッと失った今、体にも大きな影響が出ているのだという。

　以前は四十半ばの美魔女と言える感じだったのに、今や介護が必要なお婆ちゃんになってしまって、一日の大半をベッドで過ごしメイドの世話になっている。

　今まで周囲に威張り散らしていたからか、今度はメイドがイヴォンヌに意地悪をしたとかしないとかの噂が流れ、アルベールが厳しくチェックしている。

　憎い女とはいえ、王太后であるから最低限の礼は尽くさねばと思っているらしい。

　愛情はなくとも、親だからというのもあるんだろう。

　イヴォンヌの子供については彼女が一人で『国王に！』と言っていただけらしく、彼らは王位に興味を持っていないらしい。

　アルベールの継兄弟全員を集めてお茶会を開いた事があったけれど、それぞれ没頭している趣味があって、好きな事をして過ごすのが楽しいと言っている。

『お継兄様を見ていたら、国王ってとても大変そうだと思ったわ。私たち兄弟はどっちかというと面倒くさがりだし、一番上のお兄様も政治に関する仕事は向いていないと思うのよね』

　そう言ったのは、恋愛小説に夢中な二十歳の王女だ。

　四兄弟の末っ子で唯一の王女だけど、イヴォンヌに結婚をせかされていたにも拘わらず、恋愛小説を読んでは自分でも書いているそうだ。

　……ちょっと気が合いそう。

　そんな私と彼女が合同誌を出すのは、また別の話で……。

「いいんじゃない？　私が言う事ではないけれど、憎しみだけで生きていればそうなるのよ。人を呪わば穴二つ」

　口を開いたのは、十歳ほどの少女の姿になったフロランスだ。

　彼女は白いレースが引き立つ濃紺のドレスを着ていて、まるでアンティークドールだ。

　フロランスもまた、アルベールが黒い球体を切ったあと、この姿になっていた。

　いわく、『オルガによって邪術を操る部分をごっそり持っていかれた』らしい。

　すっかり悪意が抜けた彼女は、ちょっとひねくれた性格はそのままだけれど、中央宮殿に滞在し、国に貢献する事を条件に客人扱いになっている。

　彼女はマリエットに言われた言葉をよく考えた結果、アルベールの許しを得て人間とちゃんと向き合い、人と関わって生きていこうと決意したようだ。

　あの大きな事件を経て、皆大なり小なり変化を得た。

「雨が降ったあとは、晴れるだけだ。水たまりを踏んで虹を楽しめる者は幸せになれる。泥跳ねに怯えていては、散歩もできないしな」

　アルベールが詩的な事を言って笑いかけてくる。

「そうですね。オルガとマリエット様が私たちに未来を切り開いてくれたのだから、私たちは自分の人生を大切に生きていかなくては」

「ああ、そうだな」

　今はもう彼女たちのクリスタルはないけれど、側で二人が笑ってくれているような気がした。
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　時が経つのは早く、冬を迎えて春となり、爽やかな初夏が訪れた。

　私は魔術によってキラキラと輝くウエディングドレスを纏い、パイプオルガンの音色が響く大聖堂の中央を一歩ずつ進んでいた。

　静謐な空間に響いている嗚咽は、ドロテのものだ。そこまで喜んでくれて嬉しい。

　特別ゲストとしてベンチの一番後ろに立っている彼女の隣には、フランソワもいる。

　私の頭には代々王家に受け継がれたダイヤモンドのティアラ、首と耳にはお揃いのジュエリーをつけている。

　ウエディングドレスのデザインはフロランスとシルヴィと相談し、私が現代のドレスのデザインをあれこれ描くと、『いいじゃない！』と盛り上がって皆で意見を出し合った。

　その結果、オフショルダーで背中は大胆に開き、スカートは前から見るとシンプルだけれど、バックスタイルはフリルやレースがふんだんにあしらわれ、裾を長く引きずる豪華なデザインになった。

　長いヴェールも女子の憧れだよね、という事で、後ろにはオリヴィエ公爵家の親戚の女の子たちが、しずしずとヴェールとドレスの裾を持って歩いてくれている。

　私の前には白いドレスを着た小さな女の子たちが、籠に入った花びらをパッと撒いて花嫁が歩く道を祝福してくれていた。

　私は両手に白いバラと百合、緑のラナンキュラスで作られたブーケを持ち、緊張した面持ちで花婿のもとに向かう。

　祭壇の前には白い軍服を着て、鮮やかな青の大綬を掛けたアルベールが立っている。

　彼は軍服の上には襟元が毛皮になった白いマントを羽織り、胸元には大粒のダイヤを留めた、真っ青なクラヴァットを締めている。

　まさに二次元の推し！　という姿を見て、私は尊さのあまり大聖堂で召されそうになっている。推し……、尊い……。

　やがて私が祭壇前につき、アルベールの隣に並ぶと、流れに沿って式は進行した。

　指輪の交換をしたあと、司祭様が私たちの左手に青い布を掛けて巻き付けていく。

　アルベールはヴェールを上げ、私を見つめて甘やかに微笑んだ。

「愛してるよ、ミア」

　顔を近づけた彼は私にだけ聞こえる声で囁き、顔を傾けると優しいキスをくれる。
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　――あぁ、幸せだなぁ……。

　大勢の人に見守られながら、大好きな人と結婚式を挙げられた。

　きっとこれから先も、アルベールと一緒なら沢山の幸せが訪れるに決まっている。

　私たちはオルガとマリエットに祝福され、改心した魔女にも見守られているんだもの。

「幸せになろうね」

　キスを終えたあと、私はアルベールに囁き返す。

「……もう幸せだよ。もっともっと幸せになるけど」

　そう言った彼は嬉しそうに笑い、アイスブルーの目を潤ませていた。






　王都に色とりどりの花びらが舞うその日、私とアルベールは悲しい過去に別れを告げ、世界一幸せな夫婦となったのだった。
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